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7月17日にスター実質審議
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， 

ゲ
ー
ム

タ
ー
ト
し
て
お
り
、
口
.政
か

ら
同
法
楽
に
対
す
る
話
.
大
な

問
題
点
が
次
々
と
明
ら
か
に

な
っ
た
。
七
月
末
ま
て
の
円

科
と
質
問
符
は
次
の
と
お
り

で
、
と
く
に
社
会
党
か
ら
は

必
力
な
質
問
と
仙
鉱
山
米
が
な
さ

れ
て
い
る
。
十
七
日

H
午
削

能
…
維
氏
(
社
会
)
、
古
川
万

男
氏

(n
M人)
、
ト
九
日

H

佐
必
三
丹
氏

(社
会
)
、
小

野
川
氏

(
公
明
}
、
一一
卜
川

臼

H
仏
総
三
五
け
氏
、
神
山
八
川
伝

之
助
氏

(
仕
ハ
必
)
、
三
リ抗議

信
氏

(
民
社
)

二

卜
a

ハ
H

H
三
治
雨
明
信
氏
、
刈
出
内
一
「

氏

(
公
明
)、
販
制
ぷ
氏

(
公

明
)、
高
杉
池
山
仙
氏

(社
会
)
、

区
別
を
迫
る
社
会
，

警
察
斤
は
覚
え
書
を
了
解
事
項
に
、

健
全
機
を
特
殊
機
に
置
き
替
え

ゲ
ー
ム
セ
ン
タ
ー

(
ゲ
ー

ム州場
)
を
新
た
に

「
風
俗
常

茶
」
に
す
る
こ
と
を
俗
り
込

ん
だ

「
脈
俗
常
業
等
取
締
法

の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

(祈
胤
公
法
案
)」

ば

一
部

修
正
の
L
L
、
じ
月
六
日
に
然

必
院
を
通
過
し
た
の
ち
、
参

集
む
こ
，
〈
コ

L
、
J
H

d

い
i

l

a
f
w

仕
vu
p
iド
・

3k
b
d
d

『
h
ド

1
1

4

r

l

に
本
会
設
で
法
案
佐
山
他
行

北
川
と
抗
疑
が
行
な
わ
れ
た

卜
で
参
院

・
地
打
行
政
A
K
日以

会
{
大
川
原
ト
A

，
郎
会
日
長
)

に
付
託
さ
れ
た
{前
川
ゲ
悦
鰍
)

が
、
そ
の
後
の
森
市
峨
で
は
衆

院
段
附
の
-
一昨
以
上
の
御
成

時
川
が
当
て
ら
札
た
・
?
之
、

川
法
案
の
川
つ
長
大
な
間
組

山
…
が
次
々
と
明
る
み
に
山
さ

れ
、
①
聞
係
省
庁
と
の

「
党

え
代
川」
提
出
命
令
、
②
午
減

税
験
ぷ

・
間
係
業
界
代
ド
ん
ら

こ
の
日
は

「
地

H
行
政
改
午

に
附
す
る
凋
伐
の
う
ち
作
察

行
政
」
に
つ
い
て
、
と
く
に

H

然
然
・
'
刊
の
非
行
問
題
H

を

と
り
あ
げ
る
谷
川
械
が
ほ
と
ん

ど
を
山
め
、
ハ
取
後
に
新
風
営

法
案
と
衆
院
で
の
修
正
泌
分

に
つ
い
て
迎
行
説
明
が
行
な

わ
れ
た
の
に
と
ど
ま
っ
た
。

新
風
営
法
案
に
つ
い
て
の

実
質
事
議
は
卜
七
日
か
ら
ス

参
考
人
広
見
聴
取
、

③
改
造

用
の
持
係
郎
防
機
持
ち
込
み

事
刊
な
ど
数
多
く
の
一
以
内
仙
が

起
っ
て
お
り
、
仁
川
末
現
わ
れ
、

会
則
ぷ

(
八
月
八
日
)
ま
て

ど
う
進
展
す
る
か
ま
っ
た
く

子
附
を

A
さ
る
い
も
の

に
る

っ
て
い
る
。

参
院

・
地
行
委
は
新
風
什
一
内

法
'許
淡
の
付
託
を
長
け
た
後

七
川
卜
二
H
に
聞
か
れ
た
が
、

‘「、、参院・地方行政委員会(7 月 24日)にて、上の写真(~政府委員に鋭い質問を投げかける佐緩三吾氏(社会)、左偶IH~芝、苫氏(悶) 。 下の写
真は佐蔵氏(左)の質問を受ける政府委員(速記者席の向う側に図川大臣・国家公安委員長、.察庁三井長官、鈴木保安部長、吉山防犯課

長、山田少年課長、そして太田官房長の姿が見える)

三
十
一
日

H
高
杉
姐
忠
氏
。

参
々
人
立
見
勝
取
は
三
十

一

日
午
後
か
ら
行
な
わ
れ
た
。

ま
ず
卜
七
日
、
寺
岡
氏
は

ゲ
i
ム
場
の
ゲ

i
ム
機
に
は

校
術
介
入
性
の
口
い
も
の
と

間
然
性
だ
け
の
機
械
が
あ
る

と
し
た
う
、
え
で
、
偶
然
性
だ

け
の
機
械
を
委
員
会
で
見
極

め
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し

て
い
る
。
十
九
日
の
佐
泌
氏

質
問
で
は
花
行
制
慌
の
松
怖

忠
光
氏
を
一社
人
に
呼
ぶ
、
』
と

を
提
案
、
次
に
衆
院
で
の
修

正
に
つ
い
て
提
系
者
と
符
祭

庁
の
け
ん
解
の
相
旧
民
に
触
れ
た

の
ち
、
関
係
省
庁
と
の

「
党

(
2
め
ん
上
段
に
続
く
)
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書
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特
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説
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(ー
め
ん
か
ら
の
続
き
)

え
代川

を
悦
山
ず
る
よ
う
ボ

め

た

こ

れ

に

刈
し
州
市
ド
九五

か
聞
か
れ
、
A
K
H
一
以
は
山
係

行
山
け
に
党
、
え
れ
ハ」

の
M
M
山

を
ボ
め
る
命
令
を
山
し
た
が
、

通
広
行
を
含
む
柳
川
げ
が
こ
の

命
令
を
M
松
戸
市
打
、
加
泌
が
約
州

十
分
中
断
し
た
。

こ
の
H
、

中
野
氏
も
「
党
え
市
川
」
で
質

問
す
る
，
T
M
だ
っ
た
が
、
従

出
さ
れ
な
い
た
め
町
問
時
間

を
伐
し
た

t

な
お
川
氏
は

ス

ロ
ゾ
ト
マ
シ
ン
を
大
明
山
制
、

旅
館
に

(必
吋
な
く
)
山
い

て
い
い
か
」
と
町
一
川
し
た
の

に
対
し
、
桝
パ
山
m
J
け
は

「
人

n

に
つ
け
ば

い
い

」
と
終
弁
し

注
目
さ
れ
て

い
る
。

「
覚
、
ぇ
汗
」
問
題
は
υ
陀
を

引
き
、
そ
の
後
曾
祭
い
円
は
「
党

え
冷

で

な

い

「
f
解
ポ
以
」
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を
徒
出
し
た
十
、
各
行
庁
に

「
な
ぜ
覚
、
え
品
川
を
山
さ
な
い

か
‘
と
い
う
丈
々
を
配
付
し

七

.. ト
川
川
、
ト
位
協

k
t

i

l

-

-

n

l
l
 

こ
の
問
題
を
と
り
あ
げ
、
な

ぜ
委
H
H
・K
命
令
に
従
わ
ず
、

し
か
も

「
ね
つ
迫
文
川
」
を

山
し
た
の
か
と
迫
り
、

ま
た

g 

一一・.. 
回

目

回

!I 

。.

国

同

I 

し
て
も
審
議
は
中
断
さ
れ
た
ω

会
以
長
は
、

「変
身
小
し
た
資
料

1
・''
f

-j
・・
、，

・

・l・・

れ
川
川
け
カ
も
カ

r
え
山
…
を
凶

作、

、
覚
、
ぇ
乃

の
地
山
を

改
め
て
ボ
め
た

『
じ
川
本
川
叫

'代、

党
、
え
代川
は
よ
悦
山
の
ま

ま
で

「
f
m
事
項
」
が
内
悦

山
さ
れ
て
い
る
)

7
月
初
日
、

特
殊
賭
博
機
を
用
意

N

A
O
幹
部
が
地
行
委
員
に
説
明

.4
日
、
注
総
足
立

I

l

-

-
[
 

ト
を
変
え
れ
ば
似
全
会
テ
レ

ビ
ゲ
i
ム
機
が
脈
問
機
に
な

る
と
怖
い
し
て
い
る
か
」
と

、，-、，、父v・
6
、.. rlbふ件
い」ん
、〆

B

〉

H
-t
4

R
7
f
A
U
川
ト
H
れ
M
J1
LLふ
よ

り
の
答
弁
を
し
て
い

た
が
、

佐
藤
氏
は
現
物
の
ゲ
l
ム
機

キ
ニ
一
ム
H
(
健
全
機
と
賭
除
機
)

持
ち
込
み
改
造
さ
せ
る
必
.
裂

が
あ
る
と
従
来
、
A
U
HN
以
は

「
ノ
ワ

し
よ
う
と
い
う
こ
と
で
、
組

織
作
リ
が
現
実
化
し
て
き
た

ま
ず
布
ぶ
が
民
ま
り
ん上
川
の

同
支
お
に
川
協
会
ぷ
乞
へ
向

け
て
の
働
き
か
け
を
行
な

っ

た
。
し
か
し
風
営
化
へ
の
刈

応
に
つ
い
て
は
急
を
援
す
る

た
め
、
同
業
者
の
集
ま
り
と

「特
別
な
安
ボ
で
あ
ゐ
」

し
即
日
下
会
に
必
る
・
』
と
に
な

勺
た
咲
ボ
が
実
現
す
れ
ば

安
川
会
計
で
安
い
れ
い札
会

い
の

も
と
、
m
m
J
山
内
小
山
げ
が
位
全
機
を

山
間
的
機
に
改
造
せ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
う
し
て
一

一l
L
ハ
H
を
迎

え
た
が
、

u
廿
.
休
み
の
休
息
川
川

を
過
ぎ
て
ら
会
日以
会
は
い
内
山 と

ま
で
の
利
川
%
が
-h
O
%
、

午
前

O
時
か
ら
午
前
九
時
ま

で
の
ゲ
|
ム
機
の
光
L
し
げ
は

全
売
上
げ
の
一
r
M
%
近
く
を

山
め
る
と
い
う
『

こ
の
後
有
志
が
発
起
人
と

な

っ
て
五
月
二
ト
四
日
、
名

白
一
極
市
タ
ー
ミ
ナ
ル
ホ
テ
ル

さ
れ

4
、
崎
市
け
ん
ぷ
が
i
k
引
い

て
-
時
間
J
U
小
・
断
し
た
上
ま

に
な

っ
た

%

は

そ

の
川、

作
税
庁
か
参
院
ぷ
川
会
館
地

卜

一
附
会
議
室
に
、
特
砂
時
る

改
造
問
派
時
ゲ

l
ム
機
を
川

立
し
、
そ
こ
で
地
行
型
事
が

N

A

O
の
幹
部
役
U
H
で
あ
る

点
鍋
叫
会
日
K
I
F
-
小
品
理
が
か

ら

J
行
い
切
に
位
九
上
機
を
郎
防

機
に
変
必
で
与
る
の
で
、
八

U
川帆
川
H
山
出
附
は
健
全
機
を
含
め

る
必
咲
か
あ
る
と
い
う
必

川
を
4
%
け
て
い
た

の
で
あ
る

こ
の
民
常
な
が
態
は
、
山
行
察

庁
の
誤
っ
た
見
解
を
正
し
い

と
忠
わ
せ
る
た
め
の
も
の
で

あ
る
ば
か
り
か
、
X
A
O
が

参
加
し
て
い
る
点
で
こ
れ
は

ν
爪
一
大
な
背

U
行
為
e

で
は

な
い
か
、
と
す
る
J
A
M
M

A
は
引
け
U
A
A
O
に

「
公
開

質
問
内
」
を
山
し
、
す
み
や

か
な
問
符
を
求
め
た
が
、

N

A
O
は
会
合
を
議
ね
た
紡
来

二
十

一
日
付
で
寸
近
日
中
に

泌
符
す
る
」
と
即
答
を
避
け

凶
符
を
延
期
す
る
旨
返
事
し

て
い
る
。

械
を
使
川
し
て
郎
防
行
為
を

行
な
っ
て
い
な
い
こ
と

-「
収

作
ま
で
に
附
博
そ
の
他
の
犯

非
等
社
会
的
日
則
を
失
、
つ
行

為
め
な
い
こ
と
」

「
青
少
年

の
入
場
に
つ
い

て
向
主
的
に

制
限
を
行
な
え
る
こ
と

(保

設
者
の
い
な
い
青
少
年
の
夜

ス
ト
ラ
ン
協
会

風
営
化
反
対
を
機
に

ω社
で
結
成

い
う
形
で
川
協
会
心
れ
に
よ
り

凹
月
十
目
、
通
産
省
へ
陳
怖

を
行
な

っ
た
。
陳
情
趣
行
は

ゲ
i
ム
機
設
出
の

オ
ー
ト
レ

ス
ト
ラ
ン
の
住
川
常
業
決
汁

に
対
し
て
一
以
付
す
る
と
い
う

む

の

川

協

会

に

よ

る

と
、

オ
ー
ト
レ
ス
ト
ラ
ン
の
利
川

%
の
ヲ
ち
午
前
O
川
以
後
制ら に

て
同
協
会
発
足
の
党
起
人

会
を
聞
き
、
定
放
の
検
討
な

ど
を
行
な
っ
た
。
そ
し
て
」
ハ

バ
ニ
l
五
日
の
ぷ
弘
総
会
で

定
み
の
夕
刊
附
、
役
川
"
の
選
山

を
行
な
い
同
協
会
は
正
式
に

設
立
さ
れ
た
定
泳
に
よ
る

と
九
五
川
資
総
の
爪
で
健
全
性

が
必
凋
さ
れ
、

ー
ゲ
ー
ム
機

{ -

日
本
遊
園
地
協
会
(

N
A

P

A

)
定
時
総
会
で
役
員
改
選

弘iI:.1壷郵倹物認可

九K
M
の
遊
同
地
や
レ
ジ
γ

l
他
ぷ
の
オ
ー
ナ

ー
の
川
体
、

日
本
佐
川
一
地
協
会

『が
は
山
口
旬

以
点
、
い
収
作
似
~
川
市
機
州
内
、

ジリ、
l

，、ιs
M
L・-v
-
〈、

、今、
1
4
LVA

--hJ4.1hu肉

"
'
J
I
l
l

ノ

J'iab机

1
1
、
1
1.
、
ー
ド
.
4哨
叫

hH
、
υ
A
H

a-'l，.
，‘
e
・・'
1
1
81‘uh卜

rnur

川町

札
N
八
い

A
-
で
は
じ
川

-h
.

日
、
札
帆
の
プ
リ
ン
ス
ホ
テ

ル
に
て
お
虻
川
総
会
を
聞
き
、

eh.
ト
八
年
度
会
務
鰍
行
お
よ

び
決
算
織
作
、
ど
川
卜
九
年
・
肢

が
業叶小
川
州
な
ら
び
に
，
r
日
来

を
そ
れ
ぞ
れ
水
ぷ
す
る
と
と

ら
に
、
役
目
改
巡
を
一
れ
な

っ

た
川
総
会
保
山
市
峨
%
は
総
会

わ
れ
前
に
聞
か
れ
た
今
年
m
w
.

ト

種
東京 ・新宿のロボット祭りで披露

タイトーの参加型AMロボ ツ

4 

ロHR
U
 

1

附
文
化
政
送

(本
社
東
京
、

月

一
山
石
本
政
敏
社
長
)
主
催
、
山
附

f
v
一
タ
イ
ト
l

(
本
村
東
京
、
中

ド
一

酉
昭
雄
社
長
)
の
協
力
に
よ

8
一
る

「
野
村
ペ
ア
タ
ウ
ン
ロ
ポ

9
一
ッ
ト
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が

1
一
仁
川
一一

U
か
ら
八
日
川
、
米

)

一
hM小

・
新
山
川
の
M
U
山川M川
叫
川
村
ビ

パリ
一
ル
に
て
川
似
さ
れ
、
タ
イ
ト

M
H
の
削
叫
が
んお
で
市
ぷ
さ
れ
、

心
情
。
附
と
な

っ
た
し
の

川
削
川

下
九
五
で
は
い
川
改
澄
に
つ
い
て

川
叫
ん
S
H
川
江
と

rゐ
こ
と
に

-j
，
:

:

L

H
-L
)
l
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G
，
f
.・力

以
州
サ
グ
う

f

H
-1
山
剛
、
忠
引刊
ハリ
公
ι
h
aakf、

η

・
1
t
'
H
'1・バ
叶
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s
f
』
J
1
0
1
4

hLTI
--vts
t，
、、

j

川1
↓目

h今
川』

ι州
1
4I
F、，t
s
t
t

lu!
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d
i-

-
s
l
k
w巾
tMJ沈
下
L
V
.
ド
と
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な

っ
た

な

お

川
協
会

の
は

いは
の
任
期
は
即
.
Jけ
が

一
年、

剛
川
市
ド
υ
K
が
-
-
午
と
な
っ
て
い

る
用
事
長
に
つ
い
て
は
川

協
会
の

-争

つ
の
ド
品
印
刷
織
で

あ
る
収
川
本
准
同
地
協
会
と

州
日
ぶ
地
同
地
協
会
の
代
六

行
か
交
札
に
枕
川
町

rる、

に
な

ウ
て
ね
リ
、
今
年
は
そ

ー
の
新
制
h
A
M
ロ
ポ
y
ト
が

公
開
さ
れ
た
。

こ
の
催
し
は
野
村
ヒ
ル
商

応
街
(
ぺ
ア
タ
ウ
ン
)
六
周

年
記
念
イ
ベ
ン
ト
の
一
成
と

し
て
行
な
わ
れ
た
も
の
で
、

会
場
と
な
っ
た
川
ビ
ル
地
ド

一
附
ホ
i
ル
に
は
家
版
巡
礼

や
川
ビ
ル
に
勤
め
る
れ
い
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
や
O
し
な
ど
で

大
い
に
賑
わ
っ
た
。

タ
イ
ト
ー
で
は

こ
れ
ま
で

に
プ

ロ
グ
ラ
ム
、
ア
ミ
ダ
ク

ジ
、
ス
ピ
ー
ド
、
ダ
ン
ス
、

ホ
ス
ト
、
作b

・'Sき
の
し
ハ
M円
相刷

の
ロ
ボ

ッ
ト
を
公
開
し
て
い

る
が
、
今
回
新
た
に
①
マ
ス

コ
ッ
ト
、
②
ブ
レ

イ、

③
ホ

ッ
ト
ト

ッ
ト
、
④
チ
ャ

オ
チ

ャ
ム
の
州
純
飢
が
公
開
さ
れ

た

マ
ス
コ

ッ
ト
ロ
ボ
ッ

ト
(ゆ

め
九
)
は
、
こ
れ
ま
で
試
作

機
の
展
ぷ
に
と
ど
ま
っ
て
い

た
が
、
A
F
M
初
め
て
夫
泌
を

行
な

っ
た
。
法
陥
傑
作
に
よ

リ
品
な
が
ら
い
央
付
す
る
も
の

・

で
、
腕
は
仰
ぴ
姉
み
し
て
川
‘

-
K
や
物
を
つ
か
む
、
」
と
か
で

の
・
父
件
の
年
ド
一
勺
た

っ
て
い

る
が
、
が
的
に
よ
り
あ
と
，

J
、“ML・-，;、

、.，、
，1
4
ι
'F

h汁

H叩
F
4
1
L
，d
l
A
q
迫

州
地
協
会
会
K
か
は
川
め
る

ニ
と
に
な

，
た

.、，

、，•• 

、.，
e
・jHq
Amげレ為
、
.、

:
j
'V
E
a
l
h
v
eホ
ノ
ふ
カ

川
か
れ
、
州
事
会
で
の，山
小
必

下
山
川
か
縦
行
さ
れ
て
い
ず
れ

も
全
会
.
放
で
可
決
ホ
必
と

な

っ
た

な

お

川

協

会

で

は

剛山市戸
会
な
ら
び
に
総
会
で
従

泌
さ
れ
る
ぷ
が
資
料
は
す
べ

て
、
下
山川
に
全
会
は
に
削
レ
仰

1
L
C
、
J
--Aリ、

T
ぷ
ま

さ
j
，、

L

F
一f
d'
ノ

i
'
!

、れ
つ
亡
H
J
叫
川
二
日
町内
・
り
九
に

・

・
l

d
l
j

4

l
i
d

川
U
H
H
改
泌
の
川
和
川
市
は
次
の
と

.、，
h
'

ら
え
凡
小
ヤ
S
H

み

4
az"M咽，
Z
&『
姐
開

美
C
'
h
v

。
プ
レ
イ
ロ
ボ

ッ
ト
は
、
ロ

ボ

ッ
ト
の
腹
部
に
カ
メ
ラ
が

備
え
付
け
ら
れ
て
お
り
、
プ

レ
イ
ヤ
ー
は
T
V
モ
ニ
タ
ー

に
映
し
出
さ
れ
る
映
像
を
凡

な
が
ら
二
本
の
レ
バ
ー
で
ロ

ポ

ソ
ト
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し

て
フ
ィ
ー
ル
ド
を

一
川
さ
せ

る
J
U
の
。

ホ
ッ
ト
ト

ッ
ト
は
、
三
輪

車
に
来
っ
た
二
匹
の
動
物
の

縫
い

ぐ
る
み
が
対
話
し
な
が

ら
走
行
す
る
も
の
で
、
米
国

か
ら
愉
入
し
た
ロ
ボ
ッ
ト
。

ま
た
チ
ャ
オ
チ
ャ
ム
は
、
遠

隔
操
作
に
よ
リ
前
進
後
進
を

し
な
が
ら
対

r川
む
宇
る
む
の
。

こ
の
ほ
か
同
会
場
で
は
氷

河
酬
以
来
機
抑
制
高
の
本
一
灯
式
取

物
機
「
メ
ロ

デ
ィ

ー
ペ
ッ

ト
」

が
f
ど
も
た
ち
に
い
燃
料
開
政

つ

間
入
場
料
ぷ
止
等
)
」
、
ま
た

ゲ
l
ム
機
の
設
置
而
械
が
応

舗
面
積
の
下
分
以
下
で
あ
る

こ
と
な
ど
の
要
件
を
満
た
す

こ
と
が
条
件
と
な

っ
て
い
る
。

よ
な
が
業
活
動
と
し
て
は
機

械
や
れ
机
尚
品
の
共
同
協
人、

ま
た
食
品
山
肌
機
の
裂
泣
小

什
.
が
相
次
い
で
い
る
ニ
と
か

削川
.市
ド
k
l
hリ川
ヘ
N
h
M
川
川
川

よ
み
う
り
ラ
ン
ト
}
、

川

m

J
V
H
K
H
l
.
川
大
約

(阪
急
屯

欽
附
)。

川日い下

t
山
川
J
一郎

(附
エ

キ
ス
ポ
ラ
ン
ド
)
、
上
日
川
広

久

(阿
武
鉄
道
開
)
、
門
戸

良
太
郎

(
近
付払
興
業
側
)
、

広
崎

η
次

(附
江
の
山
水
峡

館
)
、
中
・
付
M応

(
両
日
本
鉄

泊
附
}
、
ぷ
川
政
仙
紙

(
附
後

山4M問
ス
タ
ヂ
ア
ム

}
、
1
M
Mげ

点
的

(阪
神
宮
公
欽
辺
附
}、

佐
久
川
向
{
小
川
急
屯
欽
附
)、

江
川
刷
良
附

(山
側
ホ
ン
グ
ラ
ン

ド

・
鈴
鹿
サ
ー
キ

ッ
ト
)
、

単
一谷
盟

(
鮒
世
-
M
凶
)
、
糾
川

村
相
明
夫

(
什
H
市
観
光
開
発

州側
)
、
山
回
収
労

{
ト

l
ブ

小
山
市
化
や
し
き
)
、

・刈
叫
N
A

a仏

(
他
仏
興
発
附
)
、
航
叫
川

治
辺

(い川小竹
心
開
党
側
』
、
小

山
川
述
郎
'h
以
.
阪
五
%
鉄
道
側
、、

コ
ン
ヒ
ユ

|

さ
れ
た
ほ
か

タ
ー
に
よ
る
絵
占
き
シ
ス
テ

ム

「
X

y
，プ
ロ

ッ
タ
」
の
展

示
実
演
な
ど
む
行
な
わ
れ
好

却
を
呼
ん
で
い
た
。

川
社
の
A
M
ロ
ボ

ッ
ト
は

は
る
だ
け
で
な
く
参
加
で
さ

る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
に
な

っ
て
い
る
。
川
社
で
は
同
社

内
休
の
P
R
や
デ
ハ
l
ト
、

I . ~ェ，

:(It日4 ・11111ヨイトー ・哩棋 'H!ヘアタウン

剛
叫
が
会
が
考
慮
し
て
い
た

会
以
会
で
の
仙叫ん
k
機
と
附
内

出
聞
の
相
川
改
泣
の
災
験
は
、

す
べ
て
あ
ら
か
じ
め
改
造
さ

れ
H
州
、
し
た
特
殊
な
郎
防
機
を

委
川
県
会
計
で
な
い
別
の
場
所

に
白
き
、
地
行
委
只
と
関
係

省
庁
以
外
に
は
絡
・
術
に

(
終

滑
に
し
な
け
れ
ば
子
仏
の
夕

、
不
が
川
か
さ
れ
る
と
い
・
ヲ
息

味
ど
ゐ
う
か

・
.
時
的
に
比

せ
ゐ
ニ
と
で
、
す
り
か
え
ら

れ
よ
う
と
し
た
と
指
摘
さ
れ

て
い
る
れ
し
か
む
こ

の
が
仲
げ

に
N

A

O
幹
郎
役
目
が
説
明

日
と
し
て
し
札
会

っ
て
必
リ
、

今
後
に
υ
吃
を
引
く
積
一
大
な
問

題
を
伐
す
こ
と
に
な

っ
た
(
-

m

「
U
外

」
と
頃
一
似
)。

-
41・
ハ
け
午
後
代
間
に
な

勺
た
似
川
氏
は
制
全
な
ゲ
ー

ム
機
は

(
附
仙
川
機
と
以
別

さ
れ
る
べ
き
だ
と
し
、
桝
パ
山
公

庁
が
川
立
し
て
い
る
機
械
を

礼
る
と
い品
川
っ
た

(
こ
の
H
の

委
以
会
終
了
後
、
似
び
凶
史
的

な
ν
説
明
会
ψ

が
終
仕
留
慢
に
行

な
わ
れ
た
)。

同
日
質
問
に

伝
っ
た
尚
杉
氏
は
、

こ
の
れ

ら
川
協
会
が
独
内
に
機
械
を

附
党
し
て
い
く
こ
と
、
ま
た

尚
仙
の
H
川
町
や
機
械
性
絞
め

共
同
検
併
を
行
な
う
こ
と
な

ど
を
挙
げ
て
い
る
。
役
以
に

つ
い
て
は
次
の
と
お
り
。

会
長
H
野
冷
久
蚤
氏
(
名

鉄
協
商
附
)
、
副
会
長

H
大

野
よ
一
氏
(
大
野
商
事
側
)、

一ぺ
州
保
犬
氏
(
附
サ
ン
ス
イ
)

削
叫
が
H
W
代
・
栄
川
剛
氏

{附

川
門
部
リ
l
ス
)
、
似
町
仲
片
山
・
一.

氏

(
フ
ジ
イ
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ

サ
ー
ビ
ス
附
)
、
児
-
h
純
男

氏

(
削
サ
ー
ビ
ス
ゲ
l
ム
ス

制
問
)
、
内
問
合
同
夫
氏
(
サ

ン
ス
イ
商
下
附
)
。
事
務
局

長
H
川
総
針

一
氏

(
b
h
欽
協

商
側
)
。
慌
が
H
片
附
佼
男

氏

{
卜
|
ヨ
l
ペ
ン
デ
ィ
ン

グ
側
)
、
山
川
俊
明
氏

(し以

山
川
端
加
叫
光
州

r

『a・

似
川
一
位
山
川
上
急
行
附

}
、

小
川
胤
肱
川

(仰
ク
リ
ー
ン
ラ

ン

ド
)
、

全

f

A
一
(
米
式
助

物
公
凶
附
)

w
山
下
H
い
け
川
焔
弔
ド
l
k
(
仰い
米

ボ
サ
マ
l
ラ

ン
ド
)
、
安
部

第

η
回
A
M
シ
ョ

l
の
小
け
什
を
品
川
〈
凡
て
ゲ
l
ム

均

{
八
川
ゲ
川
川
内
業
関
係
に

つ

い
て
の
門
川
を
後
日
に
伐
し
、

浄
化
協
会
に
的
を
絞

っ
た
旬

開
を
行
な

っ
た

三
ト
一

uの
・
品
杉
氏
に
よ

る
代
問
は
、
八
リ
ゲ
営
業
に
健

全
な
ゲ
1
ム
機
と
時

ω性
の

必
い
ゲ
|
ム
機
と
を

一
一
祁
に

人
れ
て
い
る
川
山
か
ら
問
い

た
ん
し
、
時
パ
市
川
げ
の
代
料
て

ら
仙
川
仙
川
性
の
怖
い
ゲ
|
ム
出
向

は
他
ん
h
ゲ
|

ム
機
と
以
別
さ

れ
て
い
る
と
侃
摘
し
た
そ

し
て
二
十
六
日
の
が
刊
に
つ

い
て
砂
説
明
会
ν
に
川
い
ら

れ
た
特
殊
時
時
機
は
.
定
公
用

品
取
締
法
法
U
は
の
も
の
で
は

な
い
か
と
迫
り
、
山
対
策
庁
、

NAO第 2次風営対策委初会合

委員長に加茂氏

け
ふ
ア
ミ

ュ
ー
ズ
メ
ン
ト
・

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
協
会

(
M
H
A

O
)
の
約
二
次
風
位
刈
策
委

以
会
(
加
必
品
川
判
別
委
N
K
)

の
m
.
川
会
A
い
が
い
ハ
川
ニ
ト

け
、
ボ
ボ
の
新
情
第

一
ホ
テ

ル
に
て
聞
か
れ
た
。

N
A
O
で
は
新
風
常
法
案

が
成
立
す
る
と
の
前
提
に
立

っ
て
、
M
法
案
成
立
後
の
下

依
法
令

の
制
定
に
際
し
要
望

な
ど
を
検
i
け
す
る
委
以
会
と

し
て
、
こ
れ
ま
で
の
胤
党
対

策
会
以
会

(第

一
次
)
を
解

欣
し
{本

紙

m
m
u
間
制
限
)
、

新
た
に
第
二
次
胤
竹
村
治
会

-水川帆

戸
川州
ピ
l
エ
ル
光
仕

こ
め
は
か
訓
食
品
川
究
、
宏

九
十
竹
川
.
、
広
鰍
川
品
川
、
総
傍

の
川
つ
め
を

μ会
の
メ
ン
ハ

i
JU
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
て

い
る
c

一
池
内
中
日
と
し
終
弁
に
け
州リ、

術
品
か
中
断
し
た

・い川
杉
氏

は
、
泌
山
川山
の
.正
取
へ
H
仙
m
H
川
の

ゲ
1
ム
機
で
泌
川
せ
ず
、
改

造
H
川

(述
一
以
機
)
で
や
っ
た

の
で
は
ぷ
に
な
ら
な
い
と
断

仁
て
い
る

ょ
う
し
て
問
泌
が
次
々
と

広
が

勺
て
い
く
小
、
会
川
以

は

「
参

与

人

ぷ

は

勝

取

を

実
地
す
る
こ
と
を
決
め

で
.

ト
阿
川

、
、
ー
卜

一
刊
の
午

後
じ
れ
、
八
川
〔
け
の
午
前

一一
%
、
そ
れ
ぞ
れ
ハ
f
ぷ
川
町
験

計
、
関
係
業
界
代
ぷ
ら
を
M
m

き
窓
見
聴
取
を
行
な

っ
た

従

っ
て
審
ぷ
は
ま
す
ま
す
涼

み
に
入

っ
て
お
り
、
，
寸
断
を

流
さ
ぬ
状
況
に
な

っ
て
い
る
。

2、
‘'_' .~ 心『酔

色w淳、、"_"，
S4:.よ〉

， 

員
会
を
発
足
さ
せ
た
。

こ
れ

は
第
l
L
ハ
岡
崎
市
ド
会
(
五
月

八
日
)
で
内
川
会
民
が

「
A，

後
は

(新
胤
件
法
案
の

)
内

呼
付
復
活
れ
で
組
織
し
た
A
K

M
会
を
設
山
し
た
い
し
と
提

'1.戸
山

こ
れ
を
受
け
て
川
所
ゲ

ー
ム
セ

ン
タ
ー
m
会
以
と
ん
川

以
レ
ン
タ
ル
部
会
民
が
中
心

と
な

っ
て
新
委
以
会
作
リ
が

進
め
ら
れ
た
も
の
で
、
委
は

は
多
く
の
会
M
H
の
立
見
を
く

み
上
げ
る
た
め
名
立
泌
か
ら

数
名
ず
つ
支
部
長
が
選
び
、

六
月
上
旬
に
A
・
.卜
州

%
の

第
二
次
回
帆
材
対
策
会
H
が
決

ま
り
、
A
J
M
の
m
.
川
ん
ぶ
ん
H

dr
H
H
nlL、

10

4山
吋

H
Hふ
山

44''ハ

川
会
A
H
で
は
ま
ず
A
K
N
H
K

に
加
茂
終
判
男
氏

(ωぃ米
航

娯
楽
)
が
選
任
さ
れ
た
後
、

内
m
k
A
O
会
長
が
挨
拶
に

しυ一ち

「
新
風
常
法
案
に
対
し

J
A
M
M
A
は
全
山
一
反
対
で

あ
り
、
N
A
O
と
し
て
も
で

， 

さ
る
こ
と
な
ら
全
耐
反
対
を

し
た
い
が
、
や
む
を
仰
ず

条

件
交
渉
に
人

っ
て
い
る
。
ど

ち
ら
の
対
応
が

い
い
か
と
い

う
二
行
択

一
品川
崎
議
は
適
切

で
は
な
い
。
業
界
が
二
つ
に

刻
れ
て
い
る
よ
う
に
と
ら
れ

る
が
、
N
A
O
は
今
で
も
J

A

M

M
A
と
話
合
い
紡
級
交

換
を
し
て
い
る
。

そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
に
立
つ
て
の
行
動
で

あ
る
か
ら
、
対
外
的
に
も
J

A
M

M

A
は
ん
h
州
以
付
、
N

A
O
は
条
件
交
沙
で
も
附
わ

な
い

」
と
述
べ
た
。

こ
の
あ
と
新
胤
常
法
案
に

つ
い
て
条
件
的
な
要
沼
を
ま

と
め
た
「
ド
位
法
令
検
討
ノ

ー
ト
」
が
事
務
局
か
ら
提
ポ

さ
れ
、
こ
れ
の
検
討
を
行
な

っ
た

(以
上
に
つ
い
て
は
七

川
三
日
の
N
A
O
州
市
け
会

H

本
紙
前
ザ
肌
鰍
H
で
制限ル訂
さ

れ
て
い
る
)。

ゲ
ー
ム
機
区
別
す
る

衆議院
地行委

修
正
案
は
社
会
の
み

JJ< :1民
戸EU2 
1，I，j ;凶
礼 Jla
ヵ、グ〉

ら J己1(II本
日1)'J i. の ~1~
々 '1'新約
l ニ 、 IlÍ\~ 240 
修十|:'ig-号
iE会法 l

訂
正

Jι '‘ 

奈
が
側
拠
出
さ
れ
た
が
、
こ
れ

ら
の
修
正
案
の
内
科
は
「
ほ

と
ん
ど
川
じ
」
で
な
く
、
社

会
党
の
み
が
，
m
八
号
常
業
L

九
れ
か
、
ま
た

J
A
P
K
A
か

》
〈

『

、

60
・
泳

、レ
jEaノ
ノ

4
M
M
A
q

向
刷
会
長
が
そ

れ
ぞ
れ
差
以
に

選
ば
れ
て

い
る
。

刷
会
合
で
は

輸出
一
川
シ

ョ

1

1
2百
会

(本

製

溺

川
ゲ
悶
鰍
)

で
検
・
J
さ
れ
た

れ
a
的
引
を
心
万
附
し

た
も
そ
の
内
作

技
会
川
υ
ど
が
じ
け
問
H
、
は
今
年
も
J
A

川
会
場
に

て
第

一
一
川
会
合
を
M
M
A
と
J

A

聞
き
刷
催
要
領
な
ど
を
，
m
認
P
E
A
共
催
と

し
た
。

す
る
「
覚
書
」

、
附
催
要
領

日以

刷

シ

ョ
i
委
員
会
は

お
よ
び
下
作
楽
な
ど
で
、
こ

し
ハ
川
問
H
の
第

一
凶
シ
ョ
ー
の
ほ
か
間
俄
ホ
仙
の
進
行
状

実
行
委
以
九
五

(
本
紙
第
淵
サ
況
、
作
た
H
れ
が
旅
M
附
さ
れ

悦
制
限
}
の
叫
に
が
実

上

泥

足

た

な

お
八
川
・
ニ
川
、
山
恥
・
u
小
・

し
て

い
る
こ
と
に
な
る
か
、
小
川
が
閃
ビ
ル
で
午
前
小
に
山
山

今
川
の
会
人
け
で

正

式

に

充

足

版
社
刈
匁
の
、
川
公
川
品
取

し

A
M
シ

ョ
ー
の
本
俗
的
叩
締
法
必
川
会
」
が
、
正
午
か

備
に
人

っ

た

シ

ョ

l

委

以

ら

約

一

川

川
第
て
川
シ
ョ
ー

会
は
J
A
M
M
A
か
ら
中
村
委
員
会
が
、
続
い
て
、

「
小
間

会
長
が
委
員
長
に
、
中
西
、
割
説
明
会

・
州
選
会
」
が
そ

悩
山
内
刷
会
K
ほ
か

全

理

事

れ

ぞ

れ
聞
か
れ
る
。

3 
日
に
小
間
割
り

J

A

M

M

A

/

J

A

P

E

A

で
覚

れ
・
4
卜
a
a
川
λ
M
シ
ョ
ー

に
附
し
て
J
A
M
M
A
の
.
屯

公
別
品
取
紙
法
対
策
委

μ会

(一
前
川
哲
夫
委
員
長
)
で
は

じ
川
二
旬
、
点
京

・
永
聞
町

の
T

B
R
ビ
ル
に
て
第
卜
同

会
へ
刊
を
附
さ
川
シ

ョ
ー
の
正

取
法
問
係
に
つ
い

て
の
検
J

を
行
な
い
、

ま
た
川
シ

ョ
ー

の
シ
ョ

|
会

U
九五

(中
村
総

S
C
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
川
と

し
て
利
用
し
て
い
る
が
、
か

な
り
の
人
気
を
呼
ん
で
お
リ

こ
の
立
は
す
で
に
チ
約
で

一

杯
と
な

っ
て
い
る
。
そ
の
た

め
川
社
で
は
A
J
凶
新
た
に
公

開
さ
れ
た
八
M
ロ
ボ

ッ
ト
と

こ
れ
ま
で
の
も
の
と
で
・
.チ

ー
ム
を
制
成
し
て
.吹
叫
h
に
・
』

た
え
て
い
く
と
し
て
い
る

ヲ
イ
ト

l
の
新
作
ロ
ボ
ッ
ト
。
ょ
の
写
真
は
『
マ
ス

コ
ッ
ト
』
。
右
側
上
は
『
ホ
ッ
ト
ト

ッ
ト
ヘ
下
は
カ
メ

電
取
委
は
例
外
不
認
手
続
き
で

期
限
を
延
長
し
古
類
万
全
期
す

ま
す
が
務
川
か
ら
、
山
川

の

八
M
シ
ョ
ー
で
山
民
社
か
ら

の
従
山
川
知
に
不
備
な
む
の

が
多
か

っ
た
の
で
、
今
制
は

徹
底
を
凶
り
た
い
と
の
提
奈

が
あ
っ
た
後
、
会
議
に
入
っ

た
一
主
な
内
山
谷
は
次

の
と
お

)
。作

山
山
川
民
社
の
山
H
川
機
日
刊
明

細
H
A
に
つ
い
て
は
、
そ
の
川
丸

山
則
似
を
九
川
ニ
卜
け
ま
て

と
す
る

'」
と
、
で
き
る
だ
け

f
出
品
館
突
な
も
の
を
記
峨
し

て
も
ら
う
が
、
州
民
山
山
時
点
で

山
山
u
問
機
的
名
が
よ
定
の
も
の
、

他
社
製
品

(
メ
ー
カ
ー
名
の

欄
を
ぷ
け
る
)
、
例
外
ぷ
ぷ

の
わ
付
無
な
ど
に
つ
い
て
は
れ

体
的
な
い
山
山
叫
例
を
添
付
す
る

ニ
と
、
ま
た
作
山
山
川
悦
社
に
そ

れ
ぞ
れ
屯
取
山
刊
行
を
決
め

[
-
t
i
ll
-
-

J
I

l
---

川
;
メ
川
H
川
川
辺
叫
が
刻
却
ま

い
は
会
の
m
l
川
会
合
で
は
、

る
よ
う
義
務
づ
け
る
こ
と
な

ど
が
決
ま
っ
た
。

例
外
，
m
川
崎
市
中
山
占
に
つ
い

て
は
、
例
外
，
m
H
H
附
機
M
m
を
で

き
る
た
け
は

っ
き
り
さ
せ
る

た
め
、
そ
の
仰
山
刷
版
い

っ

ぱ
い

の
シ
ョ
l
附
附

一
カ
川

前
に
が
務
付
が
喝

引
し
て
提

出
す
る
こ
と
で
、
泊
凶
行
に

一Bi
l
l
i
-
-
i
J

一一

へ

E

}
i

ツ

ス

1
E

様
同

l
m
w

一
ビ

8
山

ぱ.，、
.qハ

一

日

四

コ目、，白
c
m
サ

ベ

申

ヒ
E

E

E

口

問

ス

6
U

-
l
h
h

・C
用

ク

4
山

小
聞
同

1

山
川

ム

ツ

9
四

日
1

』，
aR

一

マ

ペ

リ

田

η'--t劉

ゲ
一

山
山

崎

a
H
H
』
X

る

一

(

U

3
h
a劃
田
川

A

ゅ

は

L
坦

マ・E
E
-
-
一M
ら

具

I

Z

あ

工

1
中

F
E
81
1
1
1
1
1」

か
け
合
、
7
こ
と
に
な
っ
た
が
、

こ
れ
が
必
め
ら
れ
な
か

っ
た

場
合
は
、
で
き
る
だ
け
川
期

日
に
近
い
H
に
蛇
山
す
る
と

い
う
こ
と
で
、
ニ
の
件
は
会

H
・K
に

一
任
さ
れ
た

L

ま
た

例
外
狭
山
仙
を
必
艇
と
す
る
他

社
製
機
械
を
山
川
し
た
山
反

社
に
は
前
回
ど
お
り
、
同
機

を
版
売一
せ
ず
シ
ョ
|
終
了
後

低
ち
に
メ
ー
カ
ー
に
返
却
す

る
行
の

「
党
代
川
」
を
提
出
し

て
ら
ら
う
こ
と
に
な

っ
た
u

る
お
例
外
，
m
必
な
ど
川
県
以

法
の
V
川
川
酬
に
つ
い
て
は
、
八

川
-一

.uの
A
刷
会
で
仰
刑
判
刈
さ

の
川
叫
定
文
に
附
し
修
正
案
を

抗
出
し
、
仕
ハ
品
川
党
の
修
正
取

ま古hH・1iJJrz除
HH
ニ
政
L
C
i

'l・‘，-a''d・~・‘
，
I
th困問
。44
，
aν

な
か

っ
た
こ
と
が
、
こ
の
ほ

ど
判
明
し
た
の
で
訂
正
す
る
。

衆
院

・
地
行
委
段
階
で
の

社
会
党
に
よ
る
修
止
案
の
う

ち
第
八
号
守
口
業
に
つ
い
て
は

次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

「
八
、
ス
ロ

ッ
ト
マ

シ
ン

、

ル
ー
レ

ッ
ト、

ボ

カ

ゲ

ー
ム
機
そ
の
他
の
昨
日
し
く
射

れ
や
心
を
そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ

る
遊
校
設
備
と
し
て
政
令
で

定
め
る
も
の
を
備
え
る
刑
制

そ
の
他
こ
れ
に
矧
す
る
区
間

さ
れ
た
施
設
(
旅
館
業
そ
の

他
の
常
業
の
用
に
供
し
、
リ
入

は
こ
れ
に
随
伴
す
る
地
ぷ
で

政
令
で
定
め
る
も
の
を
除
く
。)

に
お
い
て
当
該
滋
技
ぷ
備
に

よ
り
終
に
遊
技
を
さ
せ
る
材

業
L

つ
ま
り
こ
の
修
正
系

で
は
ゲ
l
ム
機
を
射
幸
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
で
区
別
し、

パ
チ
ン
コ
な
ど
の
七
号
常
業

機
以
上
に
著
し
く
射
幸
心
を

そ
そ
る
お
そ
れ
の
あ
る
も
の

だ
け
を
、
第
八
九
%
業
機
と
し

て
お
り
、
十
分
に九
州
目
さ
れ

る

べ
さ
と
さ
れ
て

い
る
。

な
わ
ね
社
会
党
に
よ
る
修
正

誕
の
悦
出
洲
町
山
の
中
で、

川

山
時
.
力
ト
一
日
氏
は

「
ス
ロ
ッ
ト
マ

シ
ン
等
と

ス
ポ
ー
ツ
ゲ
ー
ム

等
の
テ
レ
ビ
ゲ
ー
ム
機
を
分

離
し
、
後
者
は
対
象
か
ら
除

外
す
る
こ
と
」
を
挙
げ
て
い

る
(
以
上
衆
院

・
地
行
委
会

議
鈷
か
ら
}。

本
紙
山
川
ひ

『
山仰

外
の
品
川
叫
'
州

の
及
川
治
の
ベ
ル
社
の
い
山
下
山
T

フ
ア
ル
コ
ン
と
の
閲
述
性
を

ぶ
唆
す
る
部
分
が
あ
り
ま
し

た
が
、
フ
ア
ル
コ
ン
の
井
上

治
峰
雄
社
長
に
よ
る
と
川
村
は

ベ
ル
社
と
ま
っ
た
く
無
関
係

で
あ
る
と
の

こ
と
で
、
ベ
ル

社
に
よ
る
い
く
つ
か
の
虚
偽

の
ニ
ュ
ー
ス
の
ひ
と
つ
で
あ

訂
正

る
こ
と
か
判
明
し
ま
し
た
。

官
叫
ん
で
こ
こ
に

J
・
化
し
ま
す
。

4・・.

-L
、，。

a
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・
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JAMMA電取委員会(7月2日)のようす

特
許
・実
用
新
案

出
願
公
告
・公
開

(
7
月
刊
日
i
n
日
)

枇
付
庁
庁
に
出
願
さ
れ
た
特

ル
バ
お
よ
び
実
川
新
実
の
公
告

な
い
し
公
開
の
枇
新
分
で

A

M
業
界
閃
述
の
も
の
は
次
の

と

お

り

ぷ

が
内
科
は
、
八ム

行

公

開

の

れ

付
、
発
川
/

考
案
の
名
称
、
山
.刷
人
、
公

告
/
公
開
設
号
、
出
制
問
乱
術
庁

の
舶
に
掲
載
e

な
お
⑪
は
答

査
請
求
の
あ
っ
た
も
の
を
，
ボ

し
て
い
る
。

uパ
体
的
な
内
容

に
つ
い
て
は
、
存
地
の
発
刷

協
会
な
ど
に
お
問
い
A
N
わ
せ

ド
さ
い特

許
出
願
公
告

じ
H
け
卜
九
日
付
H
「
位
以

1

1

1

'

J

J

 

機
械
に
お
け
る
的
中
判
別
方

法
」
、
胸
中
村
制
点
作
所
(
東

京
)
、
公
告
2
9
2
7
5
、

出
願
位
|
5
2
6
9
1
c

実
用
新
案
出
願
公
告

じ
i
s
-
-
ト
1
.
1
1

J
|

「
レ

1

1

-

J

i

イ

|

/

|
レ

，
ト
」
、
川
内
品
川
(下

品
ぎ
、
公
行
2
5
4
3
1

出
.験
日
1
2

0

4
1
6
。「
ゲ

ー
ム
装
民
」
、
打
陥
没
川
二
大

阪
)
、
公
止
口
2
5
4
3
8
、

出

願

M

1
2
3
6
7
3
0

実
用
新
案
出
願
公
開

トし川，
一
.'1
]
11
L1川川

-a，
 
.

.

.. ‘，，官'
lll

!
l
;
A
t凶
、

13
・1

・f小峰山

l
t
i
a
z

J
川
U
r
u仇
州

制

込

也
、
公
開
⑪
1
0
8
6
8

2
、
山
刷
出
|
之
5
4
4

ゲ

ー
ム
総

(
小
川
似
勉

(州

公
川
)
、
公
開
1
0
8
6
8

3
、
出
.助

部

2

0

1
8
。

「・
卜
主
付
き
お
み
く
じ
」
、

上
円
出
郷
久

(
点
点
)
、
公
削

1
0
8
6
8
4
、

山
刷
出
|

2
2
5
3

「
成
立
ド

l
l

s
 

-
以
協
興
支
附

(
ト
人
阪
)
、
公

開
l
o
a
6
9
1
、
山
刷
出

1
1
2

0

5

3

 

，問、 「
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バ
ソ
コ
ン
刷
で
は
同
じ
縦
易

制
て
は
味
わ
え
な
い
深
い
内

皮
で
百
五
ト
場
面
あ
る
が
、

山
科
の
も
の
に
な
っ
て

い
る
。

③
ア
イ
レ
ム
独
れ
の
三
場
而

同
社
で
は

「パ

ソ
コ
ン
川
で

を
含
め
什
・
一
卜
岡
山
明
耐
と
し
、
あ
れ
業
務
用
で
あ
れ
ゲ
ー
ム

初
日
聞
が
進
む
ご
と
に
餓
u制
度

の

法

本

的
な
い仰
向
さ
に
は
変

が
い
川
ま
り
、
攻
常
内
科
も
変
わ
り
は
な
い
の
で
、
今
後
も

化
に
日
ん
で
い
る
こ
と
、
@
日
山
内
い
パ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
が

ス
コ
ア
を
H
a
-
-
小
し
た

(
パ
ソ
あ
れ
ば
業
務
川

T

V
ゲ
ー
ム

コ
ン
別
に
は
な
い

)
こ
と
な
機
化
し
て
い
き
た
い
」
と
し

ど
が
セ
な
点
で
、

ハ
ソ
コ
ン
て
い
る
。

伝
灯
川
副
町
内
川
用
)
と
「
D

P

げ
」
、
同
じ
く
メ
ダ
ル
口

機

「
D
P
|
日
|
l
」
な
ど

が
紋
φ

附
さ
れ
た
。

こ
の
ほ
か
T
V
ゲ
l
ム
機

「
ク
ラ
ウ
ン
ズ
ゴ
ル
フ
と

「
ア
ッ

ポ

|
」
、
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ
l
ム
燃

「
キ
セ
ノ
ン
」
、

「
ハ
ソ
コ
ン
学
抑
制
的
」
も
山

H
附
さ
れ
た
。
ま
た
メ
ダ
ル
ゲ

ー
ム
機

「ベ

ニ
|
オ
ー
シ
ャ

ン
¥
「
ミ
ラ
ク
ル
ハ
ッ

ト
」

わ
し
、
午
の
川
に
あ
る
マ

ー

ク
を
制
で
刺
し
て
?
を
倒
す

と
い
う
ゲ
ー
ム
で
、
発
必
は

八
月

F
Mり
の
千
人
ぬ

ω

メ
ダ

ル
ゲ
ー
ム
機
は
a

ハ
人

川
の
「
ダ
ン
シ
ン
グ
ハ
ッ
ト
」

を
党
・
れ
そ
こ
れ
は
印
刷
取
に
介

わ
せ
て
ボ
ッ
ク
ス
内
で
川
色

の
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
が
品
川
さ
川

値
目
・

a
っ
た
後
止
ま
る
が
、
そ
の
時

に
舵
ぷ
制
併
を
中
1
て
る
む
の

(本
ザ
ー
「川
辺
の
マ
シ
ン
」参
照

)

ま
た
参
守
山
川
川
と
し
て
、

ポ
ー
ル
を
カ
パ
に
キ

ッ
ク
さ

せ
る
、
』
と
に
よ
り
以
H
州
を
務

と
す
と
い
う
プ
ラ
イ
ズ
マ
シ

ン
ー
か
ぱ
く
ん
の
サ
ッ
カ
ー

教
本
」
む
以
・
・小
さ
れ
た
、

卜
.
川
に
党
行
さ
れ
る
新

紙
幣
に
刈
応
で
き
る
州
作
機

「
D

P
l
mw
」

(
千
円
札
、

な
ど
従
米
機
の
特
別
価
絡
に

よ
る
セ
ッ

ト
版
売
や
、
パ
ソ

コ
ン
「
S
C
1
1
3
0
0
0
」

お
よ
び
家
経
川
T
V
ゲ
ー
ム

「
S

C

|
1
0

0

0
」
の
発

必

一
周
年
を
記
念
し
た
特
別

版
必
な
ど
も
あ
わ
せ
て
行
な

わ
れ
た
。
ま
た
中i
目
、
制
党

ぷ
会
の
先
ね
行
中
引
の
米
州
場
行

に
限
リ
「
S
G
|
1
0

0

0
」

が
三
十
台
当
た
る
州
選
会
む

行
な
わ
れ
て
い
る
。

( 4 ) 

の

T

V
機
と
メ
ダ
ル
ゲ

l
ム
機
中
心
に
東
京
で
開
催

第二tt郷1世物Af.nr 

こ
れ
は
よ
千
ど
い
ね
り
削
ー
を

テ
ー
マ
と
し
た
ら
の
突
進

し
て
く
る
午
を
亦
い
釘
で
か

側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
フ
ラ

イ
ゼ
ス

{本
社
以
点
、
山
中
山

仰
い
総
社
以
)
で
は
じ
け
九
け
、

点
点

・
千
代
川
似
の
ホ
テ
ル

ニ
品
|
オ
|
タ
ニ
に
て

1

例

区
季
新
制
点
日
開
発
炎
会
を
附

急
、
T
V
ゲ
ー
ム
機
-
-機

"

な
か
メ
ダ
ル
ゲ
l
ム
機
、
メ

ダ
ル
貸
出
問
、
向
待
機
な
ど
の

新
作
を
、
参
集
し
た
業
界
関

係
お
ら
約
四
訂

-h
卜
名
に
抜

泌
し
た
。

T
V
ゲ
l
ム
険
は
ま
ず
氷

k
ス
ポ
ー
ツ
・
K
M刊
を
保
問
し

た
「
ウ
ォ
ー
タ
ー
マ

メ
チ
」。

こ
れ
は
水
泳
続
技
二
Mm
と
・
川

こ
ぎ
ご
.
M
仰
の
綴
校
を
行
な
・
7

・
む
の
で
、
噌

一本
の
レ
バ
ー
で

向
子

『
ま
た
は
オ
|
ル

〕
を

動
か
す
と
い
う
実
践
さ
な
が

ら
の
ぬ
作
が
で
き
る
の
か
刊

微

(
ぶ
し
く
は
本
り

「
品
川
必

の

マ

シ

ン

参

附
…)。

も
う

.
機
附
は

「
ザ

・
附
午
」
で
、

上の写真はセガ社新作展、下はアイレムの内覧会 (大阪)のようす

「 ー~

水
野
商
会
新
本
社

て、.

「
ロ
l
ド
ラ
ン
ナ
ー
」

ー
ム
機
化
は

こ
れ
が
初
め
て

の
例
に
な
る
と

い
う
。

今
回
同
社
が
発
表
し
た
業

務
用

「
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー
」

は
同
社
に
よ
る
と
、
通
路
に

火
を
あ
け
倣
を
必
と
す
と
と

も
に
{k
を
集
め
て
い
く
(
詳

し
く
は
本
紙
前
サ

「
話
題
の

?
ン
ン
L
参
照
)
と
い
う
法

本
的
な
ゲ
ー
ム
コ
ン
セ
プ
ト

は
パ
ソ
コ
ン
用
ソ
フ
ト
か
ら

忠
実
に
奴
川
し
て
い
る
が
、

「
パ
ソ
コ
ン
川
と
は
泌
っ
た

業
務
川
な
ら
で
は
の
ゲ
ー
ム

民
間
に
す
る
た
め
い
ろ
い
ろ

な
て
夫
を
こ
ら
し
た
」
と
し

て
い
る
。
日
体
的
に
は
①
解

倣
伎
を
大
川
にい
け川
め
た
こ
と

②
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
創
立
ち

も
は

っ
き
り
さ
せ
、
そ
の
M
刊

矧
を
的
や
し
た
こ
と
、
ま
た

ア
イ
レ
ム

d 

創
立
叩
周
年
を
記
念
し
竣
工
移
転

務
用
化
に
自
信

東
西
で
内
覧
会
聞
き
業
者
に
公
開

名
古
屋
で
ち
有
数
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
で
あ
る
胸
水
野
商

会
(
本
社
名
占
屋
、
悔
村
富

久
社
長
)
で
は
か
ね
て
よ
り

控
設
を
進
め
て
き
た
新
本
社

ビ
ル
が
こ
の
ほ
ど
完
成
、
じ

日
二
十
二
日
か
ら
新
本
社
で

の
業
務
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
同
社
の
創
業
三
十

刷
年
を
機
に
本
社
を
拡
張
し

た
も
の
。
川
ビ
ル
は
鉄
筋
二

附
建
て
で
二
階
に
本
祉
事
務

所
が
あ
り
、

一
際
に
は
シ
ョ

ー
ル
ー
ム
を
波
ね
た
同
社
ゲ

ー
ム
場

「
ト

ッ
ポ

・
ジ
ー
ジ

ヨ
」
を
ぷ
山
し
同
時
オ
ー
プ

ン
し
た
。
ま
た
制
ゲ
ー
ム
州場

の
隣
に
は
川
社
工
場
J
U
川崎
目

さ
れ
て
い
る
。
所
代
地
な
ど

は
次
の
と
お
り
。

胸
水
野
商
会
H
取
引
い
山
Mm
山

お
れ
い
米
区
主
が
丘
二
九
九
品
借
地
、

合

(
O
H
二
)
七
七

一

|
州

五
七
針
。

ア
イ
レ
ム
側
(
本
社
大
阪

ぃ片
的
析
社
民
)
で
は
し
ハ
川
ニ

ト
九
け
‘
大
阪

・
北
似
の
同

社
版
先
上
令
部
な
ら
び
に
い
収
点
-

r代
川

K
の
川
uu似
U
川
市
H-

務

所
の
そ
れ
ぞ
れ
シ
ョ
ー
ル
ー

ム
に
て
、
業
務
川
T
V
ゲ
ー

ム
機

，
ロ
ー
ド
ラ
ン
ナ
ー

の
内
覧
会
を
聞
い
た
。

こ
れ
は
さ
き
ほ
ど
同
社
が

米
川
の
ハ
ソ
コ
ン
ソ
フ
ト
メ

ー
カ
ー
、
プ
ロ
!
ダ
|
バ
ン

ド
社
(
本
社
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
サ
ン
ラ
フ
ァ
エ
ル
、
カ

ー
ル
ス
ト
ン
社
民
}
か
ら

ハ
ソ
コ
ン
川
ゲ
l
ム
ソ
フ
ト

「
ロ
l
ト
ラ
ン
ナ
ー
L
を
業

務
川
に
使
則
す
る
附
利
を
、

全
快
凶
作
市
助
に
む
け
る
似
-rN

的
制
高
進
、
阪
必
怖
と
い
う
彬

で
必
ぷ
を
受
け
た
も
の
(
本

紙
第
捌
円
ゲ
既
線
}。

パ
ソ
コ

ン
ソ
フ
ト
の
業
務
肘
T
V
ゲ

ゲームマシン

オペレーター@パートナー
1人よりも2人@カで
...・M ・..集務内容 ・・・

・ゲームコーナーの共悶経営

・ゲームマシンのA湖高司自量販売

・4量湖資金触資

ケイ・アミューズメントリースお
東京(425)8102 大

ー
ザ

i
デ
ィ
ス
ク
」
を
以
川

し
た
γ

V
ゲ
l
ム
機
(
ア
ッ

フ
ラ
イ
ト
川
上
)
で
、
ア

ニ
メ

州
仰
に
敵
が
現
わ
れ
る
と
υ奈

川
十
〈
銃
を
発
射
す
る

(
大
き

な
ボ
タ
ン
を
仰
す
)
と
い
う

以
射
神
紙
を
試
す
変
れ
品
川
が
小

心
の
ゲ
ー
ム
ー
似
を
倒
せ
ば

次
の
シ
|
ン
へ
向
付
る
か
‘
活

に
や
ら
れ
る
と
心
似
を
れ
い

包
仰
を
巻
い
た
主
人
公
が
な

場
し
て
ア
ウ
ト
と
な
る
。
同

機
は
八
け
卜
旬
党
売
の
，十
定

に
な
っ
て
い
る

シ
ョ
ー
ル
』
山
主
、

コ
ナ
ミ
-L

業
製
T
V
ゲ
ー
ム
機
、
ハ
イ

ハ
i
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
別
」
と

、
パ
ソ
ド
ラ
ン
ズ
」
を
披
泌

し

た

こ

れ

に

は

点
以
会
場

に
一
J
h
入、

大
阪
会
場
に
h

-
-
ト
入
、
汁
川
}ニ

.h
・
~卜
人
の

オ
ペ
レ
ー
タ
ー
ら
聞
係
業
V
引

が
参
集
し
た
。

「
ハ
イ
パ

ー
ォ
リ

ン
ピ
y

ク
糾
」
は
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
オ

リ
ン
ビ

y
ク
に
ち
な
ん
だ
T

V
ゲ
l
ム
機
「
ハ
イ
パ
ー
ォ

リ
ン
ヒ
ヅ
ク
」
の

m・
一
仰
で
、

白

木
泳
、
ク
レ
|
仙
川
崎明
、
吊
.M

S

あ
げ
ら
ど
じ
川
け
の
縦
伐
を

ー

は
川
し
た
し
の

『ぶ
-
U
「
イ州

同
月

巡
の
マ
シ
ン

t

参
照

-o
-』

au 
年・

コ
ナ
ミ
附
(
本
社
点
以
、
れ
で
向
機
的
を
へ
い
わ
せ
て
J

4
一
一
仰
山
-
N
U
山
中
傍
)
て
は
大
似
ト
・
・

M
川

の
h.
愉
州
問
状
が
ワ

唱一

公
社
特
よ
じ
リ
叫
川
ニ
大
阪

・

レ
イ
で
さ
る
・
』
と
に
な
っ
た
。

J
:
j

i

J
L
|
t
，
I
 

十一

偽
川
の
駅
前
第
附
ピ
ル
に
て
、
ぬ
作
は
お
.
州
と
川
じ
で
、

氷
点
会
場
は
六
日
に
点
以

・

ひ
た
す
・
り
ボ
タ
ン
を
叩
く
こ

九
段
の
め
凶
九
段
市
ピ
ル
に
と
が
爪
一
本
に
な
っ
て
い
る
。

て
そ
れ
ぞ
れ
フ
ラ
イ
ベ
l
ト
、
パ
ッ
ド
ラ
ン
ズ
」
は
昨

年
秋
の
米
川
八
M
O
八
、
今

年
九
仲
の
N
A
O
シ

ョ
ー
で
そ

れ
ぞ
れ
ぷ
作
機
と
し
て
出
品

さ
れ
た
む
の
で
、
改
良
を
加

え
て
こ
の
ほ
ど
完
成
し
た

ハ
イ
オ
ニ
ア
の
光
学
式
ビ
デ

オ
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
「
レ

Dゲーム機

オリンピックシ リーズ第 2弾と

コナミが東西で新作展

な
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
N

A
O
大
阪
府
支
部
で
は
七
月

五
日
の
理
事
会
で
ど
う
い
う

わ
け
か
X
A
O
五
名
、
G
M

O
一
名
の
被
備
委
員
選
出
を

舵
認
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

ホ
備
委
以
会
安
以
は
N
A
O

だ
け
が
多
い
と
い
う
不
可
解

な
偶
成
に
な
っ
て
い
る
。

ヒ
H
n
じ
日
の
会
A
け
で
は
総

合
設
主
題
行
に
つ
い
て
の

A

G
に
終
始
し
、
席
上
川
上
主

部
長
は

、
風
常
法
改
正
は
ほ

ば
決
定
的
な
の
で
あ
ま
リ
関

係
当
川
を
刺
激
せ
ず

(新
風

常
法
の

)
受
け
皿
的
な
組
A
H

を
ぷ

h

止
し
た
い

」
と
あ
く
ま

で
新
風
常
法
奈
川
川
象
業
将
で

組
織
し
た
い

と
述
べ
た
め
に

対
し
、
彰
則
一事
長
は
「
附
句
作

の
業
界
の
危
機
は
業
者
が
向

己
ι中
立
に
走
り
す
ぎ
た
結
果

な
の
で
、
こ
の
際
問
史
早川
刈
象

非
対
象
を
問
わ
ず
全
業
行
が

a
九
と
な
っ
て
川叫
ん
正
に
倣
し

て
い
く
組
合
を
作
リ
た
い
」

と
主
似
し
て
パ
収
。
紡
川
ぷ

伝
雌
汁
に
つ
い
て
は
柳
川
州
委

μ
H
K
(
州
・
中
利
光
氏

・
ダ
イ

エ
ー
レ
ジ
吋
|
ラ
ン
ド
を
こ

の
U
と
り
あ
え
ず
選
任
)
と

訓
柳
川
川
委
以
民
三
名

(A
K
U

以
が
無
所
柄
、
N
八
O
、
大

レ
協
の
作

一
名
を
任
命
)
が

そ
の
楽
を
作
成
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。

大
阪
健
娯
組
合
設
立
へ
の
動
き

い
ぜ
ん
混
乱
状
態

、酒

のようす。上の写真は東京会主章、 下は大阪会場にて
--、、

三:;;.・ ・・p
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2踊

西
中
氏
を
準
備
委
員
長
に
し
て

'
」
れ
ま
で
川
悦
乱
状
態
を
続

け
て
き
た
「
大
阪
府
他
全
肌

決
定
純
へ
H
(
似
品
料
)
ぷ
伝

に
向
け
て
の
品
川
き
は
い
っ
た

ん
山
祇
に
民
さ
れ
た
後
、
じ

川
七
日
に
祈
メ
ン
バ
ー
に
よ

る
ぷ

ι
4
M州
安
川
会
が
聞
か

れ
た
か
、
同
会
へ
け
に
山
附
し

た
t
h
K
M
に
よ
る
と
、
い
ぜ
ん

と
し
て
ぷ
立
川
凶
行
が
は
っ
き

り
せ
ず
、
立
川
比
が
ま
と
ま
ら

な
い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
い
る

も
よ
う
で
あ
る
。

ニ
の
日
の
会
合
は
N
A
O

大
阪
白川
主
部

(
川
卜
.
秀
雄
主

総
以
)
、
大
阪
レ
ジ
ャ
ー
険

旅
仰

(本
久
即

.
J

ド
以
)
、
大

阪
ゲ
ー
ム
マ
シ
ン
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
引
業
側

(
似
紛
府
内
弘
削
州

制
'
民
、
G
M

O
)
、
出
減
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
、
無
所
以
の
・
h

グ
ル
ー
プ
か
ら
谷
・
ニ
名
の
準

備
会
以

(A
H
H
日
卜
托
名
)
が

選
出
さ
れ
て
聞
か
れ
た
形
に

V 

一

幽
曹
一凶

固
守

r'

'崎明
…
-
1

附

M
r

凶
闘
ι

…

~ 

，.. 

'‘ 

ー

... 、

一

，・、

'‘ 

a‘ 

'‘ 

'‘ 

'‘ 

C

1
0
0
0
」
シ
リ
ー
ズ

M
S
X
パ
ソ
コ
ン
川
の
川
村

を
中
心
に
、
周
辺
機
総
J
U
披

拠

ソ

フ

ト

(
カ
ー
ト
リ

ッ
ジ
}

説
。
と
く
に
フ

ロ
ソ
ピ

l

デ

を

倣
小勺
う
ち
川
社
業
務
川

イ
ス
ク
ユ
ニ

y
卜

「
S

ド

|

γ
V
ゲ
ー
ム
機
を
ハ
ソ
コ
ン

7
0
0
0
を
ア
ピ
ー
ル
す

川
に
し
た

「
ハ
イ
パ
ー
ォ
リ

る
と
と
ら
に
、
パ
ソ
コ
ン
ソ
ン
ピ
ッ
ク
l
L
と
、
M

2
¥

フ
ト
、
サ
フ
ァ
リ
レ
ー
ス

t

「ハ

イ
パ

ー
ス
ポ
ー
ツ
l込

を
ハ
ン
ド
ル
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
と
「
川
7
u
t

を
と
く
に
ア
ヒ

l

S

H

4

0

0

と
A

ー
ル
し
た
。
な
お
川
悦
は
近

絡
に
制
介
し
た
。

日
中
に
川
村
内
に

H

コ
ナ
ミ

こ
の
大
阪
シ
ョ
ー
で
初
山

マ
イ
コ
ン
ク
ラ
ブ
仰
を
ぷ
出

展
と
な

っ
た
コ
ナ
ミ
ドし
業
は
、
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
、

そ
の
会
H
N
募
集
を
こ
の
シ
ョ

ー
で
行
な
い
作
目
さ
れ
た
。

向
批
で
は
同
社
製
ハ
ソ
コ
ン

ソ
フ
ト
は
現

ι十
六
日
開
に
も

及
ん
で
い
る
と
し
て
い
る
。

ハ
ソ
コ
ン
川
ゲ
ー
ム
ソ
フ

ト
分
野
で
は
ハ
ド
ソ
ン
が
任

パ
吹
制
点

「フ

γ
ミ
リ
l
コ
ン

ヒ
ュ
l
タ
川
町
の
ゲ
l
ム
カ

ー
ト
リ
ッ
ジ
や
、
ソ
フ
ト
の

内
政
機
「
ハ
ニ
コ
ム
ラ
イ
ン
」

を
披
説
し
、
そ
の
内
容
で
多

く
の
米
州
場
悼
む
の
往
目
を
集
め

た
。
ま
た
屯
波
新
聞
社
は
ナ

ム
コ
や
ジ
ャ
レ
コ
の
ゲ
ー
ム

ソ
フ
ト
(
M
S
X
用
)
を
出

品
し
、
こ
の
分
野
の
に
主
わ

い
ぶ
り
を
示
し
て
い
る
。

(
大
阪
)

マ
イ
コ
ン
シ
ョ
l

に
パ
ソ
コ
ン
分
野
で

セ
ガ
社
と

ナ
ミ
が
出
展

コ

5董

丘ヒ
Eヨ

「マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ヒ

ょ
ー

タ
シ
ョ
ウ
制
大
阪
』
(
附
附

阿
川
也
子
仁
業
保
飢
ハ
セ

ン
タ
ー

ら
叫
ん
山
地
)
が
六
月
ペ
ト

七

H

か
ら
山
口
問
、
大
阪
凶
際
見

本
市
会
場
で
聞
か
れ
、
こ
れ

に
側
セ
ガ

・
エ
ン
タ
ー
プ
ラ

イ
ゼ
ス
{
本
社
東
京
、
中
山

第二;:1唯幽HII!~抑必 liJ

仰
ド
縦
社
H
K
)
と
コ
ナ
ミ
仁
業

側

(本
社
大
阪
、

卜
a川
川
川
正

社
H
K
}
が
出
版
し
た
。

こ
の
大
阪
の
マ
イ
コ
ン
シ

ョ
ー
は
、
ド
札
川
ド
旬
のい
氷
点

マ
イ
コ
ン
シ
ョ

ー
の
凶
凶
版

と
ら
言
え
る
も
の
。
七
卜
二

社
出
展
で
い米
京
シ
ョ

ー
よ
り

小
川
枇
院
な
が
ら
、
昨
年
の
大

阪
シ

ョ
|

(・
h
卜
六
社
}
を

大
き
く
ト
ぃ
削
り
、
ま
た
附
附

な
ら
で
は
の
特
色
ら
あ

っ
た

セ
ガ
祉
は
ト
氷
点
シ
ョ
!
と

同
内
谷
の
も
の
を
出
品
し
、

同
社
パ
ソ
コ
ン

「
S

C
1
3

0
0
0
」
シ
リ
ー
ズ
と
「
S

平
素
は
格
別
の
お
引
立
を
賜
り
、
厚
〈
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
新
製
品
、
「

G
R
E
A
T
S
W
O
R
D

S
M
A
N
」
(
グ
レ
ー
ト
ソ

l
ド

マ
ン
)
は
、
弊
社

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
A
B
C
商
会

制
A
B
C
に
改
組

中
国
依
的
で
本
物
的
遊
凶

地
建
設
の
計
向
を
進
め
て

い

る
仰
A
B
C
-
附
会
(
本
社
札

帳
、
矢
作
仁
ぶ
社
長
)
で
は

こ
れ
ら
の
事
業
の
川
滑
な
俄

進
の
た
め
、

f
会
社
の
仰
A

B
C
レ
ジ
ャ
ー
シ
ス
テ
ム
を

吸
収
し
た
卜
.
で
改
組
し
、
新

会
社
側
A
B
C
(
資
本
合
九

千
五
行
万
川
}
と
し
て
新
発

足
し
た
こ
と
を
こ
の
ほ
ど
川

ら
か
に
し
た
。

-Z

附
A
B
C
H
札
帆
市
京
区

-R

S

伏
占
九
条

一
の
丘
の
三
十
三
、

一一一一一一一一一
一一一一一-一一一一一
一一一一一一
一一一一一一一一
一一一-一一一一一
一一一一一一一一一一一一一
一一一一一-一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一
一一一
一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一一
一一一
一一一一一一一
一一一一一一
一一一一一一
一四一一一一一
一一一一一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一一一
一一一一一一一一一
一一一一一

新
風
川
昌
法
奈
の
ゆ
く
え
は
あ
る
か
ら
こ
そ
、
同
会
の
助
必
ら
ず
し
も
合
致
し
な
い
こ
ぷ
が
、
作
奈
庁
は
削
叫
ん
主
の
山

現
時
点

(
七
月
末
)
で
は
ま
き
が
枇
む
川
河
川
さ
れ
る
の
で
と
む
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
だ
な
い
む
の
は
賂
博
機
で
な
い

っ
た
く
わ
か
ら
な
い
、

と

す

あ

る

。
し
か
し
、
業
界
の

一

ろ

う
。

と
し
て
い
る
)
は
、
三
万
区

る
の
が
常
識
的
見
解
で
あ
ろ
部
の
人
た
ち
は
今
法
案
が
促
さ
て
、
か
リ
に
新
風
営
法
嗣
さ
れ
た

「応
釧
』
で
な
く

一
ヲ
。

つ
ま
リ
八
月
八
日
の
会
ぶ
さ
れ
た
時
か
ら
す
で
に
法
案
が
成
立
し
た
場
合
、
ギ
ヤ
「
人
目
に
つ
く
場
所
」
に
間

号
一

期
末
ま
で
に
、
衆
院
で
の
修
案
が
成
立
し
た
も
の
と
し
て
ン
プ
ル
マ
シ
ン
は
こ
れ
ま
で
か
れ
る
限
り
、
持
一
川
吋
な
く
ど

ロ
一

正
を
交
け
た
ま
ま
参
院
で
吋
そ
の
受
け
肌
作
り
ら
し
き
こ
山
主
脱
制

(
メ
ダ

ル
ゲ
l
ム
・
ニ
で
む
設
抗
で
さ
る
こ
と
に
で
設
立
さ
れ
た
の
は
H
中
経

2
一
決
成
立
す
る
ニ
と
む
あ
り
う
と
に
山
中
念
し
て
い
る
よ
う
で
場
巡
常
収
本
)
に
よ
っ
て
か

な

る

。
従
求
、
ア
ン
グ
ラ
山

済

発

以

布

似
公
司
(
ル
原
久

第
一

る

し

、

参

院

で

再

修

正

さ

れ

場

で

口

れ

て

附

問

機

を

オ

ペ

人
総
統
剛山
)
、
A
B
C
娯
楽

一
る
こ
と
む
あ
り
う
る
し

(

そ

レ

l
ト
し
て
き
た
い
刊
、
後
め
設
備
技
術
作
限
公
司

(伊
総

日
一

の

場

九

H

a

衆

院

で

の

川

立

が

必

た

い

思

い

を

し

て

仲

間

問

機

で

栄

一
総
料
開
)
、
A
B
C
旅

1
一波
と
な
る
)
、

あ

る

い

は

紋

子

ど

む

に

遊

ば

せ

て

3
た

行

行

社
作
限
公
川

(
間
続
休
総

月
一

続

税

ぷ

や

・

同

本

ら

あ

り

う

る

に

付

し

て

、

作

察

庁

は

お

川

純

川
)
で
こ
れ
ら
現
地
の
A

8
一
し
、
そ
の
他
会
期
延
・
K
ら

あ

付

き

を

ド

す

こ

と

に

な

る

。

B

C

企

業

グ

ル

ー

プ

の

官

以

下

μ一
リ
う
る
l
!
と

い

う

の

が

社

こ

れ

で

沢

し

て

A

M

栄

作

以

に

欠

作

仁

ぷ

氏

が

就

任

し

8
一九
五
円
の

A
W
Aな
の
で
あ
る

。

は

・
以
く
な
る
か
と
号
、
え
た
場
て
い
る
。
な
お
中
同
院
在

μ

9
一従

っ
て
、
必
ら

ず

し

む

祈

胤

介

、

附

問

機

の

氾

拡

を

仰
に
は
深
川
の
及
川
桁
刈
州
に
山
氏
必

1
一
九
%
法
案
が
成

ιす
る

と

は

似

A

M

機

市

場

が

刷

れ

る

こ

と

夜
降
氏
が
、
広
州
市
出
洲
資

)

一
ら
な
い
か
ら
こ
そ
、
ま
た
そ

が，

r測
さ
れ
る
。
こ
れ
は
と

館
に
合
沖
合
い氏
が
い
る
と
し

はい
一
れ

を

審

議

す

る

の

が

凶

会

で

ん

で

む

な

い

ぷ

で

は

な

い

か

。
て
い
る
。

公

(
O
一
一
)
仁
八
二
九

じ
こ
一

、
じ
人
作
仁
志
社
-
長
。

凶
社
で
は
以
上
に
と
も
な

い
、
丹
市
で
阿
川
一
H
に
開

泌
会
社
を
ぷ
弘
、
山
中
凶
附
秘
伝

川
を
川
い
て
い
る
ニ
と
、
ま

た
附
A
B
C
の
点
以
s
A
山
川
を

八
川
中
旬
に
も
問
ぷ
す
る
こ

と
を
明
ら
か
に
し
た
。
K
H
浴

こ
の
機
械
を
無
断
で
模
倣
ま
た
は
こ
れ

に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
、
製
造

・
改
造

・
販
売

・

輸
出
等
の
行
為
を
す
る
こ
と
、

及
び
こ
れ
ら
の
機
械

を
使
用
し
て
営
業
す
る
こ
と
は
、
著
作
権
法
、
工
業

所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
等
に
抵
触
し
、
弊
社

の
正
当
な
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
こ
れ
ら
の
行
為
の
な
い
よ
う
充

分
に
ご
注
意
賜
り
業
界
の
秩
序
の
維
持
、
健
全
な
発

展
の
た
め
に
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
あ
げ
ま

す。

事
務
所
移
転

従
っ
て
、

ゲームマシン

-
ニ
殊
点
作
.
業
側
H
H
け
な
川
小
弘

前
市
外
的
字
山
パ
川
附

一一二

.
の

.
、
大
尚
ビ
ル
、

合

(
O
F

じ
二
)
ニ
じ

・

八

じ

一

開制
h
J
M円
十
H
K
。

サ
ン
レ
ジ
ャ
ー
附
H
U
F

県
俗
岡
山
・
ニ
ッ
訓
制
治
水
卜

附
の

一
、
公

(
O
一

九
六
)

六
+
|
ヒ
-
て
し
ハ
ヒ
、
鎌
凶
山
下

入
社
長
。

ωコ
グ
レ
商
事
H
均
五
県

会
日
都
市
術
後
一
八
問
、
合

(
O
阿
八
七
)
三
五
|
三
六

O
一

、
小
必
仙
次
社
長
。

鮒
エ
フ
レ

ツ
ク
H
米
京
都

大
同
区
羽
国
一
の
六
の
五
、

合
七
四
二

i
六
三
二
一

、
安

聞
が
雄
社
長
。

mwサ
ム
コ
通
商
H
神
祭
川

県
総
沢
市
紛
れ
般
が
岡
三
の

一一
卜
し
ハ
め
ん
、

公

(
O
州

L

ハ

し
ハ
)
て
五
九
O
仁
帽
、
必

野
修
社
長

東京(03)438・0698 大阪06(943)-2512 
名 古 屋(0臼)昂3.加 持 婦 同t帥2)472・話相志社{叫)W ・3J2沼

技術と信頼を誇るメダルメーカー

ノ、.._， 株式

圃

賭
博
機
の
氾
濫

八
月

昭
和
五
十
九
年

-

• 
• 

あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
行
為
が

い
と
ち
り
に
終
る
こ
と
ら
卜

分
あ
り
う
る
こ
と
を
忘
れ
て

は
な
ら
な
い
。
し
か
ら
交
け

H
比
ふ
み
匂

r
J
T
'
I』
リ

，ド

h
ド
レ
し
仰
山
仰
泳
三

M
H
十

h

Q
'
V
川
』
F
B
h
ぷ
ん
リ

I
t
l
ι
H
ノ
，悼

の
名
の
も
と
で
作
る
ら
め
と

さ
れ
て
お
り
、
業
界
の

.
仰

の
人
た
ち
の

J
う
交
け
肌
と

な
り
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て

さ
た
が
、
ぷ
山
州
場
所
の
例
外

公
ど
に
よ
リ
、
4
H
斤
に
ん
k
川

引
る
と
こ
ろ
に
ぷ
抗
さ
れ
る

こ
と
が

pr川
さ
れ
る
。
同
会

で
の
叫
パ
察
庁
答
弁
に
よ
る
限

り
、
ス
ロ

ッ
ト
マ
シ
ン
等
の

(
業
界
で
は
そ
う
呼

法
人
に
改
組

東
京
都
千
代
田
区
平
河
町

2
1
5
1
3

株
式
会
社
タ
イ
ト

l

側
フ
ク
ダ

{
川

-
M
川

エ

ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
)
H
民
山

県
姫
路
市
辻
井
二
-
一凶
の
八
、

怨

(
O
ヒ
九
二
)
九
七

四

六
三
六
、
一
悩
悶
正
一

μ
社
長
。

開
問
機
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r、
，、

第3回

新
シ
リ
ー
ズ
の
第

一帰
と

し
て
今
同
と
次
凶
の
ニ

M
に

分
け
て
、
大
阪
の

H

ミ
ナ
ミ
H

に
あ
る
ゲ
ー
ム
場
の
大
ま
か

な
実
態
と
そ
れ
ぞ
れ
の
オ
ペ

レ
ー
タ
ー
の
な
けんな
ど
を
制

介
す
る
こ
と
に
す
る
。

ミ
ナ
ミ
は
心
南
儲
筋
か
ら

京
布
術
門
町
、
道
M
m
M
、
了

H
山
、
雌
波
あ
た
り
を
総
称

し
た
も
の
で
、
仰
川
界
限
の

H

キ
タ
H

と
と
も
に
西
日
本

を
代
表
す
る
大
歓
楽
街
と
し

て
知
ら
れ
て
い
る
。
(
ア
パ
ー

ト
や
ビ
ル
な
ど
が
林
・止
し
て

い
る
キ
タ
に
比
べ
る
と
、

A
F

で
も
川
…
民
的
な
混
同
討
を
色

濃
く
伐
し
た
術
で
、
主
舗
の

の
れ
ん
を
法
る
い川
も
数
多
い
。

今
川
は
ミ
ナ
ー
そ
の

一
と

し
て
、
下
に
蝋
波
、
下
川
リ
川
に

川
氏
以
を
当
て
る
こ
と
に
す
る
。

こ
の
県
山
は
戎
焔
筋
、
「
け

的
、
ト
刷
小
州
通
リ
な
ど
の
ア
ー

ケ
ー
ド
街
を
小
心
に
、

「
ナ

ン
パ
地
下
セ
ン
タ
ー

-
「
虹

の
ま
ゆ
り
」
「
な
ん
な
ん
タ
ウ

「
な
ん
ば
C
I
T
Y
」

/ 
し... 、-、

，，1 '-'. f'~郵i便物認可

右の写真は 「コインピア・ カマ

ロJ の1苫類。同庖名物の金魚す

くいが設置されている。下の写

真は同庖地下フロアのようす

t ミナミ• 夫

地
ド
と

一
附
の
二
つ
の
フ
ロ

ア
で
の
巡
件
。
川
山
は

e

・年

前
に
改
築
さ
れ
、
そ
れ
ま
で

ゲ
|
ム
機
を
投
目
し
て
い
た

二
階
部
分
を
ヤ
ン
グ
'川
け
の

ス
ポ
ー
ツ
シ

ョ
ッ
プ
に
変
え

た
も
の
。

.
附m
は
約
二
ド川十

万
いけの

フ
ロ
ア
に
T

V
ゲ

|

ム
機
約
川

i
ム川
、
メ
ダ
ル
ゲ
ス
ポ
ー
ツ
シ

ョ
ッ
プ
を
、
一二

i
ム
機
約
コ

ト
ムH
(

う
ち
大
附
に

K
竹
内
け
の
小
物
な
ど

川上
ニ
ムリ
)
、
そ
の
他
ア

l
ケ
を
山
く
よ
う
に
し
た
が
、
そ

ー
ド
ゲ

l
ム
機
数
れ
を
い
仙
ぺ
如
、
札
以
降
作
柄
も
か
な
り
変
わ

加
分
に
設
所
、
地
下
フ
ロ
ア
っ
て
き
て
お
り
、
と
く
に

k

は
約
・ハ
卜
千
ん
げ
の
般
地
に
性
存
が

mえ
て
き
た
'
と
ぷ

T

V
ゲ
l
ム
機
の
み
約
二
卜

る
。
ま
た
川
氏
は

「
だ
れ
も

h
、
へH
わ
せ
て
に
灯
台
近
く
の
が
れ
悦
に
入
れ
る
よ
う
な
川

ゲ
l
ム
機
を
ぷ
山
し
て
い
る
。
る
い
ぷ
州
%
の
山
づ
く
け
を

川
山仙の'吊
れ
れ
主
任
は

「当
山
村
指
し
て
お
り
、
そ
の
た
め

の
答
附
と
し
て
は
外
は
ア
小一

と
く
に
照
川
や
袋
飾
な
ど
に

や
ヤ
ン
グ
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
が
、
民
ぶ
し
て
い
る
。
ま
た
巾
少

伎
は
ア
タ
ル
卜
が
多
い
よ
う
年
の
健
全
性
に
も
%
を
つ
け

だ
。
ゲ
ー
ム
場
の
イ
メ
ー
ジ
て
が
り
、
従
業
以
が
常
に
山

を
一
新
す
る
た
め
に
二
階
に
内
を
巡
似
し
て
い
水
成
年
お
の

ゲームマシン第242号1984年8月 15日(7) 

上の写真は 「パニック ・ザ ・ゴ

リラJ の底内のよう す。左の写

真は同庖の庖類。大きな時計が

通行人の目を引いている

山民側
υ

な
ど
が
起
こ
ら
る
い
よ

う
に
し
て
い
る
L

と
述
べ
る
。

「戊
怖
山
」

(
立
山
)
は

、A
a
s
、

〉

-l
'

M

》

、

ec
h
-
-

・4
M，刀・レィ
1
1
く
ふ
し
謝
れ

た
刈
に
正
一
山
八
日
が
あ
る
が
、

燃
の
フ
ロ
ア
は
i

中
山
と
つ
な

が
っ
て

い
る
。
川
山
は

一
陪

と
二
附
と
の
常
業
で
そ
れ
ぞ

れ
の
フ
ロ
ア
は
約
托
卜
千
々

γ
。
そ
れ
ぞ
れ
T

V
ゲ
ー
ム

機
を
小
心
に
A
い
わ
せ
て
三
ト

数
れ
を
ぷ
山
。
上
午
前
と
川
凶
慨

に
-
け
ん
の
%
が
多
く
川
泌
を

けT
し
て
い
る
。

「千
日
前
・
川
」
は
地
下
と

・中
て
附
の
ニ
フ

ロ
ア
の
泌
常
。

そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア
は
約
二

行
子
ん
げ
で
、
地
下
は
約
問

トム日

(う
ち
・
卜人

m・ムム
H
)

の

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
と
ル
ー
レ

ッ
ト
な
ど
の
対
人
ゲ
|
ム
機

仁
川
台
、
中
二
慨
は
T
V
ゲ
ー

ム
機
約
八

l
h
の
ほ
か
フ
リ

と
い
・
7
地
下
前
と
と
も
に

-

H
巾
e

術
を
行
く
人
で
版
わ

っ

て
い
る
。

ゲ
ー
ム
場
に
つ
い
て
は
こ

の
界
限
て
は

l
判
の
ロ
ケ
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
ほ
と
ん
ど

上の写真は「アメニティパーク ・リ

ノ戎橋庖J (本庖)の 1階フ ロア。

右側にTVゲーム機を中心にレイア

ウ ト、左手前はメダルゲームコーナ

ー。下の写真は同庖の金沢主任

は
前
述
の
ア
ー
ケ
ー
ド
術
に

集
中
し
て
い
る
。
制
別
に
比

る
と
こ
の

，、

三
年
の
問
に

ニ
間
の
ロ
ケ
が
オ
ー
プ
ン
し

て
い
る
が
、
パ
チ
ン
コ
山
な

ど
の
他
業
Mm
に
変
わ
っ
た
J
U

の
J
U
あ
り
、
ゲ
ー
ム
場
数
に

つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
変
化
し

て
い
な
い
よ
う
だ
。

ま
ず
こ
の
界
仰
に
は
附
ア

ポ
ロ
の
泌
常
に
よ
る

「
ア
メ

ニ
テ
ィ
パ

ー
ク

・
リ
ノ
」
チ

ェ
ー
ン
叫
が
川
山
あ
リ
そ
れ

ぞ
れ
め
光
な
連
常
を
民
附
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て

同
悦
の
ゲ
ー
ム
総
門
を
判
当

す
る
新
件
常
業
泌
長
は
「
こ

こ
数
年
ミ
ナ
ミ
に
あ
る
ゲ
ー

ム
場
の
入
札
作
わ
リ
が
激
し

く
、
し

っ
か
り
し
た
正
常
ん

定
の
写
真
は
吋
リ
ノ
戎
橋
庖
』

(
支
庖
)
の
よ
う
す
。

一
見
客
が
多
く
終
日
活
況
を
呈
し
て
い
る

ツ
ハ
l
h
h
、
そ
の
他
ア
ー

ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
数
'
口
、
一小川

.hf
一・1
・
数
れ
を
壮
一
山
し
て
い

る
。
引
千
部

J

〈
立

「
レ
I
r
J
-

」

i
l
-
-
l
l

、
ん
{

は
け
的
を
引
っ
て
米
る
存
が

多
い
が
、
と
く
に
地
十
フ
ロ

ア
に
つ
い
て
は
行
い
例
代
の

人
が
人
り
や
す
い
よ
う
に
レ

イ
ア
ウ
ト
な
ど
に
討
を
配

っ

て
い
る
。
中1
山
に
山
肌
ら
ず
い川

の
浮
川
%
を
変
え
る
た
め
に

む
レ
イ
ア
ウ
ト
を
変
え
る
必

吹
が
あ
る
が
、
一
知
い
川
に
何

山
J
U
変
え
る
と
州
ま
っ
て
し

ま
町
つ
プ
レ
イ
ヤ
ー
も
で
て
く

る
の
で
作
立
し
な
け
れ
ば
な

各紙IJj

一一
』

針
が
ぶ
め
ら
れ
て
い
る
。
当

川
凡
で
は
こ
れ
ら
の
州
山
も
含

め
て
ぷ
ボ
し
く
、
安
全
に
遊

べ
る
ロ
ケ
々
づ
く
り
を
日
航

し
て
い
る
。

ロ
ケ
ご
と
に
は

る
と

『戊
紛
山
い
は
人
通
リ

の
多
い
戎
附
筋
に
耐
し
て
い

る
た
め

一
一
日
ん
の
存
が
多
い
。

『千
H
前

m
Lで
は
北
小
池
容

が
主
流
を
山
め
て
お
り
、

芥い J，iili'J分 と
さ る h かのん
んとは つ Jやど
とは J~j てリの
の I ~' J引いたブ
コえ (I~J <いレ
ミなに 。ゲイ
ユ い j台、吋|ヤ
ニがま 14Jム|
ケ 、れ illj機は
|おて'j凶へi'ILi 

シ
ョ
ン
を
凶
る
よ
う
努
力
し

て
い
る
」
と
そ
れ
ぞ
れ
の
山

の
狩
微
を
ぷ
る
。

「伐
怖
い出
』

(本
町
)

問
機
を
北
川
し
た
ア
ン
グ
ラ

コ
ー
ナ
ー
は
ほ
と
ん
ど
な
く

な
勺
た
よ
う
だ
。
し
か
し
な

が
ら
依
然
と
し
て
ア
ウ
ト
サ

イ
ダ
ー
と
呼
ば
れ
る
業
行
が

お
り
、
彼
ら
が
業
界
の
足
並

み
を
乱
し
て
い
る
よ
う
だ
ー

と
ア
ウ
ト
サ
イ
ダ
ー
に
刈
す

る
悠
リ
を
述
べ
る
。

「
K

刊
紙
崎
山
ま

h
-
K
十

l
r
t
i
l
-
-
t
q
，
但

千十
刀
，けの

フ
ロ
ア
に
約
一六
十

ムリ
の
T

V
ゲ
ー
ム
機
を
内
側

の
収
際
に
品
川
勺
て
レ
イ
ア
ウ

ト
し
て
い
る
。
川口山
述
作
を
中

心
に
地
道
な
泌
山
口
内
を
い
机
け
て

い
る
と
の
こ
と
。

独
自
の
運
営
方
針
を
追
求

「
パニ

ッ
ク

・
ザ

・
ゴ
リ

ラ
」
は
北
前
協
に
州
し
て
の

辺

%
。
こ
の
山
は
か
つ
て
は

「
ス
ー
パ
ー
マ
ン
」
と
い
う

山
乙
だ

っ
た
が
、
約
二
年
山

に
改
築
し
た
の
に
作
い
い川ゃれ

も
変
え
た
も
の
。
山
川
に
は

:
・

l

i

)

L
i
t
L
L
'e

ー
ハ
き
る
川
川
一
A
F
叫
ん
舵
カ
ぷ
め

さ
れ
て
お
リ
泊
り
を
歩
く
人

の
日
を
引
い
て
い
る
。
川
山

の
フ
ロ
ア
は
約
川
一一
卜
・巾

ru

y-
で
、
町
内
典
と
白
川
鋭
泌
分

に
γ
V
ゲ
ー
ム
機
約
例
卜
ム
日

謹

a:. 
E司一律

〈
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

当
社
が
新
発
売
致
し
ま
し
た
ビ
デ
オ
ゲ
ー

ム
機

平
素
は
格
別
の

お
引
立
を
賜
り
、

こ
の
度

-， 

W 

マ
ッ
チ
)
'-

は
当
社

(ウ

ォ
ー
タ
ー

M
A
T
C
H
 

A
T
E
R
 

が
独
自
に
開
発

・
製
品
化
し
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
製
品
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
商
品
を
当
社
の
許
可
な
く
、

無
断
で
模
倣
も
し
く
は
こ

れ
に
類
似
す
る
商
品
と
し
て
製
造

・
販

売

・
広

告

・
輸
出
お
よ
び

工
業
所
有
権
法
、
不
正
競
争
防
止
法
、

当
社
の
諸
権
利
を
侵
害
す
る
と
と
も
に
、

使
用
す
る
等
の
行
為
は
、

著
作
権
法
等
に
抵
触
し
、

ア
ミ
ュ
ー
ズ

メ
ン
ト
業
界
の
秩
序
を
乱
し、

全
な
発
展
を
阻
害
す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、 ひ

い
て
は
業
界
の
健

ニ
れ
ら
行
為
の

十
分
な
ご
配
越
を
お
願
い
申
し
よ
げ
ま
す
。

な
お
万
一

、
違
反
行
為
が
あ
っ
た
場
合
は
、
当
社
は
断
固
た
る

態
度
で
そ
れ
に
対
応
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
て
、

な
い
よ
う
、

こ
こ
に
が

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

昭
和
五
十
九
年
八
月

Jま

東
京
都
大
出
区
羽
田
一
丁
目
二
番
十
二
号

株
式
会
社

• 

エ
ン
タ
ー
。
フ
ラ
イ
ゼ
ス

取
締
役
社
長

中

山

隼

雄

セ
ガ

〆?

~ 

マッチ

il 

ウォーター

右
の
写
真
は

『
リ
ノ
南
海
通
庖
」
の
よ
う
す
。
小崎問

機
な
庖
だ
が
常
連
客
を
中
心
に
賑
わ
っ
て
い
る

p、，司、

ら
な
い
だ
ろ
う
と
ほ
る

ま
た
川
氏
は

「中i
山
と
ご
伐

紛
山
『
の
本
山
に
メ
タ
ル
ゲ

ー
ム
機
を
ぷ
山
し
て
い
る
が
、

今
の
と
、
}
ろ
メ
タ
ル
ゲ
|
ム

機
の
俄
付
J
U
少
な
く
、
プ
レ

イ
ヤ
ー
も
Y
V
ゲ
|
ム
機
な

ど
の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ

1
ム
機

の
ト々
を
好
む
よ
7
だ

〆
ダ

ル
ゲ

l
ム
機
で
遊
ぶ
山
少
年

に
付
し
て
は
常
に
・
川
ぶ
し
て

わ
ね
り
、
け
ん
か
け
た
場
介
は
必

ら
ず
父
兄
が
川
付
し
て
い
る

か
ど
う
か
を
倣
H
附
し
て
い
る
L

と
述
べ
る
。
以
後
に
川
氏
は

「川以
泣
で
は
ミ
ナ
ミ
で
J
U
附

を
、
山
内
中
小
八
部
に
メ
ダ
ル

ゲ
!
ム
機
十
数
台

(う
ち
大

引
二
ムリ
)
、
A
e
h
l数
ムリ
を

ぷ
山
。
ま
た
い川内
の
一
角
に

カ
ウ
ン
タ
ー
を
ぷ
け
て
向
併

の
は
か
、
ポ
ッ
プ
コ

|
ン
や

ホ

y
ト
ド

ッ
ク
、
ジ
ュ

ー
ス

な
ど
簡
単
な
飲
食
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て

い
る
。
さ
ら

に
フ
ロ
ア
に
は
山
名
に
ふ
さ

わ
し
く
ゴ
リ
ラ
の
足
跡
が
い

く
つ
む
あ
る
。
同
山
の
辺
社
内

に
当
た
る
コ
ン
ソ
リ
デ
|
テ

ッ
ド
泊
・
附
附
の
し
川
悦
氏
は
「当

山
は
ゲ
|
ム
を
ム
川
市
し
み
に
米

る
人
は
も
%
ろ
ん
だ
が
、
グ

ル
|
フ
で
本
る
が
析
が
多
い

の
で
ゲ
ー
ム
以
外
で
も
多
く

の
人
が
集
ま
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
を
閃
れ
る
ぷ
州

父
の
あ
る
場
刈
に
し
た
い
。

そ
の
た
め
山
内
に
カ
ウ

ン
タ

ー
を
作
っ
た
り
、
内
装
J
U
A
2

1

流
行
の
A
U
昨
的
な
イ
メ
ー
ジ

の
も
の
に
し
た
。
改
築
当
時

は
か
な
り
刷
新
な
も
の
だ
っ

-・『

吟

p、

r、

，、

，、

，・1
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こ
の

た
が
、

今
で
は
他
の
ゲ

i
ム

州場
に
む
同
じ
よ
う
な
も
の
が

品
品
川
ト
附
さ
れ
て
わ
ね
リ
、
山
川
念
な

が
ら
当
山
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
が

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
』
と

語
る
。
ま
た
同
氏
は

「
当
防

似，
け
の
む
の
を
山
す
こ
と
を

uM
に
考
え
て
い
る
の
A
F
H
品心行

線
級
送
を
山
内
に
流
し
て
い

る
が
、
か
つ
て
は
テ
!
フ
デ

ッ
キ
を
使
っ
て
お
%
に
合
わ

せ
た
山
裂
を
流
し
て
い
た

と
述
べ
る

「コ

イ
ン
ヒ
ア

・
カ
マ
ロ

は
下
川
仰
に
い
則
し
て
お
り
、

地
.
ト
と
小
喝
-
附
の
.. つ
の
フ

ロ
ア
で
話
公
向
フ
ロ
ア
と

ら
約
.h
ヂ

U
，
の
大
さ
さ
で

山
ド
ニ
ま
テ

l
フリ

vv.-V

I

l

-

-

-

J

'

a
句

ゲ
ー
ム
機
約
:
一
ト
ム
川
、

ス
t:1 

ッ
ト
マ
シ
ン
な
ど
の
メ
タ
ル

ゲ
ー
ム
機

l
数
台
、
山
'
ニ
附

に
2U
T
V
ゲ
l
ム
出
間
十
三
台
、

メ
ダ
ル
ゲ
!
ム
機
約
:
一トムリ

1984年8月15日

(-フ
ち
大
川
十
二
台
)

は
か
一
階
的
鋭
部
分
に
敬
れ

の
ア
ー
ケ
ー
ド
ゲ
l
ム
機
、

川
九
卜
台
近
く
の
ゲ
l
ム
機

を
ぷ
附
し
て
い
る
と
く
に

M
山
人
け
に
は
公
的
…
す
く
い

が
ぷ
け
ら
れ
て
お
リ
、
・
川

4

一
.
，
川
刊
で
道
行
く
人
に
旬
札
口
ば

れ
て
い
る
と
の
ニ
と

M
山

の
川
町
川
刈
山
以
は
「
数
午
前

の
附
仰
が
件
以
後
、
ニ
の
附
作

山
に
あ
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
械
な

ど
を
ぷ
山
す
る
ア
ン
ク
ラ
コ

ー
ナ
ー
は
か
な
り
減
P

た

一
万
ふ
っ
・
7
の
ゲ
l
ム
坊
は

別
加
の
傾
向
を
見
せ
て
い
る

凶帆川
V
H
法
の
問
題
む

ょ
う
だ

，園、『

、、、

11'1 '.卜I(胸1f1Jl物必II{

ナ

(その
、、、

|全国市街地ゲーム場l

大阪・日
』ι

"'1 

第242号

回l動

1984年8月15日

い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
な
ど
の
常

述
存
が
多
い
が
、
夏
休
み
に

人
っ
て
い
る
の
で
小
、
中
小

中
」
な
ど
J
U

多

い

よ

う

だ

と

く
こ
十
.
川
市
、
け

W
H
こ
ま
ぶ

l
l

m

|
』

|

{
{
，

政
辿
れ
や
ア
ベ
ッ
ク
の
安
む

け
伝
っ
て
い
る
ま
た
ボ
ウ

リ
ン
グ
助
か
陪
の
フ
ロ
ア
に

あ
る
が
、
ゲ
ー
ム
%
と
ボ
ウ

リ
ン
グ
%
と
の
す
作
桝
は
か
な

リ
%
な
っ
て
い
る
よ
-
7
だ
L

と
川
町
の
す
合
同
叩
に
つ
い
て
述

べ
る
。
さ
ら
に
管
制
也
而
な
ど

に
つ
い
て
同
氏
は
「
が
紋
な

( 9 ) 

「大劇コングランドJ の入

口にあるゴリラの造形(右)

と庖内のようす(下}

あ
り

叫仰し
伐
の吋一
U
YH

業
が
も
し

で
き
な
く
な
る
と
す
れ
ば
そ

の
分
の
光
り
卜
げ
を
ゲ
l
ム

坊
を
附
や
す
こ
と
で
カ
バ
ー

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら

で
は
な
い
か
ー
と
述
べ
る
ー

ま
た
川
氏
は
川
山
仙
の
仲
間
と

「
一
見
に
な
る
と
必
す
山

一
肌
に
金
魚
す
く
い
を
ぷ
…
仇
し

て
お
リ、

ニ
れ
が
な
い
と
に
交

が
米
た
悠
じ
が
し
な
い
と
よ

く
お
作
さ
ん
か
・
リ
パ
わ
れ
る

し
て

ま
ん
中
l

山
で
叶
J

メ
タ
ル
γ
l

ム
機
に
t
u
h
げ
を
入
れ
て
ね
り

メ
ダ
ル
は
一
枚
十
川
に
し
て

い
る
，
他
の
山
で
も
メ
ダ
ル

ゲ
|
ム
出
慨
を
倣
っ
て
い
る
と

こ
ろ
が
附
え
て
い
る
が
、
だ

バ

た

バ

ま

.
W
円二
卜
川
J

こ
な

t

j

t

!

1

l

l

J

 

，
て
い
る
よ
う
だ
ま
た
中1

山
似
什
の
特
徴
と
し
て
、
地

ド
フ
ロ
ア
に
あ
る
数
れ
の
テ

に
お
け
る
行
少
午
の
入
場
開
ボ

ル
を
呼
び
か
け
て
い
る
ま

た
山
内
で
は
常
に
マ
イ
ク
を

使

っ
て
非
行
防
止
を
訴
え
て

い
る

t

と
ぷ
リ
、
さ
ら
に
川

氏
は
い
恥
近
の
お
存
に
つ
い
て

「
か
つ
て
は
川
つ
ぶ
し
に
ゲ

ー
ム
を

rる
人
か
ほ
と
ん
ど

だ
勺
た
が
、
へー
の
お
%
は
ゲ

ー
ム
で
決
し
む
ニ
と
を
日
的

に
米
る
人
が
削
え
て
い
る
よ

う
だ
ー
作
家
~
胞
に
ハ
ソ
コ
ン

な
ど
の
ゲ
l
ム
機
が
か
な
り

山
川

っ
て
い
る
か
、
州
伐
の

W
H
や
迫
力
る
ど
で
も
の
足
リ

な
い
も
の
が
多
く
、
こ
れ
ら

を
ゲ
l
ム
場
に
お
小
め
に
く
る

人
も
い
る
』
と
必
る
。
川
以
後

「
ケ
|
ム
州
場
に
付

と
述
べ
る
。

「
日
前
に

fmす
る
大
刷
会

館
は
映
州
館
や
ボ
ウ
リ
ン
グ

肌
切
な
ど
が
あ
る
レ
ジ
ャ

ー
ピ

ル
で
、
川
会
館
の
・
一
階
に
「
大

が
あ
る
。

--、
f、
し

」

刷
コ
ン
ク
ラ
ン
ド
」

川
山
仙
の
・
人

Hm分
に
は
山
中
刊

に
ふ
さ
わ
し
く
キ
ン
グ
コ
ン

7
nリ
出
や

z
L
ピ
yη
立
杉
ア

1

4
・i
a
j
J
1
6
j
1
7

な
さ
れ
て
お
り
、

ー
フ
ル
い

γ
V
ゲ
ー
ム
機
に

つ
い
て
は
山
町
内
川
と
メ
ダ
ル
の

向
川
と
な
勺
て
い
る

郊
で
り
に
フ

ロ
ア
に
は
い
く
つ
ら
コ
ン
グ

の
に
あ
と
が
机
か
れ
て
い
る
。

山
内
は
約
二

μ
千
万
パ
と
こ

の
洋
服
で
は
枇
む
い仏
い
フ
ロ

ア
で
、
T
V
ゲ
l
ム
機
約
七

卜
台
、
フ
リ
ツ
パ
l
r
凡
台
、

メ
ダ
ル
ゲ
ー
ム
機
卜
台
、
そ

の
他
ア
ー
ケ
ー
ド
機
ト
数
台
、

川
約
.
れ
れ
を
ぷ
誼
。
川
ぃ川
の

逆
党
を
行
な
う
附
タ
イ
ト
ー

の
長
谷
川
氏
は
「
二
階
で
の

辺
川
円
で
あ
る
た
め
先
リ
卜
げ

的
に
は
あ
ま
リ
・
川
氏
く
な
い
だ

ろ
う
ふ
だ
ん
は
小
中
や
打

軍

-
B
L

、4
d

は

γ
γ
ゲ

i
ム
機
に
コ
イ
ン

ン
ム
|
タ
ル
」
取
り
付
け
、

メ

タ
ル
ト
校
(
ド
川
川
相
当
)
を

入
れ
る
と
γ
|
ム
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
る
'u
の
で
、

山
引
を
み
れ
る
フ
レ
イ
ヤ
ー
に

大
い
に
点
ば
れ
て
い
る
よ
う

だ
L

と
d
る

さ

ら

に

川
氏

ば
「
防
犯
や
，

r
ど
む
の
ル
'付

防
止
に
は
と
く
に
討
を
付
け

て
い
る
し
、
す
ぐ
山
川
に
し
父
添

が
あ
る
の
で
問
題
の
あ
る
作

t
J

・
1

〉
‘
:
、

1
1
J

じパ万一り
/

i

カ

4
b

附
…
川
，
ろ

ど
も
徐
々
に
川
る
く
し
て
い

と
リ
山
一
べ
る

ニ
.寸川，

1~+4F

I
l
l
-

し
て
人
ー
ら
お

q

川
町
い
'

ー
ジ
が
伐
っ
て
い
る
の
は
伐

念

だ

ら

っ
と
川
る
く
健
全

な
ロ
ケ
を
作
り
、
ゲ
ー
ム
均

の
イ
メ
ー
ジ
ア
ゾ
フ
を
同
リ

イ
メ

迄-、たい

左の写真は「メイ ンス トリート」の

1俗フロア。ア四ケードゲーム軸豊中

心に設{置されている。下の写真はキ

ャピタル商事の総本専務

活
況
を
呈
す
る
ゲ
ー
ム
場

ー
メ
イ
ン
ス
ト
リ
ー
ト

は
今
年
州
川
に
オ
ー

プ
ン
し

た
ば
か
リ
の
山

T
U
州
に

刷
し
た
一
向
に
似
抗
し
て
い

る
た
め
い状
地
条
件
は
か
な
リ

む
ま
れ
て
い
る
と
.
日
え
る
。

川
山
は
一
附
と
一

.附
と
の
泌

況
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
フ
ロ
ア

日
川

K
1
ふ
み

h
J
・l
l川、-f
υ
ド

J
J

。

，H
h
l
h
a不
f
J
l
ul
l
--

一
階
は
約
じ

l
h
の
T
V
ゲ

ー
ム
機
を
は
じ
め
と
し
た
ア

ー
ケ
ー
ド
ゲ
ー
ム
機
山
!
心
の

レ
イ
ア
ウ
ト
で
、

--附
は
約

問
ト
ム
H

(

う
ち
ト人
川
れ
川
ム
H
}

の
メ
タ
ル
ゲ
ー
ム
機
を
ぷ
川

し
て
い
る

川
山
は
側
キ
ヤ

ヒ
タ
ル
州
市P
の
辺
川
げ
て
、

川

比
れ
で
は
川
山川
の
ほ
か
キ
タ
に

も
川
名
の
ロ
ケ
を
巡
背
し
て

い
ゐ
。
川
H

札
の
総
本
山

Jmは

d
l山
附
は
閉
山
し
て
け
し
引
は

い
か
、
h

仏
地
条
件
の
-HH

さ
を

圃
ど
が
起
き
な

い
よ
う
に
と
く

に
討
を
つ
け
て

い
る。

中斗
山山

は
佼
卜
時
ま
で
の
介
業
で
、

ニ
の
界
限
の
ゲ
|
ム
坊
と
し

て
は
い
十
〈
閉
山
す
る
が
、
行

少
年
に
つ
い
て
は
伐
六
叫
ま

で
に
は
い
仰
す
よ
う
に
し
て
い

る

と

J
る
。

、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
「
川
前

山

は

昨

年
卜
.
け
に
オ
ー

ブ
ン
し
た
ゲ
l
ム
功
。

市
小川

通
り
に
は
い
山
し
て

い
る
が
、

こ
の
山仲
間
の
中
心
泌
か
ら
は

少
し
は
ず
れ
た
と
こ
ろ
に
あ

ルい
い
か
し
た
しし
で
中
I
州
独

'H
の

オ
リ
ジ
キ
リ
テ
ィ
ー
を
山
し

な
が
ら
他
の
ゲ
|
ム
坊
に
付

比
し
て
い
く
つ

2U
リ
だ

附
は
ヤ
ン
グ
を
対
象
に
か
わ

い
い
イ
メ
ー
ジ
を
、
e
-

附
コ

ア
ダ
ル
ト
を
対
象
と
し
た
大

人
っ
ゴ
い
イ
メ
ー
ジ
の
~
凶
作

リ
に
し
て
い
る
マ
析
し
い
ゲ

ー
ム
機
は
で
き
る
だ
け
い
く

呼
人
し
て
、
%
の
安
ボ
に
ハ
ヘ
H

え
る
よ
・
つ
に
M
M
め
て
い
る

ま
た
川
叫
人
円
、
山
山

f
dへ
心
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
行
な

っ
て
お

り
、
ゴ
リ
ラ
い
か
川
か
れ
た
勺

山
の
オ
リ
シ
ナ
ル

T
/

リ
'

な
ど
そ
/
レ
u
ア
/
ト
し
て
い

ゐ
と
川
山
引
の
判
散
を
J

庄一べ

る
ま
た
ロ
ケ
の
竹
川
刷
む

ど
じ
つ
い
て
川
氏
ば
従

E

H
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
は
、

未
成
年
-
V
引
の
山
町
仰
な
と
に
ば

ー
，・、

今回は「大阪 ・ミナミその 1J として鯵波、

千日前周辺のロケを紹介した。牟お上紀以外
の道領事臣、心斎矯周辺のロケは r大阪 ・ミナ

ミその 2J として次回で紹介する予定

•••• 
・

J

咽・
nγ
‘
 

-
d
4
r
る
上
う
に
折
山
下
し
て

い
る
し
、
山
内
九
日
叫
に
ス
-
ア

F

ヵ
ー
な
ど
を
川
勺
て
よ
以
川

右
の
写
真
は
同
底
の
二
階
フ
ロ
ア
ア
ダ
ル
ト
を
対

象
と
し
た
落
ち
着

い
た
雰
囲
気
に
な

っ
て
い
る

'‘ 

，町、

左
の
写
真
は

、ゲ
ー
ム
天
国
ワ
ン
モ
ア
」
の
庖
頭
邸

分

下
の
写
真
は

『
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
千
日
前
庖
」
の

庖
内
で
‘
回
定
客
を
中
心
に
鰍
わ

っ
て
い
る

-
ZE-
-】

dl
 

J

T
d
同

の
ワ

山
内
心
刷
、
川
分
に
メ

タ
ル
γ
|
ム
機
人
ム
リ

氏
は
「
こ
の
界
限
に
片
品
川
悦

が
ト八
き
く
ゲ
l
ム
機
の
問
山

な
ロ
ケ
が
多

い
ー
そ
の
た
め

中i
山
で
は
フ
ロ
ア
を
て
主
る

ど
け
川
川
公
的
に
レ
イ
ア
ウ
ト

し
て
テ
ー
ブ
ル
引
の

T
V
ゲ

ー
ム
機
以
外
に
し
い
ろ
い
ろ

な
機
川
の
ゲ
ー
ム
機
を
ぷ
山

し
て
%
の
ニ

ー
ズ
に
卜
分
に

い九
日え
る
よ
う
に
し
て
い
る

レ
仏
市
川
?ハ
V
.

「ゲ
|
ム
ベ
川
ワ
ン
モ
ア

は
州
法

f
H的
に
あ
り
、
}
こ

か
ら
ほ
ん
の
少
し
州
に
は
迫

H
M
筋
が
、
ま
た
米
へ
少
く

と
山本川八
Mm
出

が

あ

る

同

山

は
約
行
千
十
H

，
け
の
納
長
い
フ

ロ
ア
に
テ
ー
ブ
ル
刷
L
T
V
ゲ

ー
ム
機
を
小
心
に
約
問

l
数

れ
の
ゲ
|
ム
機
を
ぷ
託
。
市吠

前
紡
や
「
日
前
な
ど
に
比
ぺ

る
と
か
な
リ
人
通
り
も
少
な

く
、
同
日
必
%
を
小
心
に
し
た

巡
況
に
な

う
て

い
る
よ
う
だ
。

川
山
の
公
定
川
崎
似
的
伐
卜
時

主
て
で
、
と
く
に
外
ご
ろ
は
， 

る
約
に
川
千
万
，

が
あ
り
、

Iコ
司

I 

「

・

7
b
k川

J

大
刷
¥
ム
け
甲

山
内
小
山
へ
仰

と
人
け
品
川
り
に

T
V
ゲ
ー
ム

機
・
?
ト
敏
行
、

そ
の
他
ア
|

ケ
l
ト
ゲ
ー
ム
機
絞
れ
、
咋川

間
十
数
れ
を
山
川
以
し
て
い
る

ら
の
川
山
の
似
怜
山
m
H
K
は

山
巴

.
L
η
f
ど

Ju--ら
・J
F

J

J

C

l

j

J

 

小
し
に
縦
し
ま
れ
て
い
る
上
う

だ

十

W
川
な
ど
に
は
縦

f

述
れ
や
ア
ベ

ァ
ク
が
多
く
、

と
く
に
紋
近
で
は
火
性
だ
け

の
グ
ル
ー
プ
が
日
伝
っ
て
い

る
。
か
つ
て
は
山
内
に
い
ろ

い
ろ
な
装
飾
物
が
あ
っ

た
が

分
け
て
ほ
し
い
と
ゴ
う
化
怜

容
が
多
く
か
な
リ
減
っ
て
し

と
語
る
。

円
子
生
や
行
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

な
ど
て
ぬ
わ

〉
て

い
る
と
の

-
-
レ
-へ

F
M
は
大
阪

・
ミ
ナ
ミ
そ

の
s

L

と
し
て
側
波
、
「
け
仰

を
小
心
に
総
介
し
た
が
、
ど

の
ロ
ケ
で
'ub介
山
ご
と
の
オ

リ
ジ
ナ
リ
テ
ィ
ー
を
山
す
よ

う
[
仁
八
さ
れ
て
い
る
よ
う
だ
。

な
か
に
は
照
明
な
ど
附
い
ら

の
む
見
ら
れ
る
が
ほ
と
ん
ど

の
病
で
は
健
全
性
に
留
立
し

た
的
発
な
巡
り
宵
を
行
な
っ
て

い
る
よ
う
だ

9

ま
っ
た

ま
た
附

ヨコメニティパーク・ リノ平臼前后 喝区惣波

3・2-35， n641 ・88~1 4>註同7フポロ (n63

1・8055) 0 
戸メ二ティパーク ・リノDal謙信 〈本后〉 鐙

波3・7・4、宏子3・6152 本位 岡上。 困

フフメニティパーク ・リノDa僑后(受色、 所

在比B、m語Is.号、経営苔ともl司上。 g]

yメ=ティパーク・りノ爾沼通后 平臼月日2-

11-13、合643・6853、本往問と。 図

パニック・ザ・ コリラ鎖反3・7・2、n644.4

968、~t1 コンソ')1テッド過程五1m(2l3 

08・5015) 図

メインストリート 平日前2・11・1、怨641・27

32、4'従=附キベヲピタルfsi'lHn672・6780)図

コインピヨコ・カマロ 下己的2.11・5、干臼前

県宝敏5車内、 合643・79?4、4>事1=側沼ヒリー

ス〈合562・7655) 固

;;t;:flJコングランド 下目的f・s・1人大目別会館

2階、 n643・2452、本位=附タイトー (n03

・264・8611) 図

ユニバーサル平目前el 1(<<皮下臼前11・27、温

風ピル、 n643・6131、本位=ユニバーサルリ

ーλ附〈ω・844・2581) 図

ゲーム夫@ワンモ戸鑓波平日前12・6、霊堂64

3・6447、.:is=δ償武男。 11
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2人でも1人でも楽 しめ

ゴルフ/ピンボール

l台で2役。ディスプレイ

D-5 I トラ ンズ‘' ，、、ソf、

高メロディーペット

梯接
砲がよしコアラスペースナイト濯のじゅうたんペルベ，~

るVSシリーズ/最新作効果抜l伴の M.D.システム

動
く
れ
ボ
の
開
突
に
主
を
人

れ
、
盛
附
か
ら
大
阪
へ
止
れ

敵
が
現
わ
れ
た
ら
す
早
く
撃

っ
て
唱
退
す
る

L
D
ゲ

i
ム

向 U雨量
"'::¥ 

' 

:寸法2.0珊 xO.9綱高さ1.2'"
コイ ンシューター2∞円、定員2人

バッテ リ-40AH'2佃 PAT.PENコ
も
人

ど
4

口問{疋

D

禍

3
h
N

縄

嶋

庁

「

E
L

イ

ω
P

き
寸

T

官
同

-
A

タ

P

A
V

L

竹
山
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1

ン
一

法

イ

l

寸

コ

機+
4
 

4
 こども 2人

:寸法2.2鴨 xO，9-、iIiさ 1，8.. 
コイ ンシューター 100円、定員
"'91-27172 PAT， PEND， 

仕織:外繍寸法2.4鴨 X1.4嶋、高さ 1.6 .. 
コインシ:1- ~ - 100円、定員 こども 4人

四 19458PAT. PEND. 
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(10) 第三後鄭便物~I'lゲームマシン第 242号1984年8月15日
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は泉陽とぽりーが担当

F 

ランドプレイ

'例以問T附UGIと
来
リ
物
が
上
列
す
る
。

回
の
作
動
時
間
は
約
三
分
間

で
、
ど
こ
ま
で
登
っ

た
か

一

目
で
わ
か
る
ゲ
ー
ジ
が
付

い

て
い
る
。
料
令
は
二
百
向
。

「
U
F
O
サ
イ
ク
ル
」

H

全
長
訂
附
卜

μ
の
レ
|
ル
の

卜
.
を
、
前
係

一
・
・
八
灯
の
リ

ン
グ
の
形
を
し
た
腐
り
物
が

進
ん
で
い
く
も
の
。
進
行
N

，"、

上の写真(;1:上空から見た会場のようす。手前の郎分にプレイラン下が殺鑑されている

f
・卜

一
世
紀
へ
の
た
び

だ
ち

・
明
日
の
く
ら
し
と
応

業
々
を
テ
ー
マ
に
、
栃
木
県
下

部
自
市
清
原
中
央
公
開

(川川

原
工
業
同
地
内
)
で
七
月
卜

一
.
円
か
ら

「
剖
と
ら
さ
仰
」

か
山
明
大
に
附
似
さ
れ
品
川柑
と

な

っ
て
ね
り
、
川
同
覧
会
の

進
同
地
部
分
を
以
附
興
業
側

(本
社
大
阪
、
山
川
三
郎
社

l
k
)
と
附
は
リ
|
(本
社
以

点
、
中
本
政
入
札
れ
長
)
の

一

社
が
初
当
し
て
い
る
。

、
}
れ
は
栃
木
県
や
下
郡
山

市
の
ほ
か
川
県
山
長
会
、
町

村
会
な
ど
を
吋
体
と
し
た
例

と
ち
さ
内
実
行
吾
川川九五

(委

船
川
品
川
町
川
市V
)

の

i主匹

A 

向
に
向
か

っ
て
二
人
松
ん
て

内
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
リ
、

決
符
か
ペ
タ
ル
を
路
む
と
リ

ン
ク
の
外
側
が
同
り
前
進
、

ブ
レ
ー
キ
は
予
で
減
作
す
る
。

一
一
例
の
料
金
は
二
百
円
。

「
サ
イ
ク
ル
ア
ニ
マ
ル
」

H
全
長
二
百
バ
の
レ

l
ル
の

上
を
、
あ
ひ
る
、
象
、
白
鳥、

う
さ
ぎ
な
ど
の
采
り
物
に
来

っ
て
進
む
幼
児
向
け
の
遊
岡

崎
ぷ
ベ
ダ
ル
を
断
む
と
的

近
す
る

こ
入
品
取
り
の
来
リ

物
が
卜
五
れ
あ
リ
、
利
川
料

全
は
二
耐
円
。

「
ス
カ
イ
ア
ニ
マ
ル
」
H

会
長
二
“
五
十
シ
の
レ
|
ル

に
吊
リ
ト
げ
ら
れ
た
パ
ン
ダ

の
采
り
物
が
、
片
口
を
左
右
に

動
か
し
な
が
ら
進
ん
で
い
く

も
の
匂
間
人
来
リ
の
乗
り
物

が
卜
・
h
hあ
る
。

-
川
川
の
川
吋

川
は
約
問
分
間
で
、

料
金
は

-
-
一
百
円
。

「ス

l
ハ
|
ス
イ
ン
グ
」

H
中
央
の
支
持
代
か
ら
伸
び
た

十
凶
本
の
ア
ー
ム
先
端
の
乗

り
物
(
二
人
乗
り
)
が
支
柱

の
回
転
と
と
も
に
故
大
約
二

l
μ
の
円
を
挑
き
な
が
ら
交

虻
に
振
り
出
さ
れ
る
も
の
。

μμ
は
二
十
八
名
。
一
一
川
の

川
崎
転
時
聞
は
約
・

一分
間
で
、

料
金
は
そ
百
円アーム先場の乗り物が縫園する rスーパースイング』

主
催
に
よ
る

J
U

の
で
、
会

期
は
九
川

l

-
ハ
日
ま
で
の

し
ハ
ト
じ
日
間

で
行
な
わ
れ

て
い
る

同
悼
覧
会

は
ニ
ト

一
世

紀
を
口
の
前

に
し
て
、
明

日
の
く
ら
し

と
品
川
た
は
ど

う
あ
る
べ
き

左
の
写
真
は
「
ア
ス
ト
ロ

U
F
O
L

か
や
』
y
fえ
る

と
と
'u
に

以
気
の
汗
%

と
地
場
産
業

の
振
興
を
図

ろ
う
と
す
る
も
の
。
伺
委
只

会
で
は
こ
の
協
同
覧
会
に
つ

い

て

よ

Hm悶
北
部
に
似
抗
す

る
布
利
な
収
地
条
件
に
加
え
、

川
慣
れ
た
技
術
の

μ述
を
訂
す

る
胤
k
の
小
で
、
ね
克
に
発

以
し
て
き
た
本
山
県
川
ぃ
弘
主
の
安

を
川
和
介
す
る
と
と
む
に
、
新

し
い
時
代
の
や
活
や
そ
れ
を

占
え
る
産
業
の
安
を
、
我
が

悶
の
最
先
端
校
術
を
含
め
て

右
の
写
真
は

『ク
ラ
イ
ム
ス
ネ

1
ル
』

と

コ
刀
ン
パ

レ
カ
パ
〈
ん
』

(左
)

師
、
小
引
乗
物
機
約
問
機
柿

川
十
数
れ
の
ほ
か
ア
ー
ケ
ー

ド
ゲ

i
ム
機
約
三
ト
ム
H

を
附

い
た
ゲ

i
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

が
投
出
さ
れ
て
い
る

L

ま
た
以
ぷ
会
場
は

、
テ
ー

マ
」
、

「
ル
仁
川

・
文
化

「
郡
山

・
的
報
L

の

一
つ
の

ゾ

l
ン
に
分
け
ら
れ
て
プ
卜

の
展
示
館
が
設
置
さ
れ
て
お

り
、
主
催
者
側
で
は

「
皮
-
小

航
の
数
な
ど
か
ら
地
打
レ
ベ

ル
で
の
M
N
覧
会
で
は
紋
大
波

似
の
も
の
も
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
以
ぷ
館
に
は

--
-h

川
ト
川
の
企
業

・
川
体
な
ど

が
先
端
技
術
の
粋
を
鋭
い
A
け

っ
て
二
十

一
陛
紀
の
産
業
、

文
化
を
展
望
し
た
九
純
機
総

を
展
示
し
て
い
る
。

川
博
覧
会
で
三
機
種
が
初
喰
場

サ
イ
ク
ル
噌
施
設
を
多
く
設
問

わ
か
リ
や
す
く
民
..
小
し
た
も

の
t

と
し
て
い
る

会
場
と
な
っ
て
い
る
川
似

中
央
公
同
は
，hH
陣
地
引
に
わ

リ、

ζ

こ
か
ら
鬼
伝
川
を
悩

て
て
日
光

・
w
卯
引
の
迎
山
が、

さ
ら
に
い
附
に
は
抗
波
山
が

一

世
で
き
る
こ
の
一

倍
に
は

岡
県
が
工
場
誘
地
を
呼
び
か

け
て
造
成
し
た

i
業
川
地
が

集
ま

っ
て
お
リ
、
近
い
将
米

に
は
宇
都
火
山
テ
ク
ノ
ポ
リ

ス
の
肢
と
な
る
地
域
で
あ
る
。

附
む
会
場
の
般
地
ぃ
m
Mは

一L
l

じ.力・

一千
千
万

U
で、

ζ

の
っ
ち

l
六
-
力

a

一下
千
万

い叫
が
駐
車
場
の
数
地

(
六

T

i
h台
収
谷
)
に
な
っ
て
い

る
。
同
会
場
内
は
遊
同
地
部

分
の

「
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
」
と

以
ぷ
館
と
に
大
き
く
一
.
分
さ

れ
て
お
り
、
フ
レ
イ
ラ
ン
ド

に
は
大
引
退
同
胞
ぷ
ト
数
機

さ
て
フ
レ
イ
ソ
|
ン
の
ほ

う
だ
か
、
約

一
万

一
F
・
十
ん

γ
の
倣
地
に
ト
数
機
Mm
の
地

附
施
設
が
ぷ
直
さ
れ
て
お
り
、

な
か
で
し
以
附
か
巡
九
日
'
け
し
て

い
る
大
凶
w
U
4

ホ
イ
ー
ル
」

っ
て
い
る
。

ワ
ン
タ

|

r，;Jに

機人
lま3i
Ii'iJヵ、
I'，Ii !I~ 
rzま

-d . 

，.‘ 

( 

「
7

九、
t
l

、

-
d

，F 

， 

a 

上の写真は r回転ボートJ(手前)とrパンドラ』

ー
レ
オ
」

川
形
に
川
り

下
げ
ら
れ
た

フ
-
フ
ン
コ
か

支
牧
の
凶
転

と
と
も
に
遠

心
力
に
よ
リ

外
側
に
大
き

く
川
を
州
き

な
が
ら

M
L私

す
る
も
の

-
入
品
取
り
の

ブ
ラ
ン
コ
が

ニ
ト
判
台
、

二
人
来
り
が
、

八
台
あ
り

定
員
は
阿
ト

名
。

一
一
例
の
逆
転
時
間
は
約

て
分
間
で
、
利
用
料
金
は

a

，

f
Hリ「

サ
イ
ク
ル
モ
ノ
レ
ー
ル
'

H
全
長
・
:
れ
八
ト

γ
の
レ
ー

ル
の
上
を
モ
ノ
レ
ー
ル
に
つ

い
た
ペ
ダ
ル
を
踏
ぎ
な
が
ら

進
む
も
の
で
、
ア
Y

プ
ダ
ウ

ン
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
る
。
二
人
采

り
の
モ
ノ
レ
ー
ル
が
-
て
よ
け

投
出
さ
れ
て
い
る
。
料
全
は

ご

:h
判
。

「
ア
ス
ト

U
U
F
O
」
H

ロ
ケ

ッ
ト
の
形
を
し
た
ぷ
叫
れ

か
ら
仰
び
て
い
る
ア

l
ム
の

/ 

上の写真は同情覧会で初霊場した rUFOサイクル』

‘ 

立JIII・I:._

「
制
似
ポ

l
ト
」
H
水
栴

内
を
し
ハ
れ
の
ポ

l
ト
が
水
し

ぶ
き
を
-K
げ
な
が
ら
杭
川
す

る
む
の
。
一

れ
の
ボ
ー
ト
に

八
人
が
来
れ
、

。ハ化リ
N
は
附
卜

巡
転
時
間
は
約
二
分

科
全
は
こ
れ
川

「
ガ
ン
パ
レ
カ
パ
く
ん
」

H
エ
ア
ー
ク

ッ
シ
ョ
ン
准
具

て
半
日
は
卜
・h
名
。
一

一凶の

遊
戯
時
川
は
約
五
分
間
で
、

料
金
は
行
問
。

「
フ
ァ
ン
ハ
ウ
ス
」

H
館

内
一

杯
に
恐
怖
と
メ
ル
ヘ
ン

を
盛
り
込
ん
だ
お
化
け
尿
敷

で、

利
用
料
品
収
は
二
百
円
。

ニ
の
は
か
ゲ

1
ム
出
聞
は
約

一ぺ
1
・千
万
れ
の

「
ゲ
l
ム
コ

ー
ナ
ー
」
に

T
V
ゲ
|
ム
機

十
托
ム
H

(

そ
の
う
ち
テ
ー
ブ

ル
型
が
十
ムH
)

、
そ
の
他
ア

ー
ケ
ー
ド
機

を
寸
数
台
設

置
。
ま
た
小

型
采
物
機
は

トム
n
の
バ
ッ

テ
リ
ー
ヵ
ー

と
、
ゲ
ー
ム

コ
ー
ナ
ー
の

山
川
に
定
位

削
わ
い
な
ど
の
来

り
物
機
を
十

二
台
設
置
し

て
い
る
。

以
上
が
泉

肌
聞
が
遂
九
百
す

る
遊
間
施
設

だ
が
、
ど
ち

ら
か
と
パ
う

と
ス
リ
ル
ラ

先
端
に
阿
線
形
の
来
リ
物
が

あ
り
、
こ
れ
が
支
い
れ
の
同
転

と
と
も
に
大
き
な
刊
を
焔
き

な
が
ら
品
川
川
す
る
も
の
岐

川
中
、
来
%
が
ハ
ン
ド
ル
抜

作
に
よ
っ
て
向
山
に
外
降
で

き
る
。

三
人
来
り
の

U
F
O

が
十
二
台
あ
り
、
定
員
は
三

十
・ハ
名
。
逆
転
時
間
は

一
回

約
三
分
間
で
、
料
品
世
は
二
百

B
IJ

。

H~J 八
で名

動物の形をした幼児向け乗り物の 「サイクルアニ"7)1-J 

ブランコが円を繍きながら綻因する rスーパーレオ』

同I尊覧会の呼び物のーっとなっている大観覧
車「ワンダーホイ司JレJ

2手{l 

F 

，、

ン
フ
3

ヨ

吋
叫

、y
H
M

一
U
J

イ

飽

。h
H

ラ

グ

ブ
格

凡

ツ
価

一

戸

。ホ

" 
ミミ

ドルアーガの繕

ドルフフーガの洛
カーニバルルーレツト

"と2町

肯f士ヰ離肯

i喝さし460X幅625X奥行420(単位。""，) 

:宅4相 If.J工ACIOOV、 i肖賢官芭カ IIOW、周波紋

50・60山'W91-16371

マ(普)
マ {ミドリ)

マ(赤)

10円硬貨、叉はメダルを投入して下 さい。

回転向盤上の好みの色叡字を選んで、スタートボタンを

押して下さい。

同じ色数字に4枚までかけられます。

選んだ色叡字と外周ランプガ合えば、配当表に表示され

た枚紋のメダルガ払い出されます。

この時、外周ランプに星マークガある場合は、配当衰の

メダル払い出しの他に、 ボーナスとして右記の枚敏で

メダルガ払い出されます。

-メタルゲーム機の設置運営にっさ正して

(草、「メタルゲーム15詰運営器準J あるいは

rNAO終併1訂事十J を遵守して下さい
干547大阪市平野区長吉川辺3丁目8番51号

(06)799四 2281(代表)

r、

F、手塚商会
〒663兵l市 ~If，i'l; '8 iIi' ~':j ;終日IIf16-15 T E L 0798-66-0811(代)

コスモスワット
定価 980，000円

128，000円

~ • 

新発売//

PCBキット価格

ギャプラス
釘評発売中/

PCBキット価格

128，000円

私たちはギャンブル機や コピー機のない、

健全な AM昔融界をめざし ています。
たゆまぬ努力で正しいコースを

TEL. 

( 11 ) 1984年8月15日

のた H:上八 H 設機覧ニサイてのイ の名六ゴl*族ら -1圭高て会
。来をに本無 .1ま純会マイムい大|同述 。fIン蛇i!I!の養六が設の

決りカド11の台ク次 。でルクスる型ル社転料でドの tl桃高二 七 置呼
千博物タぴ支 中 ラの同初 」 ルネが遊」で時金 、ラダ1Jや め い ・十さび
ががツて牧 央イ と 1'1:めの '- 1 、聞のは lH1は定はをアは 観 五 ifれも
ぺ設ムおがの ムお 運て 二..ルと胞は「 は 五 H/， 作 ベす覧 lfあ た の
夕食 つ リ 1) そ太 スり 営笠 機 サ '- <設か ワ 4tJIEiは 人 つツぱ Iド) りも の
ルての 、れ い ネ。の場 附 イ ，にを約 ンイー川 二 点てクら。 束 ( の ー
をい Jf~ そぞ 校| 遊しはク u o 設十 ダ 五で I'iりいなし I.;J日闘 でつ
lI'lfくをめれかル 閑 た 1，iJル F ク置 機 |分 ー ト=.Q ど〈機 本 転 、と
む もし支地ら L }j(ti新時ア O ラし純ホ問 問 六 十 。が家かで直全し



(12) 第三純郵i険物認可
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， -

右
の
写
真
は
恐
怖
と
メ
ル
ヘ
ン
が

杯
の
「
フ
ァ

ン
ハ
ウ
ス
」

イ
ド
機
の
設
置
は
少
な
く
、

乗
客
が
ペ
ダ
ル
を
踏
ん
で
繰

作
す
る
サ
イ
ク
ル
も
の
の
機

種
が
多
く
な
っ
て
い

る
。
ま

、〆

た
同
社
で
は
こ
れ
ら
の
ほ
か
、

〆

プ
レ
イ
ラ
ン
ド
の

一
角
に
間

三

社
の
遊
凶
施
設
を
パ
ネ
ル
や

マ

模
型
な
ど
で
展
示
し
て
い
る
。

込

展
示
さ
れ
て
い
る
施
設
は
①

J

グ
レ
ー
ト
ポ
セ
イ
ド
ン
、
②

一

ス
ー
パ
ー
ス
イ
ン
グ
、
③
オ

;

|
ト
チ
ェ
ア
、

④
円
型
造
波

，r
d

プ
ー
ル
、
⑤
ア
ト
ミ
ッ
ク
コ

ー
ス
タ
ー
、
⑥
ミ
ニ
レ

l
ル、

一⑦
テ
ク
ノ
コ
ス
モ
ス
の
七
機

一種
。

こ
の
う
ち
⑤
ま
で
は
従

一来
機
で
、
⑥
と
⑦
は
お
っ
く

一ば
博
則
に
開
発
し
た
新
製
品

一と
な
っ
て

い
る
。

一

ま
た
プ
レ
イ
ラ
ン
ド
て
は

号

一ぽ
り
ー
が
三
機
殺
の
遊
園
地

仁
一
設
を
運
営
し
て
お
り
、
そ
れ

2
一ら
は
次
の
と
お
り
。

第

一

「
ち
び

っ
子
広
場
」

H
森

の
国
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
か
ら
き

た
大
型
木
製
遊
具
を
設
置
し

た
も
の
で
、
入
困
者
は
登
る
、

駆
け
る
、
滑
る
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
健
康
的
な
遊
び
が
行
な

え
る
広
場
。
主
な
遊
具
と
し

て
「
風
車
セ
ッ
ト
」

「
キ
ャ

プ
テ
ン
」
「
ス
ウ
ィ
ン
グ
セ

ッ
ト
」
「
家
と
す
べ
り
台
」

「
ス
ト
|
ラ
ン
ド
」

「
仲
よ

な
ど
の
ほ
か
、
組

1984年8月15日

し
元
気
」

，ー、

調、

• 

第三締郵便物忽pJ

q 

る
。
④
「
ス
タ
ン
プ
ロ
ボ
ッ

ト
ラ
ル
ゴ
」
H
右
手
に
久
タ

ン
プ
、
左
手
に
ス
タ
ン
プ
ム
口

ゲームマシン

を

ド

ト

明昌はプレイラン

84TOKYOひかり博(池袋)

ナムコがバボッ

第242号(13) 1 984年8月15日

展社側ト中にで五 |導
示長(を 村修1<)閥十位 「
す ) 木出掛iナ催八 会 84
るが社品 t波ムさ日 L T 
と A 大 、社コれ間が O
と M 阪明長(て、七 K
もロ、品 ) 本お来月 Y
にボ |吋 特が社 1) 京七 O
プッ本殊ノ〈束、 ・ 日ひ
レ 卜 畠産ボ京こ池かか
イを!現業ツ、れ袋らり

が
二
十
五
J

H
M

。
全
部
で

二
十
五
台
設

置
さ
れ
て
お

り
、

一
回
の

料
金
は
三
百

刀
s

。

(
と
ち
ぎ

2
0
0
1
年

p
a

r
t
-
、
p
a
r
t
H
)
と
、

下の写真はバッテリーカーのコー

ナー(手前)とアーケード機を設

置 した 「ゲームコーナーJ

中
央
の
フ
ユ

|
チ
ャ

l
イ
メ

ー
ジ
ド
ー
ム
に
分
か
れ
て
い

る
。
展
示
ゾ

l
ン
で
は
過
ホ
・

現
化

・
未
来
を
わ
か
り
や
す

く
紹
介
、
ま
た
フ
ユ
|
チ
ャ

l
イ
メ
ー
ジ
ド

l
ム
は
、
映

像
と
光
と
音
を
駆
使
し
て
未

来
の
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し
て

「
バ
ン
ド

ラ
」

H
三
層

状
に
パ
イ
プ

を
組
み
合
わ

せ
、
そ
の
外

側
を
ビ
ニ
ー

ル
で
覆
っ
た

施
設
で
、
建

て
物
の
中
に

い
ろ
ん
な
形

の
通
路
が
あ

途
巾
に
は
ボ

l
ル

や
エ
ア
ー
ク

ッ
シ
ョ
ン
遊
具

な
ど
が
置
か
れ
て
い
て
自
由

に
遊
べ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

る
。
入
場
料
は
十
分
間
二
白

い
る
。

「
キ
ャ
ン
ナ
ム
レ
ー
サ
ー
」

H
ゴ
l
カ
l
ト
で
最
高
時
速

「
伸
び
ゆ
く
工
業
館
」

繊
維
、
建
具
、
石
材
な
ど
着

突
に
発
展
し
て
き
た
岡
県
の

地
場
産
業
の
姿
を
紹
介
。
同

館
入
口
に
は
三
ム
ロ
の
産
業
用

組
立
て
ロ
ボ
ッ
ト
が
ラ
イ
ン

ダ
ン
ス
を
踊
り
な
が
ら
入
場

等
を
迎
、
え
る
。

シ
ン
ボ
ル
ゾ

ー
ン
に
は
ロ
ボ

ッ
ト
と
玩
具

が
一
杯
で
、

ロ
ボ

ッ
ト

コ
ー

ナ
ー
で
は
産
業
用
ロ
ボ
ッ
ト

と
ゴ

リ
ラ
と
そ
っ
く
り
な
動

き
を
す
る
メ
カ
ゴ
リ
ラ
が
、

幹
快
な
リ
ズ
ム
に
の
っ
て
マ

ジ
y
ク
シ
ョ
ー
を
笑
演
す
え

ま
た
玩
具
コ
ー
ナ
ー
で
は
パ

ン
ダ
イ
、
エ
ポ
ッ
ク
、
ト
ミ

ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
パ
ソ
コ
ン

な
ど
が
自
由
に
遊
べ
る
実
演

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

λ
%
 「

や
す
ら
ぎ
ラ
ン
ド
」
H

日
本
専
売一
公
社
の
出
展
で
、

入
館
者
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
記

会時j配 信 図

本
セ
ッ
ト
や
ベ
ン
チ
な
ど
も

設
置
さ
れ
て

い
る
。
入
場
料

は
時
間
に
関
係
な
く
三
百
円

と
な
っ
て
い
る
。

る
も
の
。

yレ

で
は
最
大
の
規
模

ン
に
二
十
の
展
示

地
方
レ
べ

三
つ
の
ゾ

i

き
て
一
方
の
展
示
部

が
、

「
テ
l
マ
ゾ

i
ン

追
っ
、

「
生
活

・
文
化

ン
」
に
九
つ
、

「
都
市

報
ゾ

l
ン
」
に
六
つ
の

館
が
設
置
さ
れ
て
い
る

そ
れ
ら
の
主
な
も
の
は

ゾ 」 分

I Iこ だ

と
お
り
。

「
と
ち
ぎ
二
十

一
世
紀
館
」

H
同
博
覧
会
の
テ
ー
マ
館
。

巨
大
な
ド

l
ム
と
そ
れ
を
取

り
聞
む
二
つ
め
巨
大
な
ボ
ッ

ク
ス
と
で
桃
成
さ
れ
て
お
り
、

館
内
は
左
右
の
展
示
ゾ
ー
ン

ζ宮市鶴
lイベントE圃

プレイランド

次が展
の、示 i育

念
タ
バ
コ
の
製

珍
し
い
喫
煙
具

l
ク
ラ
フ
ト

の
展
示
を
行
な

作
笑
演
や
、

獄
、
ぺ
|
パ

出
の
芸
術
白
川

っ
て
い
る
。

413 
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右
の
写
真
は
『
コ
カ
コ
l
ラ
・

メ
ル
ヘ
ン
パ

ー
ク
」
の
よ
う
す

，・‘

へ

へ

マ1
f伸びゆく工繁館J に設置されている玩具コーナーのようす

を
持
っ
た
ロ

ボ
ッ
ト
で
、

が
ら
タ
ル
に
来
る
。
⑦
「
ラ

ジ
コ
ン
ロ
ボ
ッ
ト
サ
ン
ダ
ユ

ウ」

H
両
手
と
頭
部
に
そ
れ

ぞ
れ
マ
イ
ク
を
持
っ
た
ロ
ボ

ッ
ト
で
、
来
場
者
と
会
話
を

行
な
う
。

「
コ
カ

・

『伸
び
ゆ
く
工
業
館
」
の
ロ
ボ
ッ

ト
コ
ー
ナ
ー

a-a・
哩
圃司

ス
イ
ッ
チ
を

入
れ
る
と
ス

タ
ン
プ
を
川
押

し
て
く
れ
る
。

⑤
「
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
ロ
ボ

コ
ー
ラ
メ
ル
ヘ

ン
パ

l
ク
」
H

O
ふ
れ
あ
い

の
森
。
を
テ

l
マ
に
し
た
も

の
。
総
の
芝
を
敷
き
、
そ
の

上
に
き
わ
や
か
な
木
陰
と
ベ

ン
チ
、
売
仲
間
な
ど
を
設
置
し

て
い
る
。
と
く
に
間
パ

l
ク

の
木
立
の
中
に
は
人
の
顔
を

造
形
し
だ
「
笑
う
木
」
が
あ

り
、
セ
ン
サ
ー
に
よ
り
「
ワ

ハ
ハ

」

「
ニ
コ
ツ
」
「
ク
ス

ツ
」
な
ど
の
芦
を
出
す
。

「ふ
れ
あ
い
の
エ
レ
ク
ト

ロ
ニ
ク
ス
館
」

H
松
下
電
器
、

日
本
電
気
な
ど
六
社
の
出
展

で
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を

駆
使
し
た
超
先
端
技
術
や
ニ

ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
紹
介
。
そ

れ
ぞ
れ
M
S
X
パ
ソ
コ
ン
、

ワ
ー
プ
ロ
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ

ー
、
グ
ラ
フ
ィ

ッ
ク
、
ビ
デ
オ

11 

右

ツ

L
E」

手
に
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
吸

い
つ
け
て
、

来
場
者
に
パ

ン
フ
レ
ッ
ト

ヲ/

を
波
し
て
く

れ
る
ロ
ボ
ッ

ト
。
⑥
「
タ

ル
乗
り
ピ
エ

ロ
」
H
前
後
に
こ
ろ
が
る
タ

ル
の
上
に
来
っ
た
ピ
エ
ロ
が

上
手
に
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な

，・、

パ
ス
タ
l
E
7ゐ

思想咽

ま
た
同
館
に
は
附
ナ
ム
コ
(
本

初
東
京
、
中
村
雅
哉
社
長
)

製
の

A
M
ロ
ボ
ッ
ト
が
数
機

純
出
回
附
さ
れ
て
お
り
、
こ
こ

を
訪
れ
る
家
族
巡
れ
な
ど
に

長
ば
れ
て
い
る
。
展
示
さ
れ

て
い
る

A
M
ロ
ボ
ッ
ト
は
次

「やすらぎラン ドJ の中にあるナムコの AMロボッ ト

の
と
お
り
。

①
「
サ
ー
カ
ス
楽
団
」

H

五
つ
の
ロ

ボ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ

れ
ギ
タ

i
、
筒
、
ラ
ッ
パ
な

ど
を
持
っ
て
お
り
、
リ
ズ
ム

を
と
り
な
が
ら
演
奏
す
る
。

②
「
オ
ミ
コ
シ
か
つ
ぎ
」

H

四
台
の
ロ
ボ
ッ
ト
が
そ
れ
ぞ

れ

一
輪
車
に
来
っ
て
、
オ
ミ

コ
シ
を
か
つ
ぎ
な
が
ら
ぐ
る

ぐ
る
と
円
を
由
る
。
③
「
怪

カ
ロ
ボ
ッ
ト
」
H
両
手
に
パ

i
ベ
ル
を
下
げ
た
ロ
ボ
ッ

ト

て
、
胸
の
ラ
ン
プ
が
つ
く
と

重
い
パ

l
ベ
ル
を
持
ち
上
げ

ラ
ン
ド
も
担
当
し
て
い
る
。

同
博
覧
会
は

J
V
と
と
科

学
の
対
話
|
|
朔
べ
あ
な
た

の
幻
世
紀
H

を
テ
ー
マ
と
し

て
お
り
、
ひ
か
り
凶
覧
会
の

ネ
ー
ミ
ン
グ
は
電
子
か
ら
光

子
の
時
代
へ
の

H

ひ
か
り
。

と
、
未
来
に
光
を
求
め
て
の

H

ひ
か
り
H

を
合
わ
せ
た
も

の
。会

場
の
敷
地
は
延
べ
約
一

万
平
方
幻
で
、
約
四
十
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
が
あ
り
こ
こ

に
八
十
二
の
企
業
、
団
体
が

最
新
科
学
技
術
を
紹
介
し
て

い
る
。

ナ
ム
コ
は

H

空
気
膜
ロ
ボ

ッ
ト
の
楽
し
い
世
界
が
を
テ

ー
マ
と
し
た
「
ろ
ぽ
っ
と
じ

千
ん
ぐ
る
」
に
パ
ボ

ッ
ト
(空

気
膜
ロ
ボ
ッ

ト
)
を
数
機
極

展
示
、
実
泌
し
て
い
る
。

出

回
附
さ
れ
て
い
る
の
は
①
ス
テ

ゴ
ザ
ウ
ル
ス
、
②
プ
ロ
ン
ト

ザ
ウ
ル
ス
、
③
チ
ラ
ノ
ザ
ウ

ル
ス
な
ど
の
恐
竜
と
④
象、

⑤
ゴ
リ
ラ
の
五
機
縫
で
、
そ

れ
ぞ
れ
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
動
き

を
行
な
い
入
場
者
を
喜
ば
せ

て
い
る
。

一
方
明
昌
で
は

る
ロ
ポ

y
ト
天
国
H

を

テ

!

?
と
す
る
「
ロ
ボ
ッ
ト
ピ
ア
」

に
A
M
ロ
ボ
ッ
ト
「
ス
ー
パ

ー
メ
カ
ロ
ボ

y
ト
」
と
「
ミ

ス

・
デ
ィ
ス
コ
」
の
二
機
M
慨

を
展
示
し
て
い
る
。
ま
た
こ

の
ゾ
!
ン
に
は
同
社
以
外
の

A
M
ロ
ボ
ッ
ト
を
は
じ
め
、

尚
業
用
、
サ
ー
ビ
ス
用
な
ど

の
各
般
ロ
ボ
ッ
ト
が
多
数
展

示
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
明
呂
で
は
遊
闘
地
「
ひ

か
り
ラ
ン
ド
」
を
運
営
し
て

お
り
、
こ
こ
に
数
多
く
の
遊

戯
地
設
を
設
置
し
て
い
る
。

大
引
地
設
と
し
て
は
、
ゴ
リ

ラ
や
ク
マ
な
ど
の
形
を
し
た

ロ
ボ
ッ

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
山
本
総

を
持
っ
て
お
り
、
り
ズ
ム
に

合
わ
せ
て
，削
炎
を
行
な
う
「
ア

ニ
マ
ル
バ
ン
ド
」
や
ス
リ
ル

と
サ
ス
ペ
ン
ス
が
い

っ
ぱ
い

の

「
ス
リ
ラ
ー
館
」
の
二
機

位
。
ま
た
光
総
統
を
使
っ
た

「
シ
ュ

l
テ
ィ
ン
グ
ギ
ャ
ラ

「
ダ
l
ト
」
や
愉

校
げ
を
す
る
カ
ー
ニ
バ
ル
コ

ー
ナ
ー
、
約
三
卜
れ
の
ア
ー

ケ
ー
ド
機
を
設
相
似
し
た
ゲ
ー

ム
コ
ー
ナ
ー
、

占ハ
ム
け
の
小
刑
十

点
リ
物
機
を
設
置
し
た
来
り

物
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が
あ
る
。

こ
の
ほ
か
川
会
場
で
は
別

々
に
似
彩
し
た
こ
っ
以
L
し
の

映
像
を

-
つ
の
回
附
に
合
成

す
る
「
ク
ロ
マ
キ
|
シ
ア
タ

ー
」
、
マ

ジ
ッ
ク
ミ
ラ
|
ハ

ウ
ス
、
各
純
正
チ
技
術
な
ど

も
初
介
さ
れ
て
い
る
。

H

夢
を
一拍
聞

j 
ひかり博会場にて、上の写真はナムコが出品した「パポ y ト却

下の写真は明昌が遥営を担当する rひかりらんどJ のようす

ゐ

「ふれあいのエレクト ロニクス館』にある松下電器の小間

デ
ィ
ス
ク
な
ど
を
展
示
、

演
し
て
い
る
。

「
エ
ネ
ル
、
キ

l
-
フ
ァ
ン

タ
ジ
ア
」
H

砂
エ
ネ
ル
ギ
ー

が
創
る
豊
か
な
社
会

・
そ
の

米
米
u

を
テ
ー

マ
に
、
生
命

と
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
あ
る

か、街
H

に
住
む
魚
た
ち
の
さ

ま
ざ
ま
な
生
態
を
、
3
D
(
超

立
体
映
像
)
を
使
っ
て
紹
介

し
て
い
る
。

な
お
同
博
覧
会
場
に
は
こ

れ
ら
展
示
館
の
ほ
か
イ
ベ
ン

ト
広
場
が
設
置
さ
れ
て
い
る
。

本
絡
的
な
シ

ョ
ー
が
で
き
る

ス
テ
ー
ジ
、
コ
ン
サ
ー
ト
ホ

ー
ル
並
み
の
音
響
装
置
を
備

え
て
お
り
、
収
容
人
数
は
二

千
人
。
六
十
七
日
聞
の
会
期

を
過
し
て
紛
臼
盛
り
だ
く
さ

ん
の
催
し
物
が
く
り
広
げ
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
博
覧

会
周
に
イ
メ
ー
ジ
ソ
ン
グ
「
来

来
へ
ド
リ
l
ミ
ン
」
が
制
作

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
岡
県

出
身
の
歌
手

・
高
橋
み
ゆ
き

さ
ん
が
歌
っ
て
み
囲
気
を
盛

り
上
げ
て
い
る
。

主
催
者
側
で
は
会
期
中
の

入
場
者
数
を

「一

H
二
万
人

を
め
ど
と
し
て
恒
三
十
万
人

を
見
込
ん
で
お
り
、
と
く
に

会
期
後
半
の
夏
休
み
に
は
桐

当
な
入
場
れ
の
附
加
が
期
待

で
き
る
」
と
し
て
い
る
。

実

一
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スチール

プレイフィールド中央で

親しみ感じるトランプ遊び

プレイヤーの要望を満だす

最新4PフリツIi-

オフ宇ンヴス

PYRAMID 

フラックピラミッド

謎の古代伝説めぐり

数々のフィーチャーグ

色鮮かなスウインク ・

ターゲツト、スペル戸ウ

トで高得点の

チャンス

BLACK GIANT JACKPOT 

ジャイアント
ジャッタポット

日本で初登場/

(オーソドックスな

スロットマシン)

電子回路採用

最高6枚賭け

最高1万般ベイ戸ウト

p、

好
み
の
色
を
選
ぴ
ス
タ
ー
ト

ル
ー
レ
ッ
ト
の
感
触
を
+
/
-

メタルゲーム般の段鑑運営につきましては rメ

ダルゲーム場運営基準J を守ってご使用下さい。

CARNIVAL ROULETTE 

ロー ドランナー

24面に繰り広げるコマン

ダ一対番兵の宝の争奪戦

LODE 

話

ム

塔

司、一

の

作

ぷ

ガ

操
イ
じ

一
を
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演

ア
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レ

騎
~
割
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E

役

f
金
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賞
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2人でも 1人でも楽しめ
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クラッシャーバイクのツインビームで敵のバイクを撃破しながら、無限軌道をつき

進むゲーム。軌道上には、ジャンプスポットやパワーゾーン・障害物ゾーン等があ

り、常に変化している。そして、パ一ミリアン I・バ一ミリアンE等強烈な敵が次

から次へと攻撃をしかけてくる…走行ラインの選択と高度なレバー操作・瞬間の判

WER3つのテクニック

が出来るか.A/ける

マッド・クラッシャー

こまで

，晶、

d 

v 

各
種
サ
イ
ズ
の
メ
ダ
ル
払
出
し
が
簡
単
に
選
択
設
定

で
き
る
最
新
鋭
高
速
メ
ダ
ル
貸
機
(
メ
ダ
ル
貸
出
し
四
秒
)

、
•• 

J
 

向
《
UP

 
D
 

，，E
、

若さでチャレンジ

スポーツしよう

W町官RMATCtr 

11.' 

eも

-
一、

0
0
0円
札
{
新
札
に
も
対
応
)
、
五

O
O円

{札、
硬
貨
)一

O
O円
硬
貨
で
メ
ダ
ル
貸
出
。

-
メ
ダ
ル
の
収
納
紋
数
は
三

O
、
0
0
0牧
と
大
容
埼

iA 

セガ・メタル貨

|セガ・ウォーターマ yチ

! 新紙幣にも対応の紙幣識別機搭載 ~

-
使
用
貨
幣
は
便
利
な

4
ウ
ェ
イ
・
タ
イ
プ

ー
ー

一、

0
0
0円
札
(
新
札
に
も
対
応
)
・

五
O
O門
札
/
五
O
O円
・
一
O
O
円
硬

貨
。

・
高
性
能
ホ
ッ
パ
ー
を
ニ
基
洛
載
、

円
・
五

O
円
硬
貨
を
払
い
出
し
。

(DP-l7) 

一O
O

セガ・

.、
d 

一2

(DP-07) 

.1，000円札(新札にも対応)、

500円硬貨を100円硬貨に両替。

・両替用100円硬貨は1，800枚収納。

・マイコン制御の自己診断機能で

作動状態をひとめて'確H'.。

ー

厚司

人表理手fビデオゲ戸ム
フ¥.-lV"

• 

セガ・

• 

踊
り
お
わ
る
と
シ
ル
ク
ハ
ッ

ト
は

ど
う
な
ら
ぷ

メダルゲーム恨の段圏週嘗につき ましτは

『メダルゲーム場遭1IU5..J"'1'ってニ慣用下幸い

DAnClnGH師 TM

• 
圃圃 I，I， 

1・

• • 

断が高得点につながる。
A 

、... 

マッド・クラッシャ-3大テクニツク

パワースポットに入れば、パワーと
スピードが増す。パワーアップ時に
は、 体当りで敵や障害物をやっつけ
る事が出来る。
スピードが増すのでジャンプのタイ
ミングに注意。

Ttf二

若手グ

曹司~

ι〆'

.-、，

なります。つきましては、これらの行為のないよう充分にご注

意賜わり業界の秩序維持、健令な発展のために朽様のご協力を

お願い申し上げます。

Ilrl利159年6月
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崎英 士
ロ

本
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日

代表取締役

新

株式会社

株式会社

開発 ・製造

売販
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東京 支 宿 東 京 都 台 東 区 浅 草 偽5・4・4シAエル秋鉱隊〒111含 (03)866・6175;ft
福岡営業所徳岡市博多区1時多駅東3T白3・16川j情ピJレ304号宇812宮 (092)471-8612-3 

東大阪営機所 買巨大阪市吉回7・2・35ホワイトシャトー1倒〒578君 (0729)65-0533 

3043 Kashiwa 51r帥1.To時間e.CalifOrll'd 90505 Phone.(213)539・2744

まま新日本企画
SNK ELECTRONICS CORP. 

， 

-凶・・w・伺砂.州・・ν・・Þ...・・ν・・v・得b・州島・凶・・v・伺v・・V・A・'.~・・ν・・ν・・v・・ν・・ν・・ν・・v・得b・同・・μ・・ν・

ジャンプ ・スポットは、タイミング
が全て、ジャンプ距離を伸すと高得
点になる。
ジャンピングを使って敵から避ける
事もテクニックのひとつだ11

て、前方の敵
迫って来る

レー

hx 
aa 

森

礼札
uuK
は
N
A
O
の
九
州

文
相
岬
U
H
と
し
て
九
州
の
ま
と

め
役
を
し
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
が
、
以
近
の
業
界
の
関

心
事
t
ζ

・百
・
え
ば
、
や
は
り
風

営
法
改
正
問
題
だ

t
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
ま
ず
九
州
各

地
の
符
さ
ん
の
戸
や
、
社
長

の
お
立
場
か
ら
の
ご
意
見
な

ど
を
お
聞
か
せ
師
聞
え
た
ら
:・
。

原
因

こ
の
問
題
は
、
こ
こ

.
需
の
大
き
な
問
題
で
す
。

吋
初
か
ら
、
回
棋
制
を
受
り
る

と
い
う
・
了
と
で
訴
が
き
て
い

る
も
の
で
す
か
ら
、
九
州
の

門
川
業
私
自
の
符
さ
ん
も
い
ろ
い

ろ
心
配
し
て
い
る
沢
で
:

た
だ
、
孜
々
は

N
A
O
の
会

日
以
で
す
か
ら
弘

t
し
で
も
中

央
で
の
会
設
の
相
抑
止
け
や
ら
抑

制
限
を
持
ち
川
市
り
、
皆
さ
ん
と

協
ぷ
を
し
な
が
・
匂
今
後
の
対

策
を
立
て
て
い
・
』
う
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。
さ
し
当
つ
て

は
、
具
体
的
に

こ
の
法
案
が
、

い
つ
、
ど
の
よ
-フ
な
形
で
辿

り
実
絡
さ
れ
る
の
か
、

t
い

う
こ

t
が
、
現
時
点
で
の
我

々
の

一
書
の
関
心
事
で
、
そ

の
前
に
我
々
の
業
界
仁
規
制

の
波
が
か
か
っ
て
こ
な
い
よ

う
な
↑
刀
法
を
考
え
た
り
反
対

述
動
を
展
開
し
よ
う
、
と
い

う

t
-』
ろ
が
本
意
だ

t
思
い

ま
す
。
九
州
は
こ
の
問
題
に

つ
い
て
は
絶
対
反
対
の
戸
が

川
倒
的
に
多
く
、

f

叱
爪
に
巾

し
上
げ
れ
ば
N
A
O
の
行
き

万
に
は
r
中
湖
で
あ
る
と
い
う

F
部
か
ら
の
つ
き
あ
げ
と
、

微
々
な
彼
触
か
ら
山
中
央
の
怜

郊
の
打
点
む
-MM
し
が
つ
く
、

そ
ん
な
山
中
間
的
な
屯
場
で
、

い
ろ
い
ろ
苦
慮
し
て
い
ま
す
。

森

今
後
ら
し
、

ζ

の
法
案

が
実
胞
さ
れ
る
と
し
た
川
場
合
、

業
者
は
各
県
て
川
町
容
や
そ
の

均
速
と
げ
中
川
H

い
な
り
肝
衡
を

|

J

J

t

i

t

i

J

 

持
つ
-
-
と
に
な
る
と
思
う
の

で
す
が
、
そ
の
辺
の
け川策、

対
応
は
・
ど
う
な
ん
で
し
ょ
・
三

原
因

品
、
の
術
的
と
し
て
九

州
で
は
.
応
、
件
以
ご
と
に

窓
日
念
品
叫
ん
必
し
ま
し
て
.
そ

-
-
を
岨
し
て
外
川
以
帆
げ
防
川
出
品

e

i

!

I

l

-

-

に
刈
し
泌
総
行
の
似
合
に
は

伐
々

の
P
Jえ
点
、
幻
浜
市
民
勢
、

そ
の
他
日
パ
体
的
な
山
市
営
も
っ

て
ご
相
淡
に
あ
が
り
ま
す
か

ら
;
:
・

t
却
は
泌
じ
で
あ
り

ま
す
。
そ
の
判明
A
H
の
窓
川
は
、

N
A
O
の
ド
部
組
織
と
い
う

こ
と
で
は
な
し
に
、
同
業
者

組
A
H
t
-
円
い
ま
す
か
健
全
業

者
の
集
ま
り
と
い
う
形
て
、

今
よ
り
も
う
少
し
予
を
拡
げ

た
万
向
、
で
と
り
あ
え
ず
進
め

て
お
り
ま
す
。
で
す
が
、
在
行

川
町
の
ま
と
め
役
に
は

N
A
O

の
怜
却
の
十
々
々
が
中
ー

っ
て
お

ら
れ
ま
す
の
で
、

N
A
O
の

与
え
み
が
あ
る
れ
ば
い
以
映
さ

れ
る
と
忠
わ
れ
ま
す
。
射
実

に
な
っ
た
場
介
、
川
町
ご
と
に

行
政
ト
.
の

mm吋
の
泌
い
な

E

レ
ろ
い
ろ
な
料
株
ケ
ー
ス
が

山
て
〈
る
懸
念
が
あ
り
ま
す

が
、
九
州
の
場
合
は
押
さ
ん

協
訓
性
が
あ
り
ま
す
か
ら
、

全
体
が
水
制
で
き
る
形
に
な

る
だ
ろ
う
と
P
Jえ
て
お
り
ま

す
。
た
だ
し
ぶ
解
の
な

い
よ

う
に
ゆ
し
卜
げ
て
お
き
ま
す

が
‘
我

々
は
什得
本
的
に
は
ニ

の
法
案
じ
つ

い
て
絶
対
反
対

t
い
う
立
場
で
す
。
な
い
方

が
い
い
が
大
μ

附
提
で
す
が
、

流
れ
の
小
で
の
対
処
対
応

t

い
う
こ
と
で

ニ
め
の
準
備
を

し
て

い
る
と
い
う
こ
と
で
す。

森

法
案
を
け
ん
ま
す
と
、
孜

々
か
ら
は
縦
間
だ
ら
け
で
、

抜
け
穴
に
な
り
か
ね
な
い
解

釈
の
成
り
な
つ
場
而
が
あ
る

よ
う
に
忠
わ
れ
る
の
で
す
が
。

原
因

そ
う
で
す
ね
。
こ
の

法
案
な
り
条
文
が
、
こ
の
ま

ま
泌
附
さ
れ
る
と
な
り
ま
す

と
、
孜
々
来
打
、
ま
た
中
l
川

側

に
b
州
中
E

の
川
出
札
が
起
き

る
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
ず
、

川
切
実
に
は
吋
川
側
の
知
滋
不

足
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
目
的
が

只
体
的
に
な
れ
ば
な
る
れ
、

食
い
迷
い
が
山山
て
く
る
で
し

予ぷは格別の御引立を賜わり厚く御礼中 し上げます。

さで、この度、 弊社が発表致しましたビデオゲーム機「マッド ・

クラッシャー」は弊社が独自に開発製品化したオリジナル製品

であります。

従って、この機械を無断で模倣またはこれに類似する商品 と

して製造、改造、販売、輸出する等の行為をすること及びこれ

らの機f減を使用して営業することは著作権法、工業所有権問法、

不正競争防止法等に抵触 し弊社の正当な権利を侵害することに

ょ
う
ね
。
従
っ
て
明
仰
に
で

き
る
州
布
は
で
き
る
だ
け
細

川
に

M.
っ
て
明
舵
化
し
て
欲

し
い
と
川
砕
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
代
々
来
行
サ
イ
ド

t

倣
民
的
に
活
A
H
・
フ
こ
と
が
必

裂
で
す
し
、
そ
の
淡
品
川
が
中
，

M
側

に
な
け
れ
ば
・
』
の
法
案

は
ザ
ル
法
に
な
っ
て
し
ま
う

t
思
い
ま
す
。
場
所
、
機
械

や
や
け
業
時
間
の
問
題
、
そ
れ

ら
の
相
花
開
述
の
問
題
今
々
、

今
現
実
に
あ
る
枚
々
の
常
業

形
態
を
、

E-フ
繋
理
し
解
釈

し
て
い
く
か
:
:
:
。
各
相
当

官
の
個
人
的
見
解
で
解
釈
な

り
処
置
が
巽

つ
て
は
悶
り
ま

す
も
の
ね
。
私
の
s
ζ

ニ
ろ
は

バ
チ
ン
コ
も
や
っ
て
お
る
ん

で
す
が
、
脅
さ
ん
が
考
え
て

い
ら

っ
し
ゃ
る
以
上
に
い
み

い
ろ

t
あ
り
ま
し
て
ね
。
下

総
き
の
問
題
か
ら
始
ま
り
汀

イ
山叩
噌
刷
、
出
mtu
変
市
民
、
川
門
業

時
間
、
立
人
間
史
H
な
E
:
:
:
。

そ
れ
に
付
し
て
い
わ
ゆ
る
聡

怖
を
利
川
し
て
、

t
J・フ
t

j

へ
イ
が
あ
る
の
で
す
が
、

t
に
か
く
い
ろ
い
み
と
や

っ

て
く
る
ん
で
す
。
そ
の
し
し
に

判
中
1
1
の
A
t
B
と
で
は
見

解
が
述
っ
て
い
た
り
‘
そ
の

心
必
の
良
し
.
必
し
で
-
J
う
・』

と
が
途
つ
で
き
た
り
で
、
た

と
え
ゆ
る
や
か
な
規
制
で
あ

っ
て
も
指
導
を
受
け
た
り
指

摘
を
さ
れ
る

t
い
う
立
場
に

立
つ

t
、
非
常
仁
常
業
が
や

り
に
く
く
な
る

・』

t
は
事
実

で
す
。
そ
ん
な
経
験
か
・句、

む
し
ん
犬
姥
す
る
の
で
あ
れ
ば

完
全
実
施
主
い
・フ
ニ

t
で、

ア
イ
マ
イ
な
倒
所
は
徹
底
的

に
削
除
し
て
・
止
し
い
方
向
づ

け
守
織
な
し
て
欲
し
い
と
思

い
ま

す
ね
。
蛇
足
で
す
が
今

川
、
映
同
業
界
は
ぷ
H
十
〈
也

ち
附
り
対
鋭
か
ら
ハ
ズ
さ
れ

ま
し
た
ね
、
反
行
を
こ
め
て

枚
々

の
対
応
の
泌
さ
、
政
治

h
M
の
泌
さ
な

E
心
に
止
め
て

お
く
必
泌
が
あ
り
ま
す
ね
・
:
.

森

そ
ら
そ
む
ニ
の
法
本
の

し
仁
た
る
ね
ら
い
は
、

η少
年

非
行
防
止
に
あ
っ
た
は
ず
で

す
が
、
印
仙
車

t
し
て
は
機
械

が
健
全
か
不
健
全
か
、

t
'ひ

附
λ
て
く
る

の
で
す
が
・
:
・・
。

原
因

そ
う
で
す
ね
。
ゲ
ー

ム
セ
ン
タ
ー
は
、
内
少
年
の

必
の
川
同
派
に
な
る
イ
能
性
が

あ
る
と
い
v
・フ
ニ
と
で
噌
国
の
川川

敏
に
さ
れ
た
ぷ
で
す
が
、
引
払

ら
は
ニ
の
法
案
が
山
さ
れ
る

山
か
ら
外
山
で
地
ふ
れ
似
栄
業

組
合
を
作
り
、
川
町
野
中
l
川
や

P
T
A
カ
附
係
同
体
と
協
減

し
、
時
に
抗
出
制
守
お
受
け
し

な
が
ら
不
良
化
防
小
川
の
対
処
、

対
応
合
同
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
自
伝
統
制
、
て
(
機
械
も

合
め
て
}
私
は
充
分
に
そ
の

対
応
は
で
き
る
と
信
じ
て

い

ま
す
し
、
俗
業
者
ら
真
剣
に

取
組
ん
で
き
た
だ
け
に
、
人
，

同
の
法
改
正
は
不
満
だ

t
言

う
の
も
ム
リ
じ
ゃ
な

い
と
思

い
ま
す
ね
。
そ
れ

t
、
青
少

年
の
お
金
の
使
い
す
u
t
、
と

い
う
懸
念
も
含
ま
れ
て

い
る

よ
う
に
む
感
じ
ら
れ
る
の
で

す
が
‘
で
き
る
だ
け
低
料
金

を
打
ち
出
し
た
い
-
刷
、
小

心
術
へ
の
彬
榔
刊
を
F
J
え
る
と

ム
ズ
か
し
い
け
刷
が
多
々
あ
り
、

.
』
の
辺
は
地
域
に
即
応
し
た

↑
刀
法
を
協
議
、
叫
川
内
ん
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ぷ
組

ゲ
ス
ト

聞
大
剛
輔
畠
層
線
式
会
社

原
因
福
一
社
長

飽
き
手

緩
式
書

祉

エ

ス
コ
貿
易

森

健
次
郎

t
L
て
促
え

て
お
り
ま
す
。

森

口
似
後
に
。

原
因

こ
の

法
案
が
山
川
本

に
な
る
こ
と

を
A
必
っ
て
い

ま
す
。
中
央

の
符
さ
ん
、

い
ろ
い
ろ
大

変
で
し
ょ
う

が
ぜ
ひ
頑
似

つ
て
ド
さ
い
。

孜
々
も
.
句

懸
命
後
仰
し

し
ま
す
か
句
。

eJEl@b~V7=@巴廊す§
ICO ".'DIXO CO.，IIIC. 
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ア
yレ

〈スタジ%の玖~~肋tぞのままヒヂオゲームになった〉

鮮明な画像でオリンピ'y~U伎を11j.呪. 

• 
C

A
ロ
ビ

アル ・ベテルマン氏

中
本
川
以
大
州
械
の
デ
ィ
ス
ト

リ
ビ
ュ
ー
タ
|
て
あ
る

C
八

ロ
ビ
ン
ソ
ン
社
(
本
社

ロ
サ

ン
ゼ
ル
ス
)
の
ア
ル

・
ベ
テ

ル
マ
ン
社
長
が
七
月
間
け
、

ピ
パ
リ
|
ヒ
ル
の
'
は
ち
で
レ

ア
た
人
と
プ

l
ル
で
水
泳
し

て
い
た
と
こ
ろ
、
心
臓
山
林
保

に
よ
り
芯
ば
し
た
。

川
氏
は

じ
ト
仏
だ

っ
た
が
、

一
九
三

六
年
以
米
州
卜
八
年
間
ず
っ

と
業
界
人
で
あ
り
続
け
て
わ
ね

り
、
米
凶
の
み
な
ら
ず
市
外

岡
の
業
界
人
と
の
つ
き
合
い

ち
広
〈
、
川
氏
の
死
は
険
界

中
の
佐
山
介
入
に
派
い
悲
し
み

を
む
た
・
り
し
て

い
る
。

ゲームマシン第 242号1984年8月15日、，
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白 水泳
(100m自由形)

固跳馬(ちょうぱ)

図 アーチェリー

固三段とび

固 重量あげ

回棒高とび

7鍾頬のパラエテ~I二氏んI!鰍111こ銚較できる0/.

ζれはもう本物の迫力I.!.

オザンピック記録~./Iの Fで ，I~きかえようY

湾方向RUNを使。τ左右に栂的を射とう リ
ズムをつかむことがハー7~クトにoáづ〈コ~.
意的反射神短t備えよう〆

園 クレー射撃

J、ミ

ア
ノレ

ン
ソ
ン
の
社
長
、

-
ベ
テ
ル
マ
ン
氏
は

依
チ
ャ
ー
ル
ズ

・
A

-

ア
1I〆

ロ
ビ

ン
ソ
ン
氏
の
会
社
(
ニ
れ
が

札任命れ
の
山
米
に
な
っ
て
い
る
}

に
人
リ
、
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
と

し
て
そ
の
釘
能
ぷ
リ
を
允
州

し
た
の
が
ス
タ
ー
ト
と
令
っ

て

い

る

そ

の

後
か
れ
は
刊

行
む
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
を
川

)E 

三
九
年
に
は
ロ
ヒ
ン
ゾ

ン
氏
は
ベ
テ
ル
マ
ン
氏
を
川

総
級
い
す
る
に
七

っ
た
。
問

問
年
C
A
ロ
ビ
ン
ソ
ン
社
は

オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
泌
川
を
必

M
V
拡
デ
ィ
ス
ト
リ

j
L
、、

，，.置
4

，
・L

V

ビ
ュ

i
タ
ー
と
な
リ
、
そ
の

後
ま
す
ま
す
が
業
を
拡
大
し

六
六
年
ロ
ビ

ン

て
い
っ
た

ソ
ン
氏
が
引
退
し
た
の
に
作

な
い
、
ベ
テ
ル
マ
ン
氏
が
オ

ー
ナ
ー
社
長
と
な
っ
て
い
る
。

ア
ル

・
ベ
テ
ル
マ
ン
氏
は

昨
年
レ
ア
夫
人
と
の
結
婚
ln

T
-

N
 

E
 

M

.
 

E
・
-

-

E

C
》
・与
事4
y・・
、--

u

-h 

M

九

A

Bm吋

.・.

.・

" ・・.白・'、6、。

¥
リ
如
W

民、，ン
氏刊

歳
で

-
川
川
年
で
業
界
人
を
多
く
川
刊

き
岐
点
な
ハ
|
テ
ィ
ー
を
川

い
て
い
る
か
れ
ら
二
人
の

川
に
は
ア
イ
ラ
と
サ
ン
デ
ィ

と
い
・
7
息

f
と
、
す
で
に
械

に
い
打
っ
た
/
ル
ピ
ア
と
い
・
7

般
か
い
る

'u
f
た
ρ

り
は
じ

八
ロ

ビ
ン
ソ
ン
H
N
の
下
主
卜

の
山
任
折
で
an
リ
、
と
た
川

以
何
日
公
社
で
決
し
く
や

J

て
き
て
い
た

な
お
ア
イ
ラ

ば
.
泌
川
川
H

刊
の
訓
社
長
、
サ

ン
デ
ィ
ハ
川
崎
路
代
け
と
い
う
一一川
川

き
だ
っ
た
が
、
今
後
は
か
れ

ら
が
川
社
川
町
内討
を
引
終
ぐ
と

は
ら
れ
て
い
る

、

ア
ル

・
ベ
テ
ル
マ
ン
氏
の

作
山
山
川
崎
七
け
八
日
、

'F
a
ν
L
1
 

2
P

、，，
J
1

イ
ド

・
メ
モ
リ
ア
ル
ハ

l
ク

に
て
、

-ハ
ぶ
似
の

h

民
会
い
の
し

と
、
し
め
や
か
に
と
り
行
な

、J-
E
E-

-

M

1
1
1
 

米
国
業
界
の
低
迷
受
け
て

ス
タ
i

7
月
5
目、

じ
) I 

" 
米
川
の

γ
v

γ
ー
ム
機
メ
ー
カ
ー
の
ひ
と

つ
で
あ
る
ス
タ
ー
ン

・
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
枕
が
岐
必
法

(
チ
ャ
ブ
タ
|

-

お
卜

一
市

イ
レ
ブ
ン

)
に
よ
る
山
中
治
を

行
な
い
、
が
実
上
同
社
が
倒

産
し
た
ニ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
似
品
川
法
第
卜

τ引
は
、

け
上
干
の
会
社
.山
正
法
に
似
た

む
の
で
、
ニ
ハ
に
よ
る
巾
山

を
提
出
し
た
・
』
と
は
が
実
上

倒
産
し
た
よ
と
を
立
昧
し
て

L、
るス

タ
ー
ン
枇
(
本
社
イ
リ

ノ
イ
州
エ
ル
ク
グ
ロ

ー
ブ
、

ゲ
イ
リ

l
・
ス
タ
ー
ン
社
長
)

ゲ
イ
リ
l

-

キ。、
氏
の
父
悦
サ
ム

・
ス
タ
ー
ン

氏
か
じ

λ
年
に
例
ぷ
し
、
'H

分
の
息
「
を
H
代

μ
に
し
て
い

た
も
の
川
社
は
じ
六
年
ぷ

に
シ
カ
ゴ
コ
イ
ン
社
を
日
い

ス
タ
ー
ン

と
リ

フ
リ
ッ

ハ
ー
メ
ー
カ

ー
を
引
き
紋
い
だ
か
た
ら
と

な
り
、
八
つ
忽
-
U誌
に
は
す

V

ゲ

i
ム
機
メ
ー
カ
ー
に
参
入

(抗

.
サ
出
同
ば

1

ア
ス
ト
ロ

・

イ
ン
ベ
!
タ
|

!まに

H 11' 
むな
り~ ~、
、~・/ ，、
J.l 1) I 

て"/di 
L、ノ { .l'Yj 
る|の
。'1:.:[~そ

よ pniヒ グ〉

ふ
弘

y
l
y

-
-
1
 

ン
社
倒
産

破
産
法
日
章
で
申
請

の
川
ス
タ
ー
ン
社
は
八
〉
午

に
シ
|
パ
ー
ク
社
を
円
い
と

り
ジ

ュ
ー
ク
ポ
ゾ
ク
ス
部
川

を
ぷ
け
て
い
た
か
.
今
年
:
一

月
に
・
応
シ
|
パ
!
グ
社
任
以

グ
ル
ー
プ
に
七
%
却
し
て
い
る
。

従

っ
て
ス
タ
ー
ン
任
は
ニ

ニ
数
年
T

V
ゲ
i
ム
機
メ
|

カ
ー
と
し
て
知
ら
れ
て

5
た

ニ
と
に
な
る
し
か
し
氷
川

の
業
傍
川
T

V
ゲ
l
ム
機
市

平1021健康圏平代al&九幅司27133・H
TEL 03{ 262)自111(/t) 

コナミ鎌式会事I
《、.

坊

は

本

紙

か
掛
川
リ
以
-
し
制
限

じ
て
い
る
上
う
に
以
必
し

さ
っ
て
お
り
.
叫
れ
吟
か
必
化

し
て
い

た

そ

の
た
め
川
悦

は
ゲ
ー
ム
機
の
生
必
を
や
め

五
ぷ
持
や
ケ
ー
ブ

ル
T

Y
明

装
前
な
ど
の
分
野
に
進
出
し

て

い

た

が

ど
-
7
に
も
な
ら

羽田

v
eZ日
az

、

bp.A刊
U
M
M

な
く
な

っ
た
む
の

川
に
つ
い
て
、
ゲ
イ
リ
l

-

ス
タ
ー
ン
札
l
k

ば

T

V
ゲ

ー
ム
機
ビ
ソ
/
ネ
ス
ト
か

M
Aた

っ
た
叫
の

♂
n
い
似
筋
"
が

処
即日
で
き
な
か
っ
た
た
め
L

と
必
川
し
て
、

A
F
川
の
山中
a
州

を
し
た
こ
と
に
よ
り
コ
}
れ

ら
の

J
内
い
的
傍
N

か
ら
解

政
さ
れ
、
析
し
く
い
向
山
楚
で

さ
る
と
荒
川
っ
て
い
る

な
お
似
必
法
m
w
l
・
伐
に

よ
る
山
中
心
は
八
・
・
年
九
け
に

シ
ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
社
か
、

ま
た
八
川
年
ぺ
川
に
ヒ
ザ

・

タ
イ
ム

・
シ
ア
タ
ー

(P

T

社
が
行
な

っ
て
わりり、

e

っ
ち
シ
ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
は

米
凶
初
の
V

D
ゲ
ー
ム
機
の

「
ド
ラ
ゴ

ン
ズ
レ
ア
一
の
ヒ

ッ
ト

{
昨
年
足
)
で
か
合
リ

財
務
状
汎
が
川
似
し
て
き
て

ね
り
、

日向山叫
が
わ
り
う
る
ニ

と
を
.. 小
し
て
い
る

改
造
キ
ッ
ト
発
売

日
本
セ
ガ
社
の
ゲ

l
ム
シ
リ
ー
ズ
で

'
i
4〉
.
、

1

j

1

・
r
-

叫

4
h
ド
グ
''・
'
d
1
t

・
=

ウ
ェ

l
u札
{本
社
イ
リ
ノ
イ

州
フ
ラ
ン
ク
リ
ン
ハ
|
ク
、

マ
ロ
フ
ス
キ
|
任
以
戸
で
は

立
欲
的
に
新
T

V
ゲ
l
ム
般

を
先
表
し
て
い
る
が
、

A
f
伎

は
交
換
可
能
な
シ
リ
ー
ズ
む

の
を
発
表
し
た
。

こ
れ
ら
は
い
す
れ
も
日
本

の
セ
ガ
性
問
先
の
ゲ
ー
ム
機

で
、
「ア
y

フ
ン

・
タ
ウ
ン

を
シ
リ
ー
ス
の
第
・

作
と
し

『す
で
に
今
年
間
川
氷
川
で

山
仰

1
み
-
、
こ
れ
と
い
父
検

d

叶
能
な
ゲ
|
ム
と
し
て

ス
タ
ー

-
バ
イ
キ
ン
グ

「
ス
ワ
y

ト
・
を
へ
F

川
北
ぬ
ん

u本
で
も
こ
れ 、・、、

し
た
も
の

810-Eシリーズマイルスター社が発売予定

810・ES ￥100 

810・E ￥500 

810・EC US25キ

810・EF その他コイン

ロケーション

の時代メカ+に続く

Them" 

MACH3 

vs “us 

米
同
の
マ
イ
ル
ス
タ

i
社

製

V
D
(ビ
デ
オ
デ
ィ
ス
ク
)

ゲ
ー
ム
機

「
マ
ッ
ハ
ス
リ
!

{
M
A
C
H
3
}

は
、
低

迷
す
る
氷
川
市
場
に
あ
っ
て

か
な
り
の
人
討
を
ぷ
し
‘
オ

ペ
レ
ー
タ
ー
に
利
怖
を
む
た

ら
し
た
が
、
川
悦
川
崎
今
秋
川

シ
リ
ー
ズ
と
し
て
祈
ゲ

i
ム

「
U
S
対
ゼ
ム

(
私
小
川
対
か

れ
ら
)」

を
出
向
す
る
と
発

表
し
た
。
新
ゲ
ー
ム
は

「
マ

ヅ
ハ
ス
リ

|
」
と
交
換
可
能

で
、
キ

ッ
ト
で
発
先
す
る
と

の
ニ
と
。
川
本
で
む
こ
の
祈

ゲ
l
ム
が
人
る
の
で
は
な
い

か
と
川
附
さ
れ
て
い
る

ら
は
け哨
似
川
川
先
が
あ

っ
た
わ

け
だ
が
、
氷
川
で
も
同
様
の

法
一似
似
先
を
し
て
い
く
ら
し

い
。

ニ
-つ
し
た
法
板
販
売
は

メ
ー
カ
ー
に
と

っ
て
は
刷
山

く
な
い
む
の
だ
が
、
削
慌
ト
代
の

米
川
ト巾
坊
の
悦
迷
ぶ
リ
を
前

ニ
・
ず
比
よ
、
メ
ー
カ
ー
に
と

l
a
」

{

(

っ
て
し
む
し
ろ
大
い

に
は
迎

す
べ

3
こ
と
に
な
る

、

必ずカウンターとキャッシュボックスのコ

イン枚数は一致します。

| 従来のメカ式タイプのセレクタ-

スパンスプリング

b
v
T
 

代
ま

rι
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て
分

自

L
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n~
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句

帽

旬

子
時
脚
出

電
畑山田

コンヒコーターとの対話で新しL
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パ
ー

ラ
ッ
キ
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ポ
ッ
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録
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疋
令
聞
ゆ
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火
当
た
り
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、
史
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フ
イ
|
パ
|
ゲ
i
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ガ
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ダ
ヌ
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チ
ャ
ン
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ゲ
ー
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一
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大
逆
強
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フ
イ

l
パ
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ゲ
ー
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な
九
印
の
一
つ
一
つ
が
、

ラ
ン
ジ
ス
タ
で
作
ら
れ
た
メ

モ
リ

・
セ
ル
で
す
。
こ
の
図

の
よ
う
に
、
こ
の

R

O
M
は
、

8
ビ
ッ
ト
構
成
で
す
か
ら
、

例
え
ば
あ
る
ア
ド
レ
ス
の
八

側
一
繊
の
メ
モ
り

・
セ
ル
が
、

H
1

1
0
0
o
o
-
-
v
に

な
っ
て
い
れ
ば
、
そ
の
ア
ド

レ
ス
に
は
、
凶
進
の
「

C
3
」

に
川
相
当
す
る
デ
ー
タ
が
桁
納

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

こ
の
箔
4
閃
の
ア
ド
レ
ス
・

デ
コ

ー
ダ
に
は
、
C
P
U
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
カ
ウ
ン
タ
が

般
絞
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

プ
ロ
グ
ラ
ム

・
カ
ウ
ン
タ
は
、

石
川
を
入
れ
る
と
、普
通
砂
0
0

に
リ
セ
ッ
ト
さ
れ
ま
す
。
そ

し
て
そ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

・
カ

ウ
ン
タ
の
内
谷
が

H
O
H
に

な
っ
た
時
点
で
、
ア
ド
レ
ス
・

テ
コ
ー
ダ
は
、
何
係
地
が
桁

定
さ
れ
た
か
と
い
う
こ
と
を

解
読
し
ま
す
。
例
え
ば
第
4

凶
で
、
列
(
ロ

i
)
の
ア
ド

レ
ス

・
テ
コ
ー
ダ
の
ん
か
ら

ん
が
す
べ
て
。

I
W
で
、
行

(
カ
ラ
ム
)
の
ア
ド
レ
ス

・

デ
コ
ー
ダ
ん
か
ら
ん
が
す
べ

no'
で
あ
れ
ば
、
問
徐

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
に
、
原
紙
に
似
州
市
で
得
き

込
ん
だ
よ
う
な
も
の
で
す
。

レ
ジ
ス
タ
は
、

一
行
な
い

し
は
数
行
れ
皮
の
内
谷
を
一

時
的
に
メ
モ
し
て
お
く
た
め

の
メ
モ
川
紙
め
よ
う
な
も
の

で
す
(
レ
ジ
ス
タ
に
つ

い
て

は
、
間
w
h
回
目
で
北
嶋
し
ま

し
た
)。

， ... 、

ヨ
u-一=目
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減
出
し
デ
ー
タ
出
力

置

山

W

R
O
M
と
R
A
M
の

働
き
の
違
い

R 
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D， 

0， 

0， 

0， 

ゲームの

くみと働き(II ) 

ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
で
は
、

フ
ト
ウ
ェ
ア
を
R
O

M
に
ガ

き
込
ん
で
い
ま
す
。
そ
し
て
、

そ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の
内
科

が
C
P
U
を
通
じ
て
実
行
さ

れ
て

い
く
途
中
で
、
必
袋
に

応
じ
て
、
デ
ー
タ
を
一

時
あ

ず
け
て
お
く
た
め
に
R

A
M

を
使
っ
て
い
る
の
で
す
。

ト江
の
第
2
図
は
、
こ
の
よ

う
な
R
O
M
と
R
A
M
の
刷

き
の
泌
い
を
簡
単
に
ぶ
し
た

閃
で
す
。

ソ

データ線

う
な
ま
と
ま
っ
た
記
憶
谷
旦

を
も
つ
も
の
を
メ
モ
リ
と
呼

M
と
口
氏
八

M
と
シ
フ
ト
レ
ジ

ス
タ
を
、
そ
れ
ぞ
れ
コ
ピ
-

mの
版
刷
川
紙
に
例
え
て
・
ぶ

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
図
の
よ
、
7
に、

R

O

M

(リ
ー
ド

・
オ
ン
リ
ー

-

メ
モ
リ
)
は
、
マ
ス
日
が
決

ま
っ
て
い
る
川
紙
に
消
え
な

い
児
イ
ン
ク
で
占
き
込
ん
だ

出
力

M
m

C 

I~ 

|連載第 8回

2
 ・nu

v
d
fy
 

ナ仙
柿

Vcc 

ん
て
い
ま
す
。

第三村!重s便物認可

別
(2) 

半
導
体
メ
モ
リ
の
区

0， 

• ビデオ

(b) R 0 Mメモリセル向原理凶

と
こ
ろ
で
こ
れ
ま
で
に
、

い
ろ
い
ろ
と
説
明
し
て
き
ま

し
た
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
の
P

C

ボ
i
ド
は
、

均
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
H

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

H

ハ
ー
ド
ウ
ェ
ア
H

の
も
と

も
と
の
立
昧
は
、
集
合
的
に

の
+
毛
J

「
全
物
」
と
い
う
こ
と
で
す
。

I
C
の
こ
と
を
「
行
」
と
い
つ

よ
う
な
呼
川
家
的
俗
話
ぷ
山
引

を
使
え
ば
、
い
わ
ゆ
る
「
物
」

で
す
。
こ
れ
に
刈
し
て
、
ヒ

デ
オ
ゲ
|
ム
の
予
順
を
H
U
い

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

H

ソ
フ
ト

ウ
ェ
ア
H

と
呼
ば
れ
て
い
ま

す
。

こ
の
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
の

実
体
は
、
あ
く
ま
で
。

O
H
と

H
l
H
の
利
み
ム
い
わ
せ
て
、

そ
れ
が
メ
モ
り
の
小
に
桁
納

さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ

し
て
ビ
デ
オ
ゲ

l
ム
の
ソ
フ

ト
ウ

ェ
ア
の
内
谷
を
、
凶
進

数
で

uu

衣
ボ
し
て
、
プ
リ
ン
タ

を
使
っ
て
、
タ
イ
プ
ア
ウ
ト

し
た
も
の
が
プ
ロ
グ
ラ
ム

・

リ
ス
テ
ン
ク
で
す
。

__f?i勿
Ao 

次
の
あ
l
凶
は
、

γ
保
体

メ
モ
リ
の
灰
一別
を
分
り
や
す

く
説
明
す
る
た
め
に
、
R

O

A， 

C S(チップセレクト)

デ
コ
ー
ダ

し

A， 

(a) H 0 Mの嶋本附1武

ア
ド
レ
ス
線

)
 

体
u白書簡モメる7

 
書

丘
け

車
一二

用
む
き

モ
t
害

〆
い
い
円章

《

os' 

[ :コ ピーl草紙の作 。方l

-f量に側{マ λクROM)

l枚すウ亭書 き

(PROM) 

A。
A. 

A， 

ア
ド
レ
ス
入
力

と
原 (4)
1里

R
O
M
の
基
本
構
成

R
O
M
の
基
本
織
成
と
原
理

流
が
流
れ
ま
せ
ん
か
ら
H
0
0

の
状
態
に
な
る
の
で
す
。

こ

の
図
川
で
、
例
え
ば
ん
の
ア

ド
レ
ス
線
が
指
定
さ
れ
た
と

し
ま
す
と
、

n同
n凶
n凶
の
デ
ー

タ
紘
か
ら
は
、

H
1
0
l
u

と
い
う
信
号
が
出
力
さ
れ
る

わ
け
で
す
。

次
の
第
4
凶
は
、
R
O
M

の
実
際
的
な
憐
巡
を
示
す
問

で
す
。

こ
の
凶
の
R
O
M
の
中
に

八
例
ず
つ
並
ん
で
い
る
小
さ

図
3 

で
す
。

i~首長書 き

レジスタの区別

さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
こ
と

を
ぷ
す
む
の
で
す
。
こ
の
閃

の
よ
う
に
、
R
O
M
の
中
の

一
つ
一
つ
の
メ
モ
リ

・
セ
ル

は
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
て
あ
り

そ
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
エ
ミ

ッ
タ
線
が
あ
る
か
な
い
か
と

い
う
違
い
だ
け
で
、
デ
ー
タ

が
記
憶
さ
れ
る
の
で
す
。
す

な
わ
ち
エ
ミ
ッ
タ
線
が
あ
れ

ば
、
電
中
況
が
流
れ
ま
す
か
ら

J
I
H
の
状
態
に
ら
リ
、

ミ
ツ
タ
線
が
な
け
れ
ば
、

こ
の
表
の
よ
う
に
、

リ
は
、
半
導
体
メ
モ
リ
(
い

わ
ゆ
る
I
C
メ
モ
リ
)
と
半

得
体
以
外
の
メ
モ
リ
に
大
別

さ
れ
ま
す
。
半
川
T

体
以
外
の

メ
モ
リ
は
、
一
般
の
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
川
と
し
て
似
わ
れ

て
お
り
、
ビ
デ
オ
ゲ
ー
ム
で

は
、
も
っ
ぱ
ら
半
ゆ
体
メ
モ

リ
を
使

っ
て
い
ま
す
。
山川に

泌
明
し
ま
し
た
フ
リ
γ
プ

・

メ

モ

七
下
の
お
3
同
は

M
の
ぷ
上中
山
川
成
と
内
部
の
メ

セ
ル
の
凶

mmを
ぷ
す

R 
O 

モ
リ

・

RAM、

ゲームマシン

同
で
す
。

i/U'&白必L:Z

コピー用I草椀用紙

コピー用原稿用紙

(レ ンスク}

こ
の
同

ωの
よ
う
に
、
ア

ド
レ
ス
入
力
か
ら
仙
械
が
入

っ
て
き
ま
す
と
、
そ
の
的
報

が
テ
コ

ー
ダ
で
仰
削
減
(
デ
コ

ー
ド
)
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り

R
O
M
の
中
の
必
み
山
し
た

い
谷
地

(
ア
ド
レ
ス
}
が
街

之
さ
れ
て
、
そ
の
併
地
に
記

憶
さ
れ
て
い
る
デ
ー
タ
が
出

力
削
路
を
通
じ
て
花
列
に
山

刈
さ
れ
る
の
で
す
。

(ROMJ 

(RAM) 

メモリの ROM、

l番地-
2番地一

3番地ー

l番地-
2番地- a

3番『

地ノ~

図 1

屯エ

フ
ロ
ッ
プ
や
カ
ウ
ン
タ
も

一

川
的
な
記
憶
機
能
を
む
っ
て

い
ま
す
の
で
、

3ピー用紙

1<半噂休〆モリ)

て

広
い
な
沫
で
、

メ
モ
り
と
い
え
な
い
こ
と
も

，モリ.. Iレ
tピν ト

/ 

1 281'i 

あ
り
ま
せ
ん
が
、

こ
の
ぷ
に
ぶ
さ
れ
て
い
る
よ

}山氏晶司、
e
d

-
-
h
L
{
 

~ 

ア
i凶
タ (b)
カぐは

ど
の R
よ()

{γVモニFー) う M 

lニグ〉

ぶ tトl
I伝で

8ヒゥト I.ht

0， .......'・..・ 0 ・ O.

よ
う
な
も
の
で
す
。

の
う
ち
の
マ
ス
ク
代
O

M
は

そ
の
川
紙
を
印
刷
し
て
多
川

に
作
成
す
る
よ
う
な
も
の
で
、

p
u
n
O
M
(プ
ロ
グ
ラ
マ
ブ

ル
R
O
M
)
は
、

一
枚

一
枚

千
什ハげき
す
る
よ
う
る
も
の
で

す
。
そ
し
て
こ
れ
ら
の
似
紙

は
消
え
な
い
イ
ン
ク
で
冷
か

れ
て
い
ま
す
か
ら
、同
門け
か、札

て
い
る
内
作
を
消
し
た
り

乃
さ
州
し
た
リ
す
る
こ
と
は

で
き
ず
、
必
裂
に
応
じ
て
コ

ピ
|
(
す
る
わ
ち

J
刈
み
山

し
々
}
す
る
だ
け
で
す
。

一
ん
R
A
M
(ラ
ン
タ
ム
・

氏
。

M

ila 
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Memory 
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ア
ド
レ
ス

-
F
コ
l
MY
{
口
l

・デ
コ
ー
ダ
}

図 2

半導体
メモリ

{コント oール-

A ニヌト)

CS/WE 

。

ノモリ

ii'i !ま
し

ア
ク
セ
ス

・
メ
モ
リ
)

い
つ
で
も
川
い
た
り

Ao 

A. 

A， 

A， 

A， 

p、

〆・、

r、

〆・、

〆ー、

、J

、，.，

、，

、d

、，

仙
川
が
航

ボ
さ
れ
て
、

地
に
人

っ
て
い
る
テ

l
タ
が
、
ド

A
M
O
日

un
ビ

ソ
卜

-
利

(
す
な
わ
ち
、

で
山
力
川
山
町
に

セ
ル
と
し
て
、

そ
の
添

代
川き
込
ん
だ
内
科

自

γ

て

切
る
と
、

ダ
イ
ナ
、
ミ
ツ
ク
代

A

M
と

ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
山
口

A

M
を
比

べ
て
み
ま
す
と
、

~
般
に
ダ

イ
ナ
ミ

ッ
ク
R
A
M
は
、
リ

フ
レ
ソ
ン
斗
の
必
咲
が
あ
リ

ま
す
が
れ
い
叩
が
大
き
い
と
い

う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。

ビ
デ

オ
ゲ

1
ム
の
場
介
に
は
、
ス

ケノ
川
，l
l

、/
・
均ノロ

ッ
ケノイ
ι

、川
，

フ
レ
ッ
シ
ュ
ル
え
れ
久守
7
ニ
と

で
、
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
R
A
M

を
ス
ク
リ
ー

ン
R
A
M
と
し

-4
出
し
デ

l
y線

RAMのブロ yク図

が
消
え
て
し
ま
い
ま
す

デ
1

7
線

Q

， I~.ìbhアドレス線

eitt11しアドレ Z線

|イ「

トンフ
クロ

ア ・ |

パゲテ

、
}
で
代
八
け
川
の
O
A
H

セ
ル
に
V-一

4ピァト
ー

ダイナミック RAMのメモリセル車構成

vss i 

ー
バ
イ
ト
)

スタティック RAMのメモリセル構成

M
O
%
の
石
川作
幼
川
市
ト
ラ
ン

シ
ス
タ
を
や
.
べ
て
持
続
し
て

ね
い

て
、
屯
似
が
し
ゃ
附
さ

れ
ん
と
き
に
、
H
M
A
H川
の
デ

ー
タ
を
ニ
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ

一ー一一一一一 一ーーー 一一 ー 一一
iyvoo i 
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I LI I .J 1 
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〆モリセル

場ドレス晦 コ一 帯;:長

A， 

一
応
ら
れ
て
、

ト
C

S
が
ア
ク
テ
ィ
ブ

に
ら

チ
ソ
ブ
セ
レ
ク

ーーーー--....-7 

一
レ『セ

「
l
胃
-リ

c.
2
-モ-ノ

Q. 

d

フ
ン
ン
ェ

第三和I!重s!!e物総"f

っ
た
と
き
に
山
力
川
向
か
ら

ぬ
み
山
さ
れ
る
の
で
す
。

J
1

、/日ン

エ
ノ々

eit;11しデータ

回 岡

田四
四四

四回

256ワード(ア ドレス)X 4ピ y ト4膏成の lK

シ
ョ
ン

M

O

Vss 

A. 

2 

S 

Lr-
い、
7

に
修
し
た
り
、
わ
る
い
は

C

M
O
S
が
似
泊
代
五
力
て
あ

る
ニ
ー
と
に
白
川
日
し
て
、

(5) 

R
O
M
の
種
類

ト
ラ
ン
ジ
ス

O
M刑
法
に
よ
る
分
以

タ
が
似
わ
れ

て
い
て
、
い

っ
た
ん
K
H
5

c 
M 

O
マ
ス
ク
R
O
M

O

S
で
メ
モ
リ
を
作

っ
て
屯

池
を
仰
っ
て
必
似
し
ゃ
附
川

の
パ
ッ
ク
ア
ゾ
フ
を
さ
せ
る

A. 

こ
の
けれ
O

M
の
州
場
介
、
中
u
e

心
J

体
の
メ
ー
カ
が
製
造

V
W

て
似
っ
て
い
ま
す
。

τHリス

タ
テ
ィ

ッ
ク
R
A
M
は
、
リ

フ
レ
ッ
シ
ュ
の
必
要
は
な
い

の
で
す
が
、

山行
以
が
小
さ
い

の
で
、

c
p
U
の
ス
タ

ソ
フ

川
な
ど

}
時
的
な
メ
モ
リ
と

し
て
佼
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

以
近
は
大
作
以
の
ス
タ
テ
ィ

ッ
ク
R
A
M
-
J山
坊
に
山
て

き
ま
し
た
。

次
の
第

2
ヤいい以は
、
代
表
的

る
E
ド
代
O

M
と
R
A
M
の

刑
訴
を

ボ
す
も
の
で
す
。

7

7
セ
ス
線

， I ~込みデータ

図 7

込
ん
だ
内
科

を
外
部
か
ら

絞
外
線
を
山
μ

射
す
る
こ
と

で
エ
ネ
ル
ギ

tーへ
r-o/ 

図 8

2
T
.
，
，
，

a'''M 

小
に
代
日
さ
込
み
を
行
な
い
ま

a

刀
法
な
ど
が
号
、
え
ら
れ
て
い

一
村
山
花
件
以

A

M
は、

み
込
み
デ
l
p
総

ア
ド
レ
ス

デ
コ
ー
ダ

ア
ド
レ
ス

HM号

ア
ド
レ
ス
一
デ
コ
1
7
一{口
，
.テ
コ
l
HY
}

あ. • Q， 
jヲ・一→

た-
fご・

し-
L、.

テ
'
タ
入
出
力
コ
ノ
ト
ロ
t
ラ

-

G
 

A
a
，
 

ま
す

問
国
国
同
国
国
自
国
闘
l
i
-
-閏
回
国

1/ 0.-
1/0， ーーーーー

1/0.ー-
1/0.・一一・

一一一
町
∞
"は
促

O
ヒ
ュ

M
 

l
，
ス
ム
芥
川
間
初
日
1
J

K

R

P

-

(

 

グ
イ
ナ
ミ

ノ
ク
H
H
A
M
と
ス

タ
テ
イ

ソ
ク
N
A
M
に
分
け

ン
シ
ス
タ
の
ゲ
ー
ト

・
ソ
i

(
動
的
H
タ

イ
ナ
ミ

ツ
ク
な
)
処
川
が
必

要
で
あ
る
た
め
、
ニ
の
引
の

U
H
A
M
を
タ
イ
ナ
ミ

ソ
ク
R

A

M
と
い
う
わ
け
で
す
。

の
で
、
そ
の
状
態
は
、
新
た

に
デ
ー
タ
が
乃
さ
込
ま
札
る

か
、
ま
た
は
石
川
仰
が
し
ゃ
附

さ
れ
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
(
的

的
H
ス
タ
テ
ィ
ッ
ク
な
)
状

態
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ス
タ

テ
イ
y

ク
R
八
MIr-呼
ぱ

札

て
い
る
の
で
す
。

図 6

こ
の
氏
。

M
の
坊
へ
い
は
、

メ
モ
リ

・
セ
ル
を
附
成
し
て

ー
を
トハョ、えて
、
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れ
る
こ

と
で
、
デ
ー
タ
が
ぶ
応
さ
れ

mw
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
R

A

M
の
原
理

い
る
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
の
エ
ミ

フ
ロ
ー
テ
ィ

ツ
タ
と
山
山
力
械
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。
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八
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さ
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R
O
M
の
ピ
ン
の
配

川

ス
タ
テ
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・
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収
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。
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、
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ソ
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・
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介
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収
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、
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。
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R
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ハ
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。
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。
各
競
技
と
も
制

限
時
間
内
に
ゴ
ー
ル
し
な
い

と

(
水
泳
鋭
校
で
は
コ
判
フ

ラ
イ
ン
グ
し
た
場
合
J
U
}

ゲ

ー
ム
終

f
と
な
る
。
e
h
M
刊
の

鋭
校
内
科
は
次
の
と
お
り
。

①
競
泳

H
レ
バ
ー
を
交
似

ス

カ
ワ
ク
ス
か
ら
プ
ラ
イ
ズ
機
「
D
|
日」

『

、

… .r・・・・

..温・"・ E

一一一

盛
岡
か
ら
新
大
阪
ま
で
汽
車
の
旅

S
し
の
走
行
を
テ

l
マ
と

し
た
ひ
ま
わ
り
製
作
所
裂
プ

ラ
イ
ズ
マ
シ
ン

「
D
l
日
」

が
、
側
カ
ワ
ク
ス

(本
社
大

阪
、
川
山
川
俊
太
郎
社

μ
}か

ら
允
芯
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
慌
附
か
ら
新
大
阪

ま
で

(川
ト
カ
所
の
駅
れ
いれれ

小

)
υ
|
引
を
必
ら
せ
る
も

の
で
、

川
町
向
一卜
却
で
は
わ
端

か
ら
左
端
へ
と
D

|
引
の
出

引
が
ゆ
っ
く
り
と
必

っ
て

い

'
h
a

u内£
H
H

3

t

、νυ
・・
41
、.

3

〈

h
t
d
H
川
1
リ
ノ
匂
H
l
h
J
A1
B刀
・
レ

作
.
へ
と
傾
斜
し
た
プ

レ
ー
ト

ヒ
を
γ

れ
が
流
れ
て
い
く
の
で
、

h
h
下
に
あ
る

ハ
ン
ド
ル
の
引

き
令
を
引
い

て
-h
を
必
と
し
、

卜
・品
で
い
ど
る
D
|
引
の
川
町
山
人

2
人
が
表
と
裏
か
ら
ハ
ン
マ
ー
で

ビ
ル
の
壁
を
壊
す

任
天
堂
か
ら
「
V
S
・
レ
ッ
キ
ン
グ
ク
ル

l
』

a

d

人
川
で
法

V

S
シ
ス

テ
ム

の
特
徴
を
中
か
し
・
災
側
の
人

川
江
川
刊

T
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
保

作
し
て
-
人
川
叫
に
フ
レ
イ

で
豆
、
る
。

プ
レ
イ
ヤ
ー
は
い
ぽ
卜
川
崎
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
欽
川
け
の
作

に
川
ま
れ
た
引
の
山
に
J
・っ

て
ボ
夕

、/
を
仰
す
と
、
町
。
が

山
刷
れ
る
。

そ
の
場
介
数
川
叩

か
な
い
と
刷
れ
な
い
市
や
、

叩
い
て
J
U
政
せ
な
い
収
が
あ

る
。
防
卜
へ
は
ハ
シ
ブ
か
取

っ
子
の
つ
い
た
山
引
を
伝

っ
て

いれ
氏
側
の
オ
ジ
ャ

ー
る
。

、，
l

、

マ
ル
ユ

打
川
ド
ヘ
悦
附

(本
代
以
郎
、

h川
叶

川

1
u
z
-
L
I
2く

J

P

フ
4
リ
l
E
F
J

uuuv
u
υ
1
JY
-
L
4'
a
E
E9

、
S
7ん

b
a
h
V
L
&
1

、、

S
シ
ス
テ
ム
に
ト
す
Q
T
V
ケ

L、
機

一、

V 
が S

レ
ッ
品
、ン

¥

j
L
L
リ

/

)

i

 

党
仁
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ハ
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岐
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M
M
V
叶
掛
け
l
i
H
H
人

に
ゴ
ー
ル
す
れ
ば
次
の
鋭
校

へ
。

②
カ
ヌ
|

・
ワ
イ
ル
ド

ウ
ォ

ー
タ
ー

H
打
レ
バ

ー
で

ぶ
レ
バ
ー
で

K
側

の

{
1、

，4
削
似

に
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く
人
れ
ば
、

そ
の
郡
山
駅
前
の
ラ
ン
プ
が

つ
ず
つ
進
ん
で
い
く
。
ょ

う
し
て
悦
附
か
ら
新
大
似
ま

て
進
み
、
さ
ら
に
ド
ド
が
人
る 句、句、

句、

水
を
オ

i
ル
で
か
き
な
が
ら

カ
ヌ
ー
を
逆
め
、
山
行
や
昨
山且日

物
を
避
け
て
い
く
。

レ
バ

ー

を
倒
し
て
ボ
タ
ン
を
州
し
続

け
る
と
急
川
似
て
主
、
ト似州
似

叫
川
は

ボ
夕
、
/
で
起
こ
せ
る
。

③
ボ
ー
ト

(
川
人
ク
ル

l
)

H
ぶ
い
ク
ル

ー
の
オ
|
ル
を

他

の
ク
ル
!
の

オ
ー
ル
に
九
日

わ
せ

て

(
レ

パ

|
二
本
を
川

時
に
前
後
へ

)
動
か
す
。

④

一一
「
コ
制
人
メ
ド
レ
ー

H
パ

(
レ
パ

l
二
本
を

同
時
に
外

M
し
)
、
ヂ
泳
き

(川
内
凶
し
)
、
品川一兆

(
ク

ロ
ー
ル
と
川
操
作
)
、

ー
ル
の

川
Mm
で
派
ぐ
。

タ
フ

ラ
イ

ク
ロ

⑤ 
カ

ヌ

ス
ラ
ロ
ー
ム

H
カ
ヌ

ー
を
②
の
要
領
で
線
作
し
桁
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• 1・
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と
次
の
入
坑
ラ
ン
プ
が
点
灯

し
て
は
以
仏
が
払
山
山
さ
れ
る
。

一
定
数
の
い
ド
が
山
て
く
れ
ば

ゲ
|
ム
終
;
j
。
定
価
二
十
九

Jj 
円。

個、

、
(
災
川
は
山
り
が
肋
く
に
山
川

ま
る
と
ア
ウ
ト
だ
が
、
ハ
災
側

に
ル
叫
が
い
る
叫
の

weを
峡
せ

一
ー
そ
の
敵
を
附
す
、
}
と
が
で

き
、
ま
た
人
川
が
い
れ
ゴ
以

十
川

へ
H
1

川
と
せ
る
川
一
に
災

H
q
〉

、

J
d、

:
-
P
】

4
4

リ

似

グ
ム
刊
・刀
W
.
1
u，グ
・Jf
M刊

に
プ
レ
イ
ヤ
ー
が
い
れ
ば
、

必

と

さ

れ

る

の

で

州

立

注

小
の
惚
仰
を
叩
い
て
州
市
八
凡
さ

せ
る
と
数
h
v州
の
川
川
れ
を
吹
せ

る
改
札
る
山
川
し
を
令
刈
山
仰
す

と
次
の

ハ
タ

l
/
へ
山
川
'
を

以
し
て
・
災
州
に
印
さ
れ
た
念

出川一を
取
る
ボ
ー

ナ
ス
ハ
タ
ー

ン
し
あ
る
本
体
主
川
'
ハ
ト

ト」
'
H
H
1
、
H
H
O
リ
川
キ
r

ド
川
川
炊い

e
a
M
h
「
川

ム
コ

tj..: 

H: 

* 
か

じ
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11羽i

抜
社
長
)

徒
主
と
な

っ
た
。

三千

、
}
れ
は此'仇い
れ
の
哨
卜

ル
H

が、

J
r
ル
ア
|
ガ
H

η
判
直
し
た
躍
仰
と
ほ
い
な

〈
♂
{

J

i

f

:

I

1

;

が
ら

H

ド
ル
ア
|
ガ
の
は
ア

の
山
7
1
恥
卜
附
へ
と
温
み

、

日
以
仮
に
州
わ
れ
た
久
性
ル
カ

ィ
u

を
政
い
山
す
と
い
う
ゲ

ー

ム
、
向
山
は
迷
路
状
で
、

常
に
迷
路
全
体

の
一一

分
の

-

が
映
し
山
さ
れ
て
お
り
、

ル
の
動
さ
と
と
も
に
ん
わ
に

ス
ク
ロ
ー
ル
す
る
。

ギ
ル
は
敵
と
戦
い
な
が
ら

仁
の
附

(
次
の
パ
タ
ー
ン

}

へ
続
く
山
山
け
ま
で
、
な
る
べ

く
小
く
た
ど
り
心
か
ね
ば
な

ら

な

い

注

小

で
吸
わ
札
る

H

ブ
ル
|
ナ
イ
ト
ν

や
か
ス

ラ
イ
ム
々
な
ど
は
制
を
件
以
い

て

(
ボ
タ
ン
以
作

)
倒
せ
る

が
、
ブ
ル

l
ナ
イ
ト
コ
.
咲 ドルアーガの犠

で
は
倒
せ
る
い

は
通
協
じ
っ
と
し
て
い
る
が
、

ブ
ヨ
フ
ヨ
品
川
き
山
す
と
十引

の

叫
間
総
ひ
か
か

勺
て
く
る
】

魔
術
削

H

メ
イ
ジ
"
の
州
地
法

は
析
を
向
け

て

仰

ぐ

時

々

川
悦
わ
れ
る

1
仰
を
折

っ
て
お

く
と
、
い

ろ
い
ろ
な
隊
法
の

力
を
似

7
、
}
と
が
で
き
る

ス
ラ
イ
ム

き空

ハ
タ
|
ン
に

e

州側

〕

を
治
っ
て
山
川

へ
行
く
と
次

の
ハ
タ

l
ン
へ
と
仲
村
る

以

終
パ
タ
ー
ン
ま
で
が
一
ん

、
剛

イ
似
の
山
川
恨
み
乞
か
わ
し
ド
ル
ア

ー
が
を
附
す
と
、
カ
イ
を
放

ギ
ル
e
e
e

人
ア
ウ

カ
ギ
二

山
で
き
る

ダンシンゲハット
() 
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山必
の
ゲ

i
卜
を
通
過
し
て
い

く
が
、
通
過
し
な
い
と
三
十

秒
の
ペ
ナ
ル
テ

ィ
ー
。
ま
た

附
山
且
日
物
に
ぶ
つ
か
る
と
・
九
紗

の
ペ
ナ
ル
テ
ィ
ー
が
つ
く
。

法
似
版
売
で
定
例
卜

μ
万
三

「
円
。
な
お

R
O
M
キ
ゾ
ト

版
先
も
あ
る
。

メ
ダ

ル
ゲ

l
ム
機
「
ダ
ン

ン
/
グ
ハ

ヅ
ト
」
は
、
れ
快

る
e

什
ム
川
市
と
と
も
に
ボ

ソ
ク
ス

内
で
州
側

(州
色
)
の
シ
ル

ク
ハ

ッ
ト
が
泊
る
よ
-つ
に
削

り
つ
フ
ン
、
ダ
ム
に
動
き
削
る

)、

一
返
時
間
た
つ
と
い
叱
ん
で
止

ま
る
の
で
、
そ
の
配
列
を
前

も
っ
て
，

r測
す
る
と
い
う
も

の
。
配
刈
川
は
令
部
で
八
日
間
知

あ
リ
、
チ
測
す
る
配
刈
に

B

ドじ

T
し
、
当
た
れ
ば

メ
ダ

ル

が
払
仇
さ
れ
る
。
前
半
は
二

的
か
ら
三
卜
悩
ま
で
だ
が
、

一
カ
所
の
メ
ダ
ル
紋
向
投
入

枚
微
に
制
限
が
あ
リ

(
倍
率

が
いけ
川
い
ほ
ど
同
制
限
校
数
は

少
な
、
二

、
川区
勾
払
山
H

し
枚
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j

1

、

J

t

'

i
t

j

数
は

.h
八
ト
枚
と
な

っ
て

い

る
。
山必
細
川
八
卜
力
川
。

大
倉
産
業
か
ら
定
置
型
「
ゾ
ウ
の
母
さ
ん
」

鼻
で
揺
り
か
ー・~~

を

回
転
式
「
サ
イ
ド
カ
ー
で
追
っ
か
け
ろ
」
も

山必
目
別
L

来
物
機

り
さ
ん

一
と

「
サ
イ
ド
カ
ー

で
ん
心
っ
か
け
ろ
」
が

産
業
側

(本
社
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阪
、

治
社
.ak
)

か

」り
一
冗
光

「
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の
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釆
物
機
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ン
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ク
ラ
ク
シ

ョ
ン
が
鳴
り
、

ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
が
点
灯
。

二

人
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リ
。
ハ札
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卜
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力
円
。

大大
ノ入ノh

厄 ~ T

〉ヱハゆ

っ
て

い↓
h
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o

内，
〆
ノ
勺
ノ

の川
りさ
ん

は
ゾ
ウ

が

山川イ
‘了、山、」
リ

さ
げ
た
抗

り
か
ご
を
ん
わ
に

抗
ら
す
む
の
。
作

動
小
に
じ
山
川
の
中

か
ら
、
ボ
タ
ン
で
メ

ロ
デ
ィ
ー
を
選
べ

る
。
二
人
取
り
ゅ

んじ
附
ヘ
十
九

M
け，
o

d
i

d

-

-

「
サ
イ
ド
カ
ー

で
迫
っ
か
け
ろ
」

は
ロ
ー
ラ

ー
ス
ケ

ー
ト
で
逃
げ
る
ネ

コ
を
ん
心
い
か
け
る

~ 

‘ 

ト
で
ゲ

l
ム
終
，l
ど
が

、

主
川
川
点
以
ト
で

札
る
山
一
似
版
必
の
み
て

O

V
悩
似

i
一万
八
「
川

人
追
加
さ

米
国
シ
ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
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開
発
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ゲ
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ユ
ニ
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サ
ル
か
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セ
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ト
販
売

米
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れ
マ
ト
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ニ
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l
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H吋
岳
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l
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'

k
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、
I
l
-
-
ιJ匂
勺
J
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1
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|
ム
機

「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

・
レ

ケ

i
ム
の
矧
い
切
肢
が
ニ
段
附

あ
り
、
初
め

に
選
択
す
る
。

以
作
十刀
法
J
U
川
じ
で
、
献
が

収
わ
れ
る
と
レ
バ

ー
で
避
け

る
か
ボ
タ
ン
に
よ
り
制
(
ま

た
江
光
線
鋭

)
て
戦
-つ
。
ま

た
危
険
な
場
向
て
州
刈

の
一

泌
が
た
れ
ば
、
そ
の
い
け
向
へ

レ
バ

ー
を
倒
す
と
危
険
会
』
滋

げ
て
脱
山
て
き
る
，

「
ド
ラ
ゴ
ン
ズ

・
レ
ア
」

スア

ーがと
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ら米ニへ
じ lh、〆-{ 1 
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レ
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ザ
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デ
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ク
を
岐
川
し

た
シ
ネ
マ
ト
ロ
ニ
ク
ス
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D
ゲ

|

ム

機

抗

仰

と

箔

て

い
仰
て
、
い
ず
れ
ら
ア
ニ
メ
映

州
の
民
間
に
へ
け
わ
せ
て
ゲ

ー

ム
を
進
め
て
い
く
ら
の
ア

ッ
ワ
ラ
イ
ト
叩
キ
ャ
ビ
ネ
ツ

は
弘
治
さ
札
た

l
k
を
政
う

た
め
“
ダ
ー
ク
H

が
似
の
械

に
来
り
込
み

、
二
ト
八
M

聞
の

雌
問

(略
法
使
い
の
ワ
ナ
、

以
M
刊
の
銭
常
、
ナ
イ
フ
の
品
川

米
ら
ど

)
を
'川
大
似
し
て
い
く

ら

の

以

後

に

ド

ラ

ゴ

ン

を

や

っ
つ
け
る
と
正
久
を
政
山

で
き
る
。
タ
!
ク

一人
ア
ウ

ト
で
上
向
き
の
ブ
ラ
ウ
ン
汗

に
映
像
の
み
が
映
し
出
さ
れ
、

ス
コ
ア
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
な
ど

デ
ー
タ
聞
係
は
す
べ
て
い
州
山

と
は
別
に
ポ
y

ク
ス
の
別
に

いん
心
さ
れ
る
。
刷
機
的
と
J
U

ト
で
ゲ
ー
ム
終
，
l
o

「
ス
ペ

7、
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さ
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札
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ゲ

l
ム
は
慨
し
く
な
る
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ラ
コ
ン
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・
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ア
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|
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ど
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ぞ
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。
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-東京販売事務所/東京総千代田区猿楽町1丁目5・1 ・島屋本庖ピル

・本社/大阪府松原市西大塚1丁目3・29 TEL. 0723( 32) 4754(総務)
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大阪市浪速区元町ト5-7難波フ。ラサ'ヒ'ル401

TEL:06・648-1274FAX:06-647-5217 
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第 242号
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テーブル型TVゲーム機 (TABLE VIDEOS) アップライト、コックピット型TVゲーム機
(UPRIGHT /COCKPIT VIDEOS) 

機種名(メーカー名) ¥ 〆

MODEL (MANUFACTURER) 評価(RATING)
dij 機種名( メ ー カ ー 名 )
[I:II MODEL (MANUFACTURER) 

fJlJ 
lill 

評価
(RATING) 

12 10 

12 11 

15 15 ジャンゴウナイト(1:1本物産)
Jangou Night祷 (Nichibutsu) ................. ................5.65 

フ才一メーションセヂッ 卜 (ジャレコ)

Formation Z (Jaleco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. "5.64 

。
@

@

4

@

6

@

@

9
 10 

⑪ 

14 5 

⑪ 

、，

3 

智子j立(デー タイース卜 )

Karale Champ (Data East) ・・・・・・・・・・・・・・・・・.. ・・・ ・・ ・・・・・・・・8.19

ドルアーガの培(ナムコ)

The Tower 01 Druaga (Namco) .............................. 7.50 

クラウンズブルフ (エスコ11易)
Crowns Goll (Esco)・.. • • • . • • . . • • . . • • • . • • • • • • • • . • • • . . • • • • . • • . • • . 7 1 7 

キ ッ クスタート(タイトー)

Kickstart (Taito) ............. …. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .…・・・・ ・・.6.83 

ウォ ー ターマッチ(セガ社)

Waler Match (Sega) .......................................... 6.60 

@

@

5

@

 

ポールポジシ ョ ン II (ナムコ)

Pole Positlon 11 (Namco) . ............ ...................... '6.00 

ポールポジション(ナムコ)

Pole Position (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・ . . . . . .・ '5.67 

パンチアウト (H:天主)

Punch-Out (Nintendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . . . 5 . 65 

インターステラ ー(フナイ)
Inter Stellar (Funai) ............................ .................5.25 

スターウォーズ(アタリ)

Star Wars (Atari) ・. . . . . . . . . . . . . . . . . ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・'5.22

マ ッハスリー (;タイトー)

MAC.H.3 (Taito).. ・・・・ ・・・ ・・ ・・・・・・・・ー・.. . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 14 

ファイアー フ才 ツ クス(アタリ )

Fire Fox (Atari).........................一-・・….. . . . . . . . . . . . . . . . 5 . 00 
、，

サ ン ダー ス トーム(データイース卜 )

Thunder Slorm (Data East) ・. . . . . . . . . . . . . . . ・・ ー・・・・・・・・・・・・7.39

2 2 T X-1(辰巳電イ)
TX-l (Tazmi) ...........................・.. . . . . . . . . . .・.. . . ・・・・7.30

ハイノぞーオリン ピック ，84 (コナミ)
Hyper Sports (Konami) ....................................... 6.46 

8 ，~" sシステム テニス(任天堂〕
むさ;.SySI・emTenni忌(I句intendo) ・・・・ ・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・ ・・6.41

6 

7 7 

9 
ジャイロダイン(タイトー)

Gyrodlne (TailO) ........................…. . • • • • • • • • • • • • • • • • • • 6 . 33 8 6 

7 ア ッポー(セガヰ土)
Appoooh (Sega) ..............................・.• • • • • • • • • • • • • • • • 6 . 24 

ロード ランナー(アイレム)

Lode Runner (Irem)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . . . .・.. . . . ・・6.00

9 5 

⑪ 
チューブパニ ッ ク(日本物産)

11 Tube Panic (Nichibutsu) ・・・・・・・・・・・・・・・ . . . . . . . . .・.. . . . . . . . . . . . 4 . 50 
1 

タイムノぞイロット， 84 (コナミ )

Time Pilot'84 (Konamij..............................・.. . •. . . . ・・6.00

VSシステム ベースボー ル(任天堂)

VS. System Baseball (N intendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . . . 5. 96 

ヨ号、ヤプラス(ナムコ)

Gaplus (Namco) ・・・・ . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . • . . . . • . . . . . . . . . . 5 96 

ソンソン(カプコン)

$on $on (Capcom) ..... .......... .. ....... .•.. . ......... . ......5.67 

11 10 ウルトラクイズ(タイト ー)
Ultla Quiz (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. . . . . . .・.. . . . . . . 4 . 29 

@ 

@ 

ス タ ー プ レ イ ザー (セガ社)
15 Starblazer ($ega)............. ........ . ......... . .............. .. 4. 13 

アストロンベルト(セガ社)
14 Astron Belt (Sega) .............................................4.00 

レーザーグランプリ (タイトー)

Laser Grand Prix (Taito) ..ー.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3 80 14 12 

15 13 
モナコグランプリ (セガ社 )
Monaco G. P (Segai .............................. ， ........... 3.67 

17 13 
フリッキー(セカ、社)

Flicky (Sega) ................................................. .. 5.33 

フリツノ〈ー (FLlPPERS)

バルガ ス(カプコン)

Vulgus (Capcom) ................・..• .. ... • • .. • • • .. • •. • •. • • • • ， 5 . 10 

19 17 ギャラガ(ナムコ)
Galaga (Namco) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・-・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・4.75

出世大相撲(新日本企画)
Sumou ($NK) ......................... ... ...... ・・・・・・・・・・・・・・・・4.75

セeピウ ス ( ナ ム コ )
25 Xevious (Namco)............................. ・・・ ・・・・・・・・・・・・・4.57

18 16 ファイアー ノマワーII (ウ ィ リ ア ム ズ)

Fire Power II (Williams).......................................7. 00 

2 ジャ ッ クス ・ツー ・オープン(ゴ y トリ ー ブ )

Jacks to Open (Gonlieb)・・・・・・・ ............................... 5.67 

、，

2 

20 12 8 4 
ローヤルフラ ッ シ ュ DX (ゴッ トリーブ)

Royal Flash DX (Gonlieb) ・・・・・・.. . . . . . . . . . . . . . . . . . . .・….....5.00

@ 4 3 アマゾンハン 卜 (ゴッ ト リープ)

Amazon Hunt (Gottlieb) ・・・・・・・・・・・・・・・・...一 . . . .・・・・・ -・.....4.50

ビクト リ ア ス ・ナイン(タイトー)

Victorious Nine (Taito) ................ ...…-・...............4.56

マリオブラザーズ(任天堂)

Mario Bros. (N intendo) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.. . .. . . .. . . . . . . . . 4 . 50 

ノ〈ーディーキング 2 (タイト ー)

Birdie Iくing2 (Taito) ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・.................4.50

麻雀教宅(新日本企画).
Mahjong Kyositsu* (SNK) ....................................4.50 

22 14 。8 フ ァ イ アーパワー(ウィリアムズ)

Fire Power (Williams) .................... ・・・・. . . .・・・…......4.50

23 18 

24 19 

25 21 

調査ご協力腐(聞東不向}

ノレナパーク(東ボ ・新編)、ロサ ゲームランド (:w:京 ・池袋)、ドリームインinlf原町 (J;( r.tS .凶粂河町1

1町)、タイトースペンヤル (大阪 ・傍凶)=(附タイト ー ; ，)&B (JR京 ・神田)、UFO(東京 ・鴬谷)、

セガセンター ・ニュー光(大阪 心溺隙)、モンテカノレロ立命 (ボ者11・北区)=(附セガ ・エンタープライ
ゼス . ゲームスペース ミラ イヤ (東京 .iiIl附)、プレイシティキャロット新lr以内 {東京 %Jifij )、ビ

ッグキャ ロット祈紙約 (米京・新Uii)、なんI!シティビ yグキセロッ ト(大阪 雄被) =(附ナムコ， ゲ

ームファン タジア ・シグ'?(東京 ・渋谷)、ゲーム71'ンタジア イズミ(東京 ・新約)、ゲーム71'ン
アジア ・スーパーII (点点 池袋)=(ド~:..-グマ， ゲームスポ y ト・チェスター(大|坂 ・総Is)、アメニ
ティハ-7 リノ下Illjijf，lj(:大似 ・f'klliij )寸附アポロ ; カーニパルプラサr ( ~t };，~・ fJil(ì) =昔前エスコ

11易 . ワール ドゲーム ミヤコ(京3it・押ili'i) =(~特氷点 キャピオー 1. ; ゲームプラザ ・シルビア(点
京 .$Iil~ì ) =闘争点京マルサン; 名鉄レジヤ ，7 (名.'l屋 ・駅前)=附水~fffij会; ビデ才イン ・キャツ

スノレ (小念 ・駅前)=(j，)太平会館 ; ピデ才イン ・7 ツヤ (京百1¥ 今tf'.llI)=側!問問I街会; ..li造ゲーム

センター(大|坂 -Ei立)=説明1~Ni;U1). 

• The Trad巾onalJapanese Games 

評価

(RATING) 

純益ロヶーンヨンの設議機械を売よりと人気I主力、ら見たラン?付11で、各オヘレ-7ーの判断
によるテ四?を集計、寸の平均偵を示したもの 数字の意味I~ 10 :ニれ以上信い熔発的な人気
と売上け、9 すIJらしい人気と売よけ、8 犬変いい人気と禿上11、7:いL、人気と売上11、
6 孟めいい人気と売上11、5・平均的な bの、 4 平均以下{以下省略)
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基板セットの

「ゴルフJfピンボー ル」を

格安価格で販売しております。

イ壬芙 株式盆社
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Konami Industry Co.，Ltd.ofOsaka， 
has set up a Br，tish subsidiary 10 han-
dle its interests in the U.K. Konami， 
Ltd. of U.K_， has registered on J une 1 
ancl has startecl operating from offices 
at Television House， Field End Roacl， 
Eastcote， MiddIesex 

Kenji Hiraoka， formerly manager 
of the overseas trading department 
in Konami's Japanese factory， has 
been sent to the U.K. to take over 
as Managing Director of lhe new com-

(26) 

pany 
Hirauka said，“The intention is 

for Konami to have direct represen-
tation in Britain to prol11ote品ale品 of
its video games. We wilI continue to 
work thruugh distributors， but we wilJ 
aJso deal direct. AII sale品 willbe ha n-
dIed from this office." 

The premises were only taken over 
by Hiraoka and his staff on May 25th. 
Regular supplies uf new Konami 
games wiJl be arriving at the premi品es，
with several new games being pro・

duced each year. 
Early in July， the company is pro-

1110ting its “Time Pilot '84". 

of book has a sub-title:“A study 
Enterprise Guing ahead of the new 
media Age." Finally， .highly rating 
president Nakamura's “fourthjfifth 
industry" concept the author predicts: 
“The 2J st century will certainly enter 
intu the age of mentality， and the 
industriaJ structure will go deeply in to 
the field of “man's mind ancl hearl". 
Thus， he concIuded that he has llluch 
expectations of Namco as a“front-
runner in the age of mentality" fore-
seeing a great potentiaI of its futllre 
actJvlt1es. 

Regretflllly this book was published 
not in English but in Japanese. 

Konami Set Up 
British Subsidiary 
KonamiLtd 

lf~i亨3 . 500'%i円fltj

」ンパワl-lJ75りる

A5AHI ENGJNEERING CO.. Ltd. 

第二彼自I!!I!物認可
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Toω}泌川昌shi出hir句υMiザy，叫a此d
01' the Operalion Diviω凶s幻ionof Sega久， 
【閃etll印cdfrom Sega lhi時sspn川ng.He has 
r閃eじentはIyestωabli凶5heda new company 
starting activitie詰 asan independent 
operatur. The new company is called 
Miyake Ltd 

Miyake is a spuuse uf a younger 
sister of Masa Rusen， wife of David 
Rosen， one of the founders of Sega. 
That is， he is a brother-in-Iaw of David 
Rosen. 

after leaving Esco he became director 
and vice-president of Sega. ln 1983 
he became president of Sega. When 
Nakayama left Esct入Morihas served 
as president of Escu. 

Another Nakayama， Kozo 
Nakayama， had once servecl as director 
(in charge of Operation Division) of 
Sega. But， he retired [rom Sega this 
spring. Thus， it l11ay be said that he 
re-entered this bllsiness into the slIb-
sid iary 0 f Sega 

on why he took up Namco， he explain-
ed: “From whal 1 have reviewed 
Namco's management policy over the 
last thirty year5， 1 see it ha品 beena 
series of management always ahead of 
new media society. As an indicatur uf 
corporatc rnanagement policy in new 
media society that. will come certainly， 
I would like to tell reader abollt the 
status of Namco at the beginning of 
1984 50 that it will be of some use for 
those who want to know huw to ser-
vice the age of new media." Thu5， the 

Former Manager 
Of Sega， Miyake 

Begins New Comp. 

Hayao Nakayama Appointed 
President Of Esco Trading CO.J 

認し (rt下記へお問い合わせ下さい

QJlJ 

ゲームマシン

a晶

Esco Trading CO.， Lld. of Tukyo 
has recently annuunc巴d that it ap-
pointed Hayao Nakayama as prcsidenL 
As a result， Esco has two president -
Ke吋iroMori and Hayao Nakayama. 
President Nakayama can exercise 
rights to represent independently， 
wh ile president Mori can exercise 
rights to represent jointly with Pre-
sident Nakayama 

The cllrrent change has taken place 
along with the change of capital of 
Sega Entcrprises， Ltd. of Tokyo， 
parent company of E5Cu Trading CO.， 
Ltd. (See Game Machine Nu. 238) 
On June 19， Esco Trading held a 
general meeting of stocJくholdersancl a 
meeting of lhe board of director品，
appointing directurs as follows: Hayao 
Nakayama and Kenjiru Mori as repre-
sentative director and president， Kozo 
Nakayama as managing director， and 
Tokuzo Komai and Eichi YlIkawa as 
director (part time). 

Hayao Nakayama、 amungothers， 
also serves as presidenl of Sega， 
Komai also as managing direclur 01' 
Sega， and Yukawa also as c1irector of 
Sega. ln 1968 Hayao Nakayama 
fuundecl Esco Trading becuming pre-
5ident. 111 1979 h巴soldit to Sega， and 

one who wants to know the current of 
the aJηusement machine bllsiness 

The allthor is a preωman covenng 
the media fieJd in Japan. Commenting 

Column 

mω" 
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Early in July， a bOuk on Namcu 
Ltd. of Tukyu (preω叩s幻i伽
Naka叩a創mur悶a)，entitled ‘“‘Namc∞O一UI比tr凶a 
Concept Mak以ingGrollp，" was publish-
ed by PHP Kenkyujo of Kyoto 

Consisling of 4 chapters， this buuk 
edils“The Secrets 01' Great Advances 
01'‘Namco' Risking 10 Dominate 50ft-
ware" that appearecl seria]ly in March， 
April ancl May iωlIes of PHP munthly 
"Voice". lt was written by Kazuhisa 
Maeno， a ll1ember of editorial com-
mittee of Main川lllCκ凶chi岡川iShin巾 unω川山s叶泊h凶1a(いnew品シ-
paper) 

Over a totaJ of 212 pages thc buok 
describes lhe histury of Namco frolll 
presiclent Nakamllra、childhoudlIP 10 
the present. For instance， thc book 
de5cribes how Nakamura Seisakushu 
5tarted with two employees and two 
kiddie ricles， how they pruchased 
“Alari Japan" and huw fuIl-scale entry 
in the coin operated video game mar-
kct was achieved. It also describes how 
they sllcceeded in develuping“Pac・

man" which heIpcd greatly expand 
the video gan、emarket by at tracting 
female players， how they endeavored 
to wipe off copiers， and how they 
developed amusement robots. These 
are described in detail either thro lIgh 
the 5taff workers' views and opinions， 
or difficllI tics they hacl， ur episocles. 
Th1l5‘ the book is interesting for any-

Overseas 

この尚，11tl立、ザ付上(アイ レム)

。1984Amusemcnt Press. Inc 
Prt n {ピdIn J apall. 
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Amusement Press， Inc. 
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TAITO CORPORATION 

戸ミユースメント・マシンの製造・販売

‘'.1 'l:コ"".1::コ盟-::j7~
このゲームは、フィッシンクステージ、剣道ステージ、

ROMENステージの3つのステージがあり、それぞ

れのステージ!こよって会場と服装が変化し、 1ステー

ジ勝つ包に rVICTORYSCOOREJガ与えられま

す。

ー
h・1・)'1

加司旬帽岨-

第三Hi街H礎物tJ.11 J 

ヨ咽a・・園周・・ :~.

訴3、

TM  

C 

オートJ"iイで次々に設定されたコースを突っ走って下さい。

コース主には、ドラム缶、敵軍主主どが次々に現われますの

で、工ンジンブレーキを上手!こ利用してかわし、ゲートに

ゴールインする爽快なオートバイゲームです。

..圃__N:r♂ v・“・‘'・.-，.，.，.，.，，'
，. ・・・・・・.，'Sl““t .....:r..・ηp

コインを入れると音楽ガ鳴り、①のボ

タンを押すと、 Jiックンの手ガターン

テイブルの画!こ下がります。

ッスタート」の音声と共!こ、キャンデ

ィを手の平に黍ぜ(100%手の平に乗る

織な僑造)②のボタンで閉じたり開い

たりしているパックンの口にタイミン

rヨーイ

その景

ゲームマシン

グよくキャンディを入れると、

昂ガ下の受口から出て来ます。

ι.，Jl 'n=~孟吉良.

オ人から4人まで同時にプレイすることガでき、お子織

|こも手軽!こ楽しんでいだだけるよう|こ、キャビネットの

高さを低くした新設計です。

従来のクレーンに比べ、奇襲撃Z草花形を象った明るい色彩で、

2度景昂ガ狙えるダブルチャンス方式のクレーンです。

第242号

パギ一軍を上手に操作し怠ガら、光を目印に障害物を

避けなガらゴールを自治して下さい。

コースI<l:荒地、草原、都市、戸イスパーンの4つのコ

ースがあり、大小のうねりに乗りjこげると、ジャンブ

しだり、一回話したりして、パギーのダイゴミガ昧わ

えます。

!iiJ 
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1984年8月15日
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1984年8月15日第242号

仕様/戸ツブライトタイプ

@ 

ユニバーサル販売株式会社

株式会社ユニバーサル

ゲームマシン ~1 ぺ十世邸便物Æg II{

本楊アメリカ製、質の高いアニメーション。

手!こアセ握るスリリングなストーリー展開。

スペース・エースと
セット販売

...--... 
ー-

~~てー
... 困層rc-'

y-

~ -一
-~ --

800(0) x 640(W) x 1，720(H) AC 100V 50/60 Hz (20")守 95-2835 

方 '1 干 103W京綿巾9'(〆s:・即証h1111 1 1 ttlO3)&&' 0330 (代 } EXPORT OIVISION 

よ 場〒323 仙^Il'小山市長持 ~61 ( ~31 嘗 (I}I\O ) UNIVERSAL SALES CO ， L TO. 
lL揖常 費 円円 ttO 11 III 2398 (代 、 九州官t"( PlI tt092 '71副総((U 1・71，N巾onbash.Horodome.cho， Chυ0・ku，TOkyo 103， Japan 

油台主主 完 的 合 02229902''(代} 府児島常可【丹h 合 099224-3&51 <1"U Phone : 03争 661・1447，6004 Cable UNIMANIFACT 
Telex J27348 (UN ICO) 

新，H~宮 型 的 官 075771ω0&11υ 

桂軒宮古 豊 前 tt0262 28柑34ドU
税 京事'.'，1(刷 tt 03 84. 2581 (代}

東 京 事者 拠 所 tt 03 '53 9~ ， 1 代 l
lじM'収世J崎【"" tt0285 23 35引{代}

的 関常 損 所 tt0542 83 6781 (('¥.) 
明倫 明~. vt WI tt0532 46 6103(代)

色古~営事奥州 合052582 2951 (代)
t1~ t臥 常 、時 前 tt0598 28 3431 (代〉

大11&営噴俸が1 官 06304 3%5((¥) 
ノド蝿す¥''*附 tt09889- 7 -66SS'(~) 

1五 .11， 営 巣 附 官 082728 1005(('¥.) 

山口営費踊 百 083432 0011 (代}

UNIVERSAL U.S.A. INC. 
3250. V'Clor Streel， Sanla Clara， Caloforn，a 95050. U.S.A. 
PhOne : 408・727.4591.5 Telex: 172247 (UNI USA SNTAI 

European Office 
81. TOllenham Coυ川 Road，London Wl A 1 EY 

Phone: 01.631.1713 Telex ・892989ELCOIN 
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